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令和７年度 高等部 １年（ Ⅰ課程 現代の国語 ） 国語科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２単位 

／７０ 
１学年  大修館書店 

新編 現代の国語 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）実社会に必要な国語の知識や技能を身につける。 

(思判表力)論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を

高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。 

(学･人)言葉がもち価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化

の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

学期 時数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
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２６ 

（知及技）１年間の授業の流れを

つかむ。  

(思判表力)国語の知識を表現で

きる。  

(学･人)知っている知識を生活に

生かすことができる。  

（知・技）授業の流れを理解してい

る。  

(思･判･表)国語の知識を表現し

ている。  

(主学)知識を生活に生かそうとし

ている。  

オリエンテーションと知

識の確認  

 

・1年間の授業の流れ  

・知識の定着確認 

 

(知及技）言葉の大切さを意識し、

よりよい言葉の使い方を工夫しな

がら「話す」「聞く」「書く」「読む」

活動に取り組むことができる。  

(学･人)話す」「聞く」「書く」「読

む」それぞれの活動に対して意欲

をもって取り組むことができる 

(知・技）言葉の大切さを意識し、

よりよい言葉の使い方を工夫しな

がら「話す」「聞く」「書く」「読む」

活動に取り組んでいる。  

(主学)話す」「聞く」「書く」「読

む」それぞれの活動に対して意欲

をもっている 

ことばの準備体操  ・発音や聞き方に注意し

て話したり聞いたりする。 

・読みやすくわかりやすい

字で正確に書く。 

・声量や速さ、間、強弱を

工夫して音読する。 

(知及技）書き言葉の特徴や役

割、表現の特色をふまえ、正確さ、

わかりやすさ、適切さなどに配慮し

た表現や言葉遣いについて理解

して使うことができる。 

(思判表力) 「書くこと」において、

自分の考えやことがらが的確に伝

わるように、文章の種類や語句な

どの表現を工夫することができる。 

(学･人)文を整えたり接続表現を

適切に用いたりすることに、意欲

的に取り組むことができる。 

(知・技) 書き言葉の特徴や役

割、表現の特色をふまえ、正確さ、

わかりやすさ、適切さなどに配慮

した表現や言葉遣いについて理

解して使っている。 

(思・判・表)「書くこと」において、

自分の考えやことがらが的確に伝

わるように、文章の種類や語句な

どの表現を工夫している。 

(主学) 文を整えたり接続表現を

適切に用いたりすることに、意欲

的に取り組もうとしている。 

ことばの使い分け 

 

・場面や目的に応じて適

切な言葉を選ぶ。 

・敬語の正しい使い方や

類義語のニュアンスの違

いを理解し、適切に使い

分ける。 

(知及技）文、文章の効果的な組

み立て方や接続のしかたについて

理解することができる。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、内容や構成、展開などについ

て的確にとらえ、要旨や要点を把

握することができる。 

(学･人)積極的に学習に取り組

み、説明の仕方をとらえることがで

きる。 

 (知・技) 文、文章の効果的な組

み立て方や接続のしかたについて

理解している。 

(思・判・表)「読むこと」において、

内容や構成、展開などについて的

確にとらえ、要旨や要点を把握し

ている。 

(主学)積極的に学習に取り組み、

説明の仕方をとらえようとしてい

る。 

説明の仕方をとらえよう 

 

・説明のしかたに注意して

文章を読む。 

・順序を表す言葉や接続

表現、問題提起と答えに

着目して、文章の構成を

つかむ。 
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２
学
期 

３０ 

(知及技）読書の意義と効用につ

いて理解を深めることができる。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、筆者の着眼点のおもしろさや

表現上の工夫を的確にとらえ、要

旨を把握することができる。 

(学･人)読書に意欲をもち、進ん

で本に手を伸ばすことができる。 

(知・技) 読書の意義と効用につ

いて理解を深めている。 

(思・判・表)「読むこと」において、

筆者の着眼点のおもしろさや表現

上の工夫を的確にとらえ、要旨を

把握している。 

(主学)読書に意欲をもち、進んで

本に手を伸ばそうとしている。 

ももこのいきもの図鑑 ・読書の意義について理

解を深め、筆者のユーモ

アや技巧をとらえる。 

(知及技）効果的なＰＯＰを作るた

めに必要な語句の量を増すととも

に、語句や語彙の構造や特色、用

法および表記のしかたなどを理解

し、語感を磨き語彙を豊かにする

ことができる。 

(思判表力) 「書くこと」において、

本の魅力が的確に伝わるよう、文

体、語句、レイアウトなどの表現の

しかたを工夫することができる。 

(学･人)本のＰＯＰ作りに興味をも

ち、意欲的に取り組もうとすること

ができる。 

(知・技) 効果的なＰＯＰを作るた

めに必要な語句の量を増すととも

に、語句や語彙の構造や特色、用

法および表記のしかたなどを理解

し、語感を磨き語彙を豊かにして

いる。 

(思・判・表) 「書くこと」において、

本の魅力が的確に伝わるよう、文

体、語句、レイアウトなどの表現の

しかたを工夫している。 

(主学)本のＰＯＰ作りに興味をも

ち、意欲的に取り組もうとしてい

る。 

本の POPを作ろう ・ＰＯＰに必要な情報を整

理し、伝えたいことを明確

にする。 

・ＰＯＰの表現の工夫を知

り、効果的な紹介文を書

く。 

(知及技）個別の情報と一般化さ

れた情報との関係について理解す

ることができる。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、文章の種類をふまえて、内容や

構成、論理の展開などについて叙

述をもとに的確にとらえ、要旨や要

点を把握することができる。 

(学･人)積極的に学習に取り組

み、主張とその根拠、具体と抽象

の関係についてとらえようとするこ

とができる。 

(知・技) 個別の情報と一般化さ

れた情報との関係について理解し

ている 

(思・判・表) 「読むこと」におい

て、文章の種類をふまえて、内容

や構成、論理の展開などについて

叙述をもとに的確にとらえ、要旨

や要点を把握している。 

(主学)積極的に学習に取り組み、

主張とその根拠、具体と抽象の関

係をとらえようとしている。 

 

オカピの胃袋はいくつか ・筆者の主張とその根拠

を意識しながら読む。 

・具体例の働きをとらえ、

具体と抽象の関係を考え

ながら読む。 

(知及技）書き言葉の特徴をふま

えて適切な敬語や頭語と結語など

を用い、基本的な手紙の形式を理

解して依頼状を書くことができる。 

(思判表力) 「書くこと」において、

相手や目的を意識して適切な通

信手段を選び、相手の気持ちを動

かす依頼状になるよう内容や形式

を検討することができる。 

(学･人)依頼状を書く活動に意欲

をもち、積極的に取り組もうとする

ことができる。 

(知・技) 書き言葉の特徴をふま

えて適切な敬語や頭語と結語な

どを用い、基本的な手紙の形式を

理解して依頼状を書いている。 

(思・判・表)「書くこと」において、

相手や目的を意識して適切な通

信手段を選び、相手の気持ちを動

かす依頼状になるよう内容や形式

を検討している。 

(主学)依頼状を書く活動に意欲

をもち、積極的に取り組もうとして

いる。 

相手を動かす依頼状を

書こう 

・相手や目的に応じて、適

切な通信手段を選択す

る。 

・相手の気持ちを動かす

ような依頼状を書く。 

３
学
期 

１４ 

(知及技）話し言葉の特色をふま

え、相手や場面に配慮した言葉遣

いや表現のしかたを理解し、使う

ことができる。 

(思判表力)「話すこと・聞くこと」

において、相手や場面に配慮し、

言葉以外の要素も意識しながら、

話の内容や表現のしかたを工夫

(知・技) 話し言葉の特色をふま

え、相手や場面に配慮した言葉遣

いや表現のしかたを理解し、使っ

ている。 

(思・判・表)「話すこと・聞くこと」

において、相手や場面に配慮し、

言葉以外の要素も意識しながら、

話の内容や表現のしかたを工夫

対話のレッスン ・相手や場面に配慮した

言葉遣いや表現のしかた

を知る。 

・コミュニケーションにおけ

る言葉以外の要素の大切

さを知り、対話に生かす。 
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することができる。  

(学･人)対話の力やコミュニケー

ション力を高めることに関心をも

ち、意欲的に学習活動に取り組も

うとすることができる。 

している。 

(主学)対話の力やコミュニケーシ

ョン力を高めることに関心をもち、

意欲的に学習活動に取り組もうと

している。・ 

(知及技）「書くこと」において、推

敲の観点を理解して自分が書い

た文章を見直し、文章全体を整え

たり改善したりすることができる。 

(思判表力) 「書くこと」において、

読み手の理解が得られるよう、意

見と理由（根拠）の関係を考えて、

文章の構成や展開を工夫すること

ができる。 

(学･人)意見文を書くことに興味

をもち、意見文の基礎を意欲的に

習得しようとすることができる。 

(知・技) 「書くこと」において、推

敲の観点を理解して自分が書い

た文章を見直し、文章全体を整え

たり改善したりしている。 

(思・判・表)「書くこと」において、

読み手の理解が得られるよう、意

見と理由（根拠）の関係を考えて、

文章の構成や展開を工夫してい

る。 

(主学)意見文を書くことに興味を

もち、意見文の基礎を意欲的に習

得しようとしている。 

意見文の基礎を学ぼう ・意見文の基本的な書き

方と、構成のしかたを知

る。 

・意見と理由を備えた基

本的な意見文を書く。 

(知及技）筆者の主張とその根拠

の関係について理解している。 

(思判表力) 読むこと」において、

筆者の主張を的確に読み取り、文

章の内容について自分の考えを

深めている。 

(学･人)進んで文章の内容をとら

えようとするとともに、自分の考え

をもち、意欲的に伝えようとしてい

る。 

(知・技) 筆者の主張とその根拠

の関係について理解している。 

(思・判・表)読むこと」において、

筆者の主張を的確に読み取り、文

章の内容について自分の考えを

深めている。 

(主学)進んで文章の内容をとらえ

ようとするとともに、自分の考えを

もち、意欲的に伝えようとしてい

る。 

自分の考えを深めなが

ら読もう（導入ページ） 

・筆者の主張を的確に読

み取り、それに対する自分

の意見をもつ。 

・読み取ったことをもとに、

自分の考えを広げたり深

めたりする。 

留意点 

引継ぎ等 

・遠足、就業体験、修学旅行、交流学習との関連付け、各活動の事前事後学習との知識の接続が行えるようにする。 

・ワークシートや小テスト、作品、生徒の自己評価、観察などで、３観点に基づいた見取を行う。 

・手紙（葉書）の書き方指導や毛筆指導にも取り組み、言語文化の担い手としての意識を高める。 
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令和７年度 高等部 １年（Ⅰ課程 言語文化） 国語科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２単位 

／７０ 
１年  大修館書店 

新編 言語文化 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技)生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に対する

理解を深めることができる。 

(思判表力)論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え

合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができる。 

(学･人)言葉がもち価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言

語文化の担い手としての自覚をもち、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２６ 

(知及技）言葉には、文化の継承、

発展、創造を支える働きがある

ことを理解することができる。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、文章の種類を踏まえて、内

容や構成、展開などについて理

解することができる。 

(学･人)言葉についての筆者の

考えを読み取ることに興味をも

ち、日常使っている言葉を見つ

め直そうとすることができる。  

(知・技）言葉には、文化の継承、

発展、創造を支える働きがある

ことを理解している。 

(思･判･表)「読むこと」におい

て、文章の種類を踏まえて、内

容や構成、展開などについて叙

述を基に的確にとらえている。 

(主学)言葉についての筆者の考

えを読み取ることに興味をも

ち、日常使っている言葉を見つ

め直そうとしている。   

言葉の森を育てよう ・言葉についての筆者

の考えを読み取り、言

葉が果たしている役割

を理解する。 

・日常使っている言葉

を見つめ直す。 

(知及技）古典の言葉と現代の言

葉とのつながりについて理解す

ることができる。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、作品や文章に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉

え、内容を解釈することができ

る。  

(学･人)古文を読むことに興味

をもち、積極的に音読したり響

きやリズムを味わったりしよう

とすることができる。 

(知・技）古典の言葉と現代の言

葉とのつながりについて理解し

ている。 

(思･判･表)「読むこと」におい

て、作品や文章に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉

え、内容を解釈している。 

(主学)古文を読むことに興味を

もち、積極的に音読したり響き

やリズムを味わったりしようと

している。 

古文への招待 

いろはうた 

・古典の言葉と現代の

言葉のつながりについ

て理解する。 

・受け継がれてきた古

文を音読し、響きやリズ

ムを味わう。 

 

(知及技）文章の意味は、文脈の

中で形成されることを理解する

ことができる。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、文章の構成や展開、表現の

しかた、表現の特色について評

価することができる。  

(学･人)登場人物の人物像や心

情を読み取ることに興味をも

ち、作品の構造を理解しようと

することができる。 

(知・技）文章の意味は、文脈の

中で形成されることを理解して

いる。 

(思･判･表)「読むこと」におい

て、文章の構成や展開、表現の

しかた、表現の特色について評

価している。 

(主学) 登場人物の人物像や心

情を読み取ることに興味をも

ち、作品の構造を理解しようと

している。 

 

児のそら寝 ・登場人物の描写から

人物像をとらえ、場面ご

との心情を読み取る。 

・語り手の役割や場面

の展開に着目し、作品の

構造を理解する。 
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(知及技）文章の意味は、文脈の

中で形成されることを理解する

ことができる。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、文章の構成や展開、表現の

しかた、表現の特色について評

価することができる。 

(学･人)登場人物の人物像や心

情を読み取ることに興味をも

ち、作品の構造を理解しようと

することができる。 

(知・技）文章の意味は、文脈の

中で形成されることを理解して

いる。 

(思･判･表) 「読むこと」におい

て、文章の構成や展開、表現の

しかた、表現の特色について評

価している。 

(主学)登場人物の人物像や心情

を読み取ることに興味をもち、

作品の構造を理解しようとして

いる。 

 

とんかつ ・登場人物の描写から

人物像をとらえ、場面ご

との心情を読み取る。 

・語り手の役割や場面

の展開に着目し、作品の

構造を理解する。 

(知及技）古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり、

古典特有の表現などについて理

解することができる。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、作品の内容や解釈を踏まえ、

自分のものの見方、感じ方、考

え方を深め、我が国の言語文化

について自分の考えをもつこと

ができる。。  

(学･人) 漢文に興味をもち、訓

読に意欲的に取り組もうするこ

とができる。 

(知・技) 古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり、

古典特有の表現などについて理

解している。 

(思・判・表)「読むこと」にお

いて、作品の内容や解釈を踏ま

え、自分のものの見方、感じ方、

考え方を深め、我が国の言語文

化について自分の考えをもって

いる。  

(主学)漢文に興味をもち、訓読

に意欲的に取り組もうとしてい

る。 

 

訓読のきまり／格言／

再読文字 

・漢文の訓読のきまり

について理解する。 

・漢語・漢文と我が国の

言語文化の関係につい

て理解を深める。 

２
学
期 

３０ 

(知及技）古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり、

古典特有の表現などについて理

解することができる。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、作品や文章に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉

え、内容を解釈することができ

る。  

(学･人)漢文に興味をもち、漢文

を読む学習に意欲的に取り組

み、故事成語の理解を深めよう

とすることができる。  

(知・技) 古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり、

古典特有の表現などについて理

解している。 

(思・判・表) 「読むこと」にお

いて、作品や文章に表れている

ものの見方、感じ方、考え方を

捉え、内容を解釈している。 

(主学) 漢文に興味をもち、漢文

を読む学習に意欲的に取り組

み、故事成語の理解を深めよう

としている。 

五十歩百歩 ・「五十歩百歩」という

言葉の意味について、考

えを深める。 

・この話で語られてい

る教訓の意義を理解す

る。 

(知及技）我が国の言語文化に特

徴的な語句の量を増やし、それ

らの文化的背景について理解を

深め、文章の中で使うことを通

して語感を磨き、語彙を豊かに

することができる。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、文章の種類を踏まえて、内

容や構成、展開などについて的

確にとらえることができる。  

(学･人) 日本語の表記の特色や

独自性について学習した内容を

もとにして、自らの言語感覚を

磨き、語彙を増やそうとするこ

とができる。 

(知・技) 我が国の言語文化に特

徴的な語句の量を増やし、それ

らの文化的背景について理解を

深め、文章の中で使うことを通

して語感を磨き、語彙を豊かに

している。 

(思・判・表)「読むこと」にお

いて、文章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開などについて

的確にとらえている。 

(主学)日本語の表記の特色や独

自性について学習した内容をも

とにして、自らの言語感覚を磨

き、語彙を増やそうとしている。 

  

漢字と仮名の使い分け ・日本語の表記の特色

について、筆者の主張を

とらえる。 

・表記に興味をもち、調

べたり考えたりする。 
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(知及技）我が国の言語文化の特

質や我が国の文化と外国の文化

との関係について理解すること

ができる。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、文章の種類を踏まえて、内

容や構成、展開などについて的

確にとらえることができる。 

(学･人)日本文化の特徴につい

て筆者の主張をとらえることに

興味をもち、日本文化の特色に

ついて理解を深めようとするこ

とができる。 

(知・技) 我が国の言語文化の特

質や我が国の文化と外国の文化

との関係について理解してい

る。 

(思・判・表) 「読むこと」にお

いて、文章の種類を踏まえて、

内容や構成、展開などについて

的確にとらえている。  

(主学)日本文化の特徴について

筆者の主張をとらえることに興

味をもち、日本文化の特色につ

いて理解を深めようとしてい

る。 

・ 

足し算の文化 ・日本文化の特徴につ

いて、筆者の主張をとら

える。 

・身のまわりの例を探

しながら、日本文化の特

色について理解を深め

る。 

(知及技）詩歌に親しみ、理解す

るために必要な文語のきまりや

訓読のきまり、詩歌の形式、古

典特有の表現などについて理解

することができる。 

(思判表力) 「書くこと」におい

て、自分の体験や思いが効果的

に伝わるよう、文章の種類、構

成、展開や、文体、描写、語句な

どの表現のしかたを工夫するこ

とができる。  

(学･人)四季の詩歌を読むこと

に興味をもち、詩の形式や表現

の特徴を意識しながら、情景や

心情を味わおうことができる。 

(知・技) 詩歌に親しみ、理解す

るために必要な文語のきまりや

訓読のきまり、詩歌の形式、古

典特有の表現などについて理解

している。 

(思・判・表) 「書くこと」にお

いて、自分の体験や思いが効果

的に伝わるよう、文章の種類、

構成、展開や、文体、描写、語句

などの表現のしかたを工夫して

いる。 

(主学)四季の詩歌を読むことに

興味をもち、詩の形式や表現の

特徴を意識しながら、情景や心

情を味わおうとしている。 

春のうた／夏のうた／

秋のうた／冬のうた 

・それぞれの作品に描

かれている情景や心情

を読み取る。 

・詩歌の形式や表現の

特徴について理解を深

める。 

(知及技）文章の意味は、文脈の

中で形成されることを理解する

ことができる。。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、文章の構成や展開、表現の

仕方、表現の特色について評価

することができる。 

(学･人)作品に興味をもち、場面

の様子や人物の心情を想像した

り文章表現を味わったりしよう

することができる。  

(知・技)文章の意味は、文脈の

中で形成されることを理解して

いる。  

(思・判・表)「読むこと」にお

いて、文章の構成や展開、表現

の仕方、表現の特色について評

価している。 

(主学)・作品に興味をもち、場

面の様子や人物の心情を想像し

たり文章表現を味わったりしよ

うとしている。 

祖母が笑うということ ・叙述をもとに、場面の

様子や人物の心情を想

像しながら読む。 

・文章の展開のしかた

や表現のしかたに着目

し、文章表現を味わう。 

 

(知及技）古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまり、古典特有の表現

などについて理解することがで

きる。。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、作品や文章に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉

え、内容を解釈することができ

る。。 

(学･人) 『枕草子』に興味をも

ち、作者のものの見方や感じ方

を読み取り、自分の考えをもつ

ことができる。 

 

(知・技) 古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまり、古典特有の表現

などについて理解している。 

(思・判・表) 「読むこと」にお

いて、作品や文章に表れている

ものの見方、感じ方、考え方を

捉え、内容を解釈している。 

(主学)『枕草子』に興味をもち、

作者のものの見方や感じ方を読

み取り、自分の考えをもとうと

している。 

枕草子 春はあけぼの ・音読して古文の読み

に慣れ、文章の特色を理

解する。 

・作者のものの見方や

感じ方について、自分の

考えをもつ。 
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３
学
期 

１４ 

(知及技）常用漢字の読みに慣

れ、主な常用漢字を書き、文や

文章の中で使うことができる。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、作品や文章に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉

え、内容を解釈することができ

る。  

(学･人)言葉がもつ価値への認

識を深め、言葉をとおして他者

や社会に意欲的に関わろうとす

ることができる。  

(知・技) 常用漢字の読みに慣

れ、主な常用漢字を書き、文や

文章の中で使っている。 

(思・判・表) 「読むこと」にお

いて、作品や文章に表れている

ものの見方、感じ方、考え方を

捉え、内容を解釈している。 

(主学) 言葉がもつ価値への認

識を深め、言葉をとおして他者

や社会に意欲的に関わろうとし

ている。 

 

羅生門 ・小説の構成をとらえ、

登場人物の心情の変化

を読み取る。 

・元になった古典作品

との比較をふまえて、内

容の解釈を深める。 

 

(知及技）古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり、

古典特有の表現などについて理

解することができる。 

(思判表力) 「読むこと」におい

て、作品や文章に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉

え、内容を解釈することができ

る。 

(学･人) 漢文に興味をもち、漢

文を読む学習に意欲的に取り組

み、故事成語の理解を深めよう

とすることができる。 

(知・技) 古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまりや訓読のきまり、

古典特有の表現などについて理

解している。 

(思・判・表)  「読むこと」に

おいて、作品や文章に表れてい

るものの見方、感じ方、考え方

を捉え、内容を解釈している。 

(主学) 漢文に興味をもち、漢文

を読む学習に意欲的に取り組

み、故事成語の理解を深めよう

としている。 

蛇足 ・「蛇足」という言葉の

意味について、考えを深

める。 

・この話で語られてい

る教訓の意義を理解す

る。 

 

(知及技）古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまり、古典特有の表現

などについて理解することがで

きる。。 

(思判表力)「読むこと」におい

て、作品や文章に表れているも

のの見方、感じ方、考え方を捉

え、内容を解釈することができ

る。。  

(学･人) 『徒然草』に興味をも

ち、作者のものの見方や感じ方

を読み取り、自分の考えをもと

うとすることができる。 

(知・技) 古典の世界に親しむた

めに、古典を読むために必要な

文語のきまり、古典特有の表現

などについて理解している。 

(思・判・表)「読むこと」にお

いて、作品や文章に表れている

ものの見方、感じ方、考え方を

捉え、内容を解釈している。   

(主学)  『徒然草』に興味をも

ち、作者のものの見方や感じ方

を読み取り、自分の考えをもと

うとしている。 

 

徒然草 高名の木登り ・・音読して古文の読み

に慣れ、文章の内容を正

確に読み取る。 

・作者のものの見方や

感じ方について、自分の

考えをもつ。 

 

留意点 

引継ぎ等 

・遠足、就業体験、修学旅行、交流学習との関連付け、各活動の事前事後学習との知識の接続が行えるようにす

る。 

・ワークシートや小テスト、作品、生徒の自己評価、観察などで、３観点に基づいた見取を行う。 

・手紙（葉書）の書き方指導や毛筆指導にも取り組み、言語文化の担い手としての意識を高める。 
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令和７年度 高等部 １年（Ⅰ課程 国語実践） 国語科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

１単位 

／３５ 
１学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができる。 

(思判表力)生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。 

(学･人)言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、

生涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

１３ 

(知及技）相手の目を見てはなし

たり聞いたりするとともに、間の取

り方などに注意して話すことがで

きる 

(思判表力)話し手が伝えたいこ

との中心に注意して聞き、話の内

容を捉えることができる。 

(学･人)幅広く読書をし、他者と

自分の思いや考えを伝え合おうと

する態度を養う。 

(知・技）相手の目を見て話したり

聞いたりしている。 

 

 

(思･判･表)「話すこと・聞くこと」

において、話し手の内容を注意し

て聞き、適切に理解している。 

(主学)図書館の様々な本に触れ、

興味を持とうとしている。他者と自

分の考えを伝えるなど積極的に関

わろうとしている。 

・他己紹介(インタビュ

ー)をしよう 

  

・他己紹介に必要な内容

をインタビューし、まとめ、

発表する。 

(知及技）文章を読んで、作者の

考えとそれを支える理由や事例、

全体と中心など、情報と情報との

関係について理解することができ

る。 

(思判表力)文章を読んで理解し

たことに基づいて、感想や考えを

もつことができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。 

(知・技）本文の言葉(「誰が、何

を、どうした」等)を根拠に作者の

考えやそれを支える理由について

答えている。 

 

(思･判･表)文「読むこと」におい

て、文章を読んで自分の感想を言

葉で表現している。 

(主学)他者と自分の考えを伝える

など積極的に関わろうとしている。 

・物語・説明文・詩を読

もう 

・平和について考えよう 

・物語、説明文を読み、内

容を理解する。 

・平和に関する作品鑑賞。 

 

(知及技）日常よく使われる敬語

を理解することができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

た表現になっているかを確かめた

りして、文章を整えることができ

る。 

(学･人)他者と自分の思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。  

(知・技）相手や場面によって適切

な敬語を理解し、使っている。 

(思･判･表)「書くこと」において、

間違いを正したり、お互いに文章

を読み合ったりして、表現を確か

め、文章を整えている。 

(主学)他者と自分の考えを伝える

など積極的に関わろうとしている。 

・敬語の使い方(就業体

験、販売会に向けて) 

  

・敬語(丁寧語、尊敬語、

謙譲語)の使い方や電話

のかけ方、メモの取り方を

学び、実践する。  

２
学
期 

１５ 

(知及技）相手の目を見てはなし

たり聞いたりするとともに、間の取

り方などに注意して話すことがで

きる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

て、書くことを決め、集めた材料を

比較するなど、伝えたいことを明

確にすることができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考え

(知・技）相手の目を見て話したり

聞いたりしている。 

 

 

(思･判･表)「書くこと」において、

発表する内容の目的を意識し、内

容をまとめ、適切に伝えている。 

 

(主学)他者と自分の考えを伝える

・わかりやすく書こう、伝

えよう 

 

 

  

・自分の「すきなもの、おも

しろいもの」を考え、説明

をまとめ、ICT 機器を使っ

て発表する。 
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を伝え合おうとする態度を養う。 など積極的に関わろうとしている。 

(知及技）親しみやすい古文の文

章を音読し、言葉の響きやリズム

に親しむことができる。 

(思判表力)音読を通して、描かれ

た情景や作者の気持ちを具体的

に想像し、表現することができる。  

(学･人)多くの作品に触れ、読書

に親しむ態度を育てる。 

(知・技)古典特有のリズムに親し

み暗唱や音読をしている。 

 

(思・判・表)「読むこと」において、

作品の時代背景や古典特有のリ

ズムをもとに、作者の気持ちを想

像し、表現している。 

(主学)時代の異なる様々な文体

や作品に触れ、親しもうとしてい

る。 

・古典文学や沖縄の文

芸に親しむ 

・本に親しむ 

・古典文学や郷土の古典

芸能(組踊、琉歌)を学ぶ。 

・図書館の本を活用した

学習活動や読書標語創

作を行う。  

３
学
期 

７ 

(知及技）短歌や俳句独特のリズ

ムや言葉の響き、技法に親しむこ

とができる。 

(思判表力)登場人物の心情や情

景について、場面と結び付けて具

体的に想像することができる。  

(学･人)多くの作品に触れ、短歌

や俳句に親しむ態度を育てる。 

(知・技)古典特有のリズムに親し

み暗唱や音読をしている。 

(思・判・表)「読むこと」において、

作品の時代背景や表現技法をも

とに、作者の気持ちを想像してい

る。 

(主学)様々な作品に触れ、短歌や

俳句に親しむことができている。 

・百人一首 

 

・短歌、俳句 

・百人一首(坊主めくり、

散らし取り、競技かるた) 

・短歌、俳句の鑑賞、創作 

(知及技）日常よく使われる敬語

を理解することができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

て、敬語を使って話すことができ

る。 

(学･人)他者と自分の思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。 

(知・技）敬体と常体があることを

理解している。 

(思･判･表)「話すこと・聞くこと」

において、相手や場面によって適

切な敬語を選択し、話している。  

(主学)他者と自分の考えを伝える

など積極的に関わろうとしている。 

・お世話になった先生や

先輩に感謝の手紙を書

こう 

・感謝の手紙を書く。 

 

(知及技）考えとそれを支える理

由や事例など、情報と情報との関

係について理解することができ

る。 

 

(思判表力)文章を読んで理解し

たことに基づいて、感想や考えを

もつことができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考え

を伝え合おうとする態度を養う。 

(知・技）本文の言葉(「誰が、何

を、どうした」等)を根拠に作者の

考えやそれを支える理由について

答えている。 

(思･判･表)「読むこと」において、

文章を読んで自分の感想を言葉

で表現している。 

(主学)他者と自分の考えを伝える

など積極的に関わろうとしている。 

・いろいろな情報の読解 

 

 

 

・生活に関わる読み物か

ら必要な情報を得、知識

を活用する。 

 

留意点 

引継ぎ等 

 ・義務教育段階での学習内容の確実な定着を図るようにする。 
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令和７年度 高等部 １年  Ⅰ課程  地理歴史科 歴史総合  年間指導計画 

単位数 

/配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２/７０ １年  「わたしたちの歴史 日本から世界へ」（ 81・山川・歴総

709） 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉え、現代

的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解する。 

技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

(思判表力)近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義、特色などを、時期や年代、推移、比較、相互の関連や

現在とのつながりなどに着目して、概念などを活用して多面的・多角的に考察したり、歴史に見られる課題を把

握し解決を視野に入れて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明したり、それらを基に議論し

たりする力を養う。 

(学･人)現代の歴史の変化に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究、解決しよ

うとする態度を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚、我

が国の歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

1

学
期 

4月 

 

５ｈ 

(知及技）・アジア産の世界商品がヨーロ

ッパでどのように扱われていたかを理

解する。 

(思判表力)・貿易統制と産業発達の関係

や全国市場の形成について考察し、表現

する。 

(学･人)・18世紀のアジアと日本の概況

やヨーロッパとの関係について、見通し

をもって学習に取り組む。 

(知及技）・アジア産の世界商品がヨ

ーロッパでどのように扱われてい

たかを理解できている。 

(思判表力)・貿易統制と産業発達の

関係や全国市場の形成について考

察し、表現できている。 

(学･人)・18 世紀のアジアと日本の

概況やヨーロッパとの関係につい

て、見通しをもって学習に取り組も

うとしている。 

近 代 化 へ の 問 い  

第 １ 部 近 代 化 と

私 た ち  

「 近 代 化 に つ い

て 学 ぼ う 」  

① 一 年 間 の 授 業 の 流 れ  

② 18世 紀 の ア ジ ア に お

け る 経 済 や 文 化 の 発 達

と 同 時 代 の ヨ ー ロ ッ パ

諸 国 の 対 外 進 出 と の 関

係  

③ 江 戸 時 代 の 日 本 に お

け る 産 業 の 発 達 と 全 国

市 場 の 形 成  

5月 

 

６ｈ 

知及技）・産業革命がイギリスで始まっ

たことを理解する。 

・労働運動が発生する背景や労働者の

要求を理解する。 

(思判表力)資料や図版などから、産業革

命による技術革新の連鎖や世界の結び

つきの変化について考察し、表現する。 

 (学･人)産業革命の過程と社会問題の

発生について、見通しをもって学習に取

り組む。 

(知及技）・産業革命がイギリスで始

まったことを理解できている。 

・労働運動が発生する背景や労働者

の要求を理解できている。 

(思判表力)資料や図版などから、産

業革命による技術革新の連鎖や世

界の結びつきの変化について考察

し、表現できている。 

 (学･人)産業革命の過程と社会問

題の発生について、見通しをもって

学習に取り組もうとしている。 

「欧米の海外進出に

ついて学ぼう」 

①産業革命 

②産業革命と世界の結びつき 

③産業革命による社会や暮ら

しの変化、民衆の反応 

④アヘン戦争について 

⑤アヘン戦争と日本 

⑥開国と通商開始 

6月 

 

７ｈ 

(知及技）「自由」「平等」という概念が

近代自然法の思想から生まれたことを

理解する。 

（思判表力)資料や図版などから、自然

法思想・社会契約説と市民革命の関係に

ついて考察し、表現する。 

（学・人）市民革命と国民統合の関連性

について、見通しをもって学習に取り組

む。 

(知及技）「自由」「平等」という概念

が近代自然法の思想から生まれた

ことを理解できている。 

（思判表力)資料や図版などから、

自然法思想・社会契約説と市民革命

の関係について考察し、表現できて

いる。 

（学・人）市民革命と国民統合の関

連性について、見通しをもって学習

に取り組もうとしている。 

「人権とは何かを学

ぼう」 

 

①18世紀後半以降の欧米諸地

域における市民革命 

②江戸幕府の滅亡から明治政

府成立の過程 

③明治政府の進めた富国強兵

の具体的な内容 

④明治初期の日本が抱えてい

た外交課題について 

⑤自由民権運動と大日本帝国

憲法 

単元テスト① 

 

  ７

月 

 

７ｈ 

(知及技）明治維新からの流れを理解し

ている。 

(思判表力)資料や図版などから、明治政

府の政策の新しい面とかわらなかった

面について考察し、表現できている。 

(学･人)明治維新の意義について、見通

しをもって学習に取り組もうとしてい

る。 

(知及技）明治維新からの流れを理

解している。 

(思判表力)・資料や図版などから、

明治政府の政策の新しい面とかわ

らなかった面について考察し、表現

できている。 

(学･人)明治維新の意義について、

見通しをもって学習に取り組もう

としている。 

「19 世紀～20 世紀の

日本と世界について

学ぼう」 

①明治期の日本で進展した産

業革命の背景や特徴 

②第 2 次産業革命と帝国主義

の関係 

③日露戦争から韓国併合に至

る流れ 

 

 

④大正デモクラシー 

⑤第一次世界大戦について 

⑥第二次世界大戦について 
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⑦ロシアにおける社会主義革

命 

 

⑧普通選挙実施に向けて 

⑨国際協調の時代 

⑩アジアにおける民族運動 

2

学
期 

 ９月 

 

 

  ７

ｈ 

（知及技）アメリカ合衆国に始まる大量

生産・大量消費社会の特徴を具体的事例

とあわせて理解する。 

（思判表力)資料や図版などから、大量

生産・大量消費社会の抱える負の側面に

ついて考察し、表現する。 

(学･人)大量生産・大量消費社会の特徴

やこれがもたらした影響について、見通

しをもって学習に取り組む。 

(知及技）アメリカ合衆国に始まる

大量生産・大量消費社会の特徴を具

体的事例とあわせて理解できてい

る。 

（思判表力)資料や図版などから、

大量生産・大量消費社会の抱える負

の側面について考察し、表現できて

いる。 

(学･人)大量生産・大量消費社会の

特徴やこれがもたらした影響につ

いて、見通しをもって学習に取り組

もうとしている。 

「戦争までの道筋」 

 

①大量生産・大量消費 

②世界恐慌 

③独裁勢力の台頭 

④日本のアジア侵出 

⑤第二次世界大戦 

⑥第二次世界大戦と日本 

⑦第二次世界大戦の終結 

⑧戦後国際秩序 

 10

月 

 

６ｈ 

（知及技）ヨーロッパにおける冷戦の推

移を具体的な事例とあわせて理解する。 

（思判表力) 資料や図版などから、ヨー

ロッパにおける冷戦の推移と東西両陣

営の対応について考察し、表現する 

(学･人) 冷戦の開始が同時代の国際社

会に与えた影響について、見通しをもっ

て学習に取り組む。 

（知及技）ヨーロッパにおける冷戦

の推移を具体的な事例とあわせて

理解できている。 

（思判表力) 資料や図版などから、

ヨーロッパにおける冷戦の推移と

東西両陣営の対応について考察し、

表現できている。 

(学･人) 冷戦の開始が同時代の国

際社会に与えた影響について、見通

しをもって学習に取り組もうとし

ている。 

「戦後の世界を学ぼ

う」 

 

①冷戦のはじまり 

②日本の戦後改革と日本国憲

法 

③日本の独立 

 

 

 11

月 

 

７ｈ 

（知及技）冷戦構造の拡大と核軍備拡大

競争の過程を理解する。 

（思判表力) 資料や図版などから、「雪

どけ」が東西両陣営に与えた影響を考察

し、表現する。 

(学･人)冷戦の拡大と固定化が同時代の

国際社会に与えた影響について、見通し

をもって学習に取り組む。 

（知及技）冷戦構造の拡大と核軍備

拡大競争の過程を理解できている。 

（思判表力) 資料や図版などから、

「雪どけ」が東西両陣営に与えた影

響を考察し、表現できている。 

(学･人)冷戦の拡大と固定化が同時

代の国際社会に与えた影響につい

て、見通しをもって学習に取り組も

うとしている。 

「平和とは何かを考

えよう」 

第３部 グローバル化とわた

したち 

①第三世界の登場 

②冷戦の固定化と「雪どけ」 

③冷戦の展開 

④55年体制と安保闘争 

⑤高度経済成長の光と影 

 12

月 

 

６ｈ 

（知及技）アメリカの対東アジア政策の

転換が米中接近や沖縄返還をもたらし

たことを理解する。 

（思判表力) 資料や図版などから、ベト

ナム戦争が北側の勝利に終わった背景

について考察し、表現する。 

(学･人)ベトナム戦争がアメリカに与え

た影響について、見通しをもって学習に

取り組む。 

（知及技）アメリカの対東アジア政

策の転換が米中接近や沖縄返還を

もたらしたことを理解できている。 

（思判表力) 資料や図版などから、

ベトナム戦争が北側の勝利に終わ

った背景について考察し、表現でき

ている。 

(学･人)ベトナム戦争がアメリカに

与えた影響について、見通しをもっ

て学習に取り組もうとしている。 

「戦後経済の成長に

ついて学ぼう」 

 

①ベトナム戦争とアメリカ 

②経済構造の変化 

③日本の経済大国化 

④アジアの経済成長 

3

学
期 

 1月 

 

７ｈ 

（知及技）社会主義停滞の原因には経済

だけでなく政治的な抑圧もあったこと

を理解する。 

（思判表力) 資料や図版などから、社会

主義停滞の原因について考察し、表現す

る。 

(学･人)社会主義の停滞と新自由主義の

対等の関係について、見通しをもって学

習に取り組む。 

（知及技）社会主義停滞の原因には

経済だけでなく政治的な抑圧もあ

ったことを理解できている。 

（思判表力) 資料や図版などから、

社会主義停滞の原因について考察

し、表現できている。 

(学･人)社会主義の停滞と新自由主

義の対等の関係について、見通しを

もって学習に取り組もうとしてい

る。 

「冷戦後の世界を学

ぼう」 

 

①社会主義の停滞と新自由主

義 

②冷戦の終結 

③冷戦後の地域紛争 

 2月 

 

７ｈ 

（知及技）EU やＡＳＥＡＮ結成に至る

過程を理解する。 

（思判表力) 資料や図版などから、現代

の地域連合の特徴について考察し、表現

する。 

(学･人)地域統合の進展と役割につい

て、見通しをもって学習に取り組む。 

（知及技）EUやＡＳＥＡＮ結成に至

る過程を理解できている。 

（思判表力) 資料や図版などから、

現代の地域連合の特徴について考

察し、表現できている。 

(学･人)地域統合の進展と役割につ

いて、見通しをもって学習に取り組

もうとしている。 

「現代世界の諸課題

について学ぼう」 

 

①地域統合 

②現代世界の諸課題 

③日本の諸課題 
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3月 

 

５ｈ 

(知及技）対立・協調の観点から、平和や

国際理解のために懸命に尽くした人々

に関する諸資料をもとに情報を適切か

つ効果的にまとめ、現代的な諸課題に関

わるグローバル化の歴史を理解する。 

(思判表力)対立・協調の観点から、平和

や国際理解のために尽くした人々の行

動などに着目して、これまでの学習を振

り返り、資料を活用して、現代的な諸課

題との関連を考察し、探究した結果を表

現する。 

(学･人)対立・協調について、よりよい

社会の実現を視野に、自身との関わりを

ふまえて学習を振り返るとともに、１年

間の学習をまとめる。 

(知及技）対立・協調の観点から、平

和や国際理解のために懸命に尽く

した人々に関する諸資料をもとに

情報を適切かつ効果的にまとめ、現

代的な諸課題に関わるグローバル

化の歴史を理解できている。 

(思判表力)対立・協調の観点から、

平和や国際理解のために尽くした

人々の行動などに着目して、これま

での学習を振り返り、資料を活用し

て、現代的な諸課題との関連を考察

し、探究した結果を表現できてい

る。 

(学･人)対立・協調について、よりよ

い社会の実現を視野に、自身との関

わりをふまえて学習を振り返ると

ともに、１年間の学習をまとめよう

としている。 

「探究学習」 いまのわたしたちにつながる

課題 

○対立・協調 

 

○開発・保全 

 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習、交流学習、校外学習等との関連付け、各活動の事前学習に対するスムーズな知識の接続が行えるようにする。 

・単元テストや授業プリントなどで知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度の３観点について見取

る。 
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令和 7年度 高等部 １年  Ⅰ課程 公民科 公共 年間指導計画 

単位数 

/配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

１/35 １年  高等学校公民科  「私たちの公共」（ 35・清水・公共 706） 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）現代の諸課題を捉え考察し，選択・判断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するととも

に，諸資料から，倫理的主体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を

身に付けるようにする。 

(思判表力)現実社会の諸課題の解決に向けて，選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共的な空間における基本

的原理を活用して，事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断する力や，合意形成や社会参画を視野に入れ

ながら構想したことを議論する力を養う。 

(学･人)よりよい社会の実現を視野に，現代の諸課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに，多面的・

多角的な考察や深い理解を通して涵養される，現代社会に生きる人間としての在り方生き方についての自覚や，

公共的な空間に生き国民主権を担う公民として，自国を愛し，その平和と繁栄を図ることや，各国が相互に主権

を尊重し，各国民が協力し合うことの大切さについての自覚などを深める。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

 

４ 

(知及技）青年期の課題や人間が社会的

存在であることの意義を理解する。 

(思判表力)自分自身が公共的な空間を

作り出す一員である自覚を深めるとこ

とについて多面的・多角的に考察し，表

現する。 

(学･人)世界の宗教や日本の思想等に触

れることを通じて，自らの価値観を形成

するとともに，他者の価値観を尊重する

ことができる存在であることを理解す

る。 

(知及技）青年期の課題や社会的存

在であることについて理解してい

る。 

(思･判･表)公共的な空間を作り出

す存在であることについて思考し、

表現している。  

(主学)自分自身や他者の価値観に

ついて理解し表現している。 

第 １ 章 社 会

で 生 き る と

い う こ と  

・ 一 年 間 の 授 業 の 流 れ  

・ 青 年 期 に つ い て  

・ 世 界 の 宗 教 に つ い て  

・ 日 本 の 思 想 に つ い て  

５ 

(知及技）行為の結果である個人や社会

全体の幸福を重視する考え方や，行為の

動機となる公正などの義務を重視する

考え方などについて理解する。 

(思判表力)幸福を重視する考え方や，行

為の動機となる公正などの義務を重視

する考え方などを通して，人間としての

在り方生き方について考える。 

(学･人)幸福を重視する考え方や公正な

どの義務を重視する考え方を踏まえ，自

分はどう生きるかを考えることができ

る。 

(知及技）幸福を重視する考え、義務

を重視する考えを理解することが

できる。 

(思判表力)人間としての在り方、生

き方について考え、表現している。 

 (学･人)幸福を重視する考え方や

公正などの義務を重視する考え方

を踏まえ，自分はどう生きるかを考

え、表現している。 

第２章  みん

なが幸せな社会

とは？ 

・「よく生きるとは？」  

・幸福な社会―功利主義 

・幸福な社会―正義 

・生命と科学技術の問題と倫理 

・環境問題と人間の活動 

５ 

(知及技）人間の尊厳と平等，協働の利

益と社会の安定性の確保を共に図るこ

とが，公共的な空間を作る上で必要であ

ることについて理解する。 

（思判表力)諸資料を読み取り，情報を

活用して，公共的な空間における基本的

原理を踏まえ，個人と社会との関係を多

面的，多角的に考察，構想できるように

する。 

（学・人）公共的な空間における基本原

理について，よりよい社会の実現を視野

に現代の諸課題を主体的に解決する。 

(知及技）公共的な空間を作る上で

必要なことがらについて理解して

いる。 

（思判表力)諸資料を読み取り，公

共的な空間における基本的原理を

踏まえ，個人と社会との関係を多面

的，多角的に考察，構想できる。 

学・人）公共的な空間における基本

原理について，よりよい社会の実現

を視野に現代の諸課題を主体的に

解決しようとしている。  

第３章  公共

的な空間におけ

る基本原理 

・個人の尊重と社会 

・民主主義，立憲主義 

・法はなぜ必要なのか 

 

 

 

  ６ 

(知及技）具体的な事例を通して，法や

規範の意義及び役割について理解する。 

(思判表力)「消費者の権利と義務」につ

いて，具体的事例を通して，多様な契約

の存在や，契約の意義やリスクについて

多面的・多角的に考察，表現できるよう

にする。 

(学･人)ルールやマナーについて、より

よいあり方を考え自身の生活において

(知及技）職業生活について、様々な

資料や具体的な活動を通して理解

しているとともに、情報を適切に調

べまとめている。 

(思判表力)「消費者の権利と義務」

について，具体的事例を通して，多

様な契約の存在や，契約の意義やリ

スクについて多面的・多角的に考

察，表現している。 

第１章  私た

ちの生活と法 

・ 個人と法 

・ 消費者の権利と義務 

・ 日本国憲法の成立と基本原理 

 

２
学
期 
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主体的に活用しようとする力を身につ

ける。 

(学･人)ルールやマナーについて、

よりよいあり方を考え自身の生活

において主体的に活用しようとす

る力を身につける。 

１２ 

(知及技）地方自治や選挙のしくみ，民

主政治において，世論が果たす役割と課

題について理解する。 

(思判表力)裁判や法律家が果たす役割，

適正な手続き，証拠や論拠に基づき公

平・公正に判断することについて多面

的・多角的に考察，表現する。 

(学･人)現実社会の諸課題について，特

に政治的分野について，よりよい社会の

実現を視野に，現代の諸課題を主体的に

解決する。 

(知及技）地方自治や選挙のしくみ，

民主政治において，世論が果たす役

割と課題について理解している。 

(思判表力)「模擬裁判」を事例に，

裁判や法律家が果たす役割，適正な

手続き，証拠や論拠に基づき公平・

公正に判断することについて多面

的・多角的に考察，表現している。  

(学･人)現実社会の諸課題につい

て，特に政治的分野について，より

よい社会の実現を視野に，現代の諸

課題を主体的に解決しようとして

いる。 

第２章  私た

ちの生活と政治 

・日本の統治機構と世界の統治機

構 

・ 国会のしくみとはたらき 

・ 内閣のしくみとはたらき 

・ 行政機関としての国の役割と

体制 

・ 裁判所のしくみとはたらき 

・ 紛争解決のしくみ 

・ 模擬裁判をやってみよう！ 

３
学
期 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習、修学旅行、交流学習との関連付け、各活動の事前学習に対するスムーズな知識の接続が行えるようにする。 

・単元テストや授業プリントなどで知識・技能、思考力・判断力・表現力、主体的に学習に取り組む態度の３観点について見取

る。 

・２単位の継続履修なので、２年次に残りの３５時間を履修する。 
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科目 数学Ⅰ 担当者

単位数

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

○単項式や多項式，同類項，

次数など式に関する用語を理

解している。

　・例1～3，練習1～4

○多項式について，同類項を

まとめたり，ある文字に着目し

て降べきの順に整理したりする

ことができる。

　・例4～5，練習5～6

○多項式の加法，減法の計算

ができる。

　・例6～7，練習7～8

○単項式，多項式とその整

理の仕方に関心をもち，考

察しようとする。

　・小項目A，B

○指数法則を理解し，多項式

の乗法の計算ができる。

　・例8～10，練習9～11

○展開の公式を利用できる。

　・例11～12，練習12～13

○式の形の特徴に着目して変

形し，展開の公式が適用でき

るようにすることができる。

　・例13，例題1～2，練習14～

16

○式の展開は分配法則を用い

ると必ずできることを理解して

いる。

　・例9～10，練習10～11

○式を１つの文字におき換え

ることによって，式の計算を簡

略化することができる。

　・例13，例題1～2，練習14～

16

○多項式の乗法には，数の

場合と同様に分配法則が使

えることに関心をもち，考察

しようとする。

小項目B

教科書

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を
簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

3 単位

令和 7 年度 数学Ⅰ 年間指導計画 沖縄県立八重山特別支援学校

教科 数学

新高校の数学Ⅰ（数研出版）　

4 ③因数分解 ○因数分解の公式を利用でき

る。

　・例15～17，例題4，練習19

～21

○因数分解を行うのに，文字

のおき換えを利用することがで

きる。

　・応用例題1～2，練習22～

23

○複雑な式についても，項を

組み合わせる，降べきの順に

整理するなどして見通しをよく

することで，因数分解をするこ

とができる。

　・応用例題3～4，練習24～

25

○式の変形，整理などの工

夫において，よりよい方法を

考察しようとする。

・応用例題1～4，練習22～

25

○展開と因数分解の関係に

着目し，因数分解の検算に

展開を利用しようとする態度

がある。

・小項目A，B，C

月
指導
時数

学習内容 学習のねらい
評価規準

科目の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に
解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計
量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象
などから設定した問題について，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結
果を批判的に考察し判断したりする力を養う。
（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

評価の
観点
及び

その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分
析についての基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解している。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学
的に表現・処理したりすることに関する技能を身
に付けている。

・命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じ
て適切に変形したりする力，図形の構成要素間の関係に着目し，図
形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に
着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に
関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を
選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結果を批判
的に考察し判断したりする力を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用し
ようとする態度，粘り強く考え数学
的論拠に基づいて判断しようとした
りしている。
・問題解決の過程を振り返って考
察を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。

評価方法

5月

1 補充問題

4月 2 第1章　数と式
第1節　式の計算
①多項式の加法と減法

式を，目的に応じて1つの
文字に着目して整理した
り，1つの文字におき換え
たりするなどして既に学習
した計算の方法と関連付
けて，多面的に捉えたり，
目的に応じて適切に変形
したりする力を培う。

・行動観察
・単元テスト
・振り返りシー
ト
・ノート
・レポート

備考

3 ②多項式の乗法
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○分数を循環小数で表すこと

ができる。

・練習26

○有理数が整数，有限小数，

循環小数のいずれかで表され

る理由を理解している。

・p.28

○有理数，無理数，実数の定

義を理解し，それぞれの範囲

での四則計算の可能性につ

いて理解している。

・小項目A，B

○絶対値の意味と記号表示を

理解している。

　・例19～20，練習28～31

○四則計算を可能にするため

に数が拡張されてきたことを理

解している。

・小項目B

○実数を数直線上の点の座

標として捉えられる。また，実数

の大小関係と数直線を関係づ

けて考察することができる。

・小項目C

○今まで学習してきた数の

体系について整理し，考察し

ようとする。

・小項目A，B

○平方根の意味，性質を理解

している。

・例21，練習32

○根号を含む式の加法，減

法，乗法の計算ができる。ま

た，分母の有理化ができる。

・例23～24，例題5～6，

　練習33～39

○根号を含む式の計算につい

て，一般化して考えられる。

・p.33～34

○根号を含む式の計算公式

を証明しようとする。

・p.33

○不等号の意味を理解し，数

量の大小関係を式で表すこと

ができる。

・例26，練習41

○不等式の性質を理解してい

る。

・例27，練習42～43

○不等式の性質について，

等式における性質と比較し

て，考察しようとする。

・p.38,41

○不等式における解の意味を

理解し，1次不等式を解くこと

ができる。

　・例28～30，例題7～8，

　　練習44～46

○連立不等式の意味を理解

し，連立1次不等式を解くこと

ができる。

　・例31，例題9，練習47

○A<B<C を A<B かつ

B<C として捉えることができ，

不等式を解くことができる。

　・例題10，練習48

○身近な問題を1次不等式の

問題に帰着させ，問題を解決

することができる。

　・応用例題6，練習51

○不等式における解の意味

について，等式における解と

比較して，考察しようとする。

　・小項目A，B

○絶対値の意味から，絶対値

を含む方程式，不等式を解くこ

とができる。

・例32，例題11，練習52～53

○絶対値記号を含む方程

式や不等式を解くことに取り

組む意欲がある。

○集合とその表し方を理解し

ている。また，2つの集合の関

係を，記号を用いて表すことが

できる。

・例2～4，練習2～4

○空集合，共通部分，和集合，

補集合について理解している。

　・例5～7，練習5～8

○ド・モルガンの法則を理解し

ている。

・p.61

○条件を満たすものを集合の

要素としてとらえることができ

る。

　・例1，練習1

○ベン図などを用いて，集合を

視覚的に表現して考察するこ

とができる。

　・小項目C，D，E

○集合について，それぞれの

特徴や関係に合った表現方

法を考察しようとする。

　・小項目A，B，C，D，E

○命題の真偽，反例の意味を

理解し，集合の包含関係や反

例を調べることで，命題の真偽

を決定することができる。

　・例8～9，練習10～13

○必要条件，十分条件，必要

十分条件，同値の定義を理解

している。

　・例10～11，練習14～16

○条件の否定，ド・モルガンの

法則を理解し，複雑な条件の

否定が求められる。

　・例12～14，練習17～19

○命題の真偽を，集合の包含

関係に結び付けてとらえること

によって考察することができ

る。

　・小項目C

○命題が偽であることを示す

には，反例を1つあげればよい

ことが理解できている。

　・例9，練習13

○命題と条件の違いや，命

題と集合との関係について，

積極的に理解しようとする。

・小項目A，B，C

○条件を満たすものの集合

の包含関係が，命題の真偽

に関連していることに着目

し，命題について調べようと

する態度がある。

　・小項目C

○命題の逆・対偶・裏の定義と

意味を理解し，それらの真偽を

調べることができる。

　・例15，練習20

○命題とその対偶の真偽の

関係について考察しようとす

る。

・小項目B

○対偶による証明法や背理法

のしくみを理解している。

　・例題1～2，練習22～23

○命題の条件や結論に着目

し，命題に応じて対偶の利用

や背理法の利用を適切に判断

することで，命題を証明するこ

とができる。

　・例題1～2，練習22～23

○直接証明法では難しい命

題も，対偶を用いた証明法

や背理法を用いると鮮やか

に証明できることに興味・関

心をもち，実際に証明しよう

とする。

　・p.70 導入部分，小項目

A，B

5月

2

第1章　数と式
第2節　実数
④実数

中学校までに取り扱っ
てきた数を実数としてま
とめ，数の体系について
の理解を深める。その
際，実数が四則演算に
関して閉じていること
や，直線上の点と1対1
に対応していることなど
について理解するととも
に，簡単な無理数の四
則計算ができるように
する。

・行動観察
・単元テスト
・振り返りシー
ト
・ノート
・レポート

⑦1次不等式

1 補充問題

1 補充問題

2

第1章　数と式
第3節　1次不等式
⑥不等式の性質

不等式の解の意味や不
等式の性質について理
解するとともに，不等式
の性質を基に1次不等
式を解く方法を考察し
たり，具体的な事象に
関連した課題の解決に
1次不等式を活用した
りする力を培う。

3

2 章末問題

3 ⑤根号を含む式の計算

７月

3

第2章　集合と命題
①集合

集合と命題に関する基
本的な概念を理解し，そ
れを事象の考察に活用
できるようにする。

・行動観察
・単元テスト
・振り返りシー
ト
・ノート
・レポート

3

6月

1 補充問題

2 章末問題

②命題と条件

1

③命題とその逆・対偶・
裏

2

④命題と証明

1

⑧絶対値を含む方程
式・不等式

16



○y=f(x)  や f(a)  の表記を

理解し，用いることができる。

　・例2，練習2

○与えられた条件から1次関

数を決定することができる。

　・例題1，練習3

○定義域に制限がある1次関

数のグラフがかけて，値域が

求められる。

　・例題2，練習4

○2つの変量の関係を関数式

で表現できる。

　・例1，練習1

○日常生活に見られる関数

の具体例を見つけて考察し

ようとする。

　・例1

○y=〖ax〗^2，y=〖ax〗

^2+q，

y=〖a(x-p)〗^2  ，y=〖

a(x-p)〗^2+q の表記につ

いて，グラフの平行移動ととも

に理解している。

・p.83～89

○〖ax〗^2+bx+c を〖

a(x-p)〗^2+qの形に変形で

きる。

　・例5～6，練習10～11

○平方完成を利用して，2次関

数

y=〖ax〗^2+bx+c のグラフ

の軸と頂点を調べ，グラフをか

くことができる。

・例7，例題3，練習12

○2次関数の特徴について，

表，式，グラフを相互に関連付

けて多面的に考察することが

できる。

　・小項目E

○2次関数 y=〖ax〗

^2+bx+c のグラフを，y=〖

ax〗^(2 )のグラフをもとに考

察することができる。

　・p.91～92

○放物線の平行移動を，頂点

の移動に着目して，考察するこ

とができる。

　・応用例題1，練習13

○放物線のもつ性質に興

味・関心を示し，自ら調べよ

うとする。

　・小項目A

○一般の2次関数 y=〖ax

〗^2+bx+c について，頂

点，軸の式を考察しようとす

る。

　・p.93本文

○2次関数が最大値または最

小値をもつことを理解してい

る。

　・p.97，練習14

○2次関数をy=〖a(x-p)〗

^2+q の形に式変形して，最

大値，最小値を求めることがで

きる。

　・例題4，練習15

○2次関数の定義域に制限が

ある場合に，最大値，最小値を

求めることができる。

　・p.99～101

○2次関数の値の変化をグラ

フから考察することができる。

　・p.97

○具体的な事象の最大・最小

の問題を，2次関数を用いて表

現し，処理することができる。

　・応用例題3，練習20

○日常生活における具体的

な事象の考察に，2次関数

の最大・最小の考えを活用

しようとする。

　・応用例題3，練習20

○2次関数の決定において，

与えられた条件を関数の式に

表現し，2次関数を決定するこ

とができる。

　・例題6～7，練習21,23

○連立3元1次方程式の解き

方を理解している。

　・例10，練習22

○2次関数の決定において，

条件を処理するのに適した式

の形を判断することができる。

　・例題6～7，練習21,23

○2次関数の決定条件に興

味，関心をもち，考察しようと

する。

　・p.104～106

○2次方程式の解き方として，

因数分解，解の公式を理解し

ている。

　・例11～13，練習24～26

○2次方程式において，判別

式

D=b^2-4ac の符号と実数解

の個数の関係を理解してい

る。

・例14，練習27

○2次方程式が実数解や重解

をもつための条件を式で示す

ことができる。

　・例題8～9，練習28～29

○2次方程式がどんな場合

でも解けるように，解の公式

を得て，それを積極的に利

用しようとする。

　・例12，練習25

○1次の係数が2b'である2

次方程式の解の公式を積

極的に利用しようとする。

　・例13，練習26

○2次関数のグラフとx軸の共

有点の座標が求められる。

　・例15～16，練習30

○2次関数のグラフとx軸の共

有点の個数を求めることがで

きる。

　・例18，練習31

○2次関数のグラフとx軸の共

有点の個数や位置関係を，

D=b^2-4acの符号から考察

することができる。

　・例題10，練習32

○2次関数のグラフとx軸の

位置関係を調べ，その意味

を探ろうとする。

　・p.113～115

○2次不等式を解くことができ

る。

　・例21，例題11～13，

　　練習34～40

○2次不等式を利用する応用

問題を解くことができる。

　・応用例題4，練習41

○2次の連立不等式を解くこと

ができる。

　・例題14，練習43～44

○2次関数の値の符号と2次

不等式の解を相互に関連させ

て考察することができる。

　・例20,22,23

○2次式が一定の符号をとる

ための条件を，グラフと関連さ

せて考察することができる。

　・応用例題5，練習42

○1次関数と1次不等式の

関係から，2次不等式の場

合を考えようとする。

　・例19～20，練習33

○2次不等式を解くときに，

図を積極的に利用する。

　・p.120～121

○身近な問題を2次不等式

で解決しようとする。

　・応用例題6，練習45

１１月

7

⑦2次不等式

1 補充問題

2 章末問題

2次関数の値の変化や
グラフの特徴を理解す
るとともに，2次関数の
式とグラフとの関係につ
いて，コンピュータなど
の情報機器を用いてグ
ラフをかくなどして多面
的に考察する。

・行動観察
・単元テスト
・振り返りシー
ト
・ノート
・レポート

6

②2次関数のグラフ

1

補充問題

3

第3章　2次関数
第3節　2次方程式と2
次不等式
⑤2次方程式

3

⑥2次関数のグラフとx
軸の位置関係

10月

4

第3章　2次関数
第2節　2次関数の値の
変化
③2次関数の最大・最
小

2

④2次関数の決定

1

９月

2

第3章　2次関数
第1節　2次関数とグラ
フ
①関数とグラフ

補充問題

17



○直角三角形において，正弦，

余弦，正接が求められる。

　・例1～2，練習1～2

○三角比の定義から，辺の長

さを求める関係式を考察する

ことができる。

　・例4，練習5

○直角三角形の辺の長さを三

角比で表す式を理解し，測量

などの応用問題に利用でき

る。

　・例題1，応用例題1，練習6

～7

○三角比の表からsinθ，cos

θ，tanθの値を読み取ること

ができる。

・練習3

○具体的な事象を三角比の

問題としてとらえることができ

る。

　・例題1，応用例題1，練習6

～7

○日常の事象や社会の事

象などに三角比を活用しよ

うとする。

　・例題1，応用例題1，練習

6～7

○三角比の相互関係を利用し

て，1つの値から残りの値が求

められる。

　・例題2～3，練習9～10

○sin〖(90°-θ)=cosθ 〗

などの公式が利用できる。

　・例5，練習11～12

○三平方の定理をもとに三角

比の相互関係を考察すること

ができる。

　・p.140

○三角比の相互関係を調

べようとする。

　・p.140

○直角三角形の斜辺の長さを

適当に変えて，三角比を考察

することができる。

　・例6，練習13

○sin〖(180°-θ)=〗  sin

θ などの公式が利用できる。

　・例7，練習14

○0°≦θ≦180° において，三

角比の値からθを求めること

ができる。また，1つの三角比

の値からの残りの値を求める

ことができる。

　・例8～9，例題4，練習15～

18

○既知である鋭角の三角比

を，鈍角の場合に拡張して考

察することができる。

　・p.143～144

○これまでに学習している

数や図形の性質に関する拡

張と対比し，三角比を鋭角

から鈍角まで拡張して考察

しようとする。

　・小項目A，B

○三角比が与えられたとき

のθを求める際に，図を積

極的に利用しようとする。

　・例8～9，練習15～16

○正弦定理におけるA＝B＝C

＝Dの形の関係式を適切に処

理できる。

　・p.152～153

○正弦定理を用いて,三角形

の辺の長さや外接円の半径が

求められる。

　・例10，例題5，練習19～21

○三角形の辺と角，外接円の

半径の間に成り立つ関係式と

して，正弦定理を導くことがで

きる。

　・p.150～151

○正弦定理を測量に応用でき

る。

　・練習22

○正弦定理の図形的意味

を考察する。また，三角形の

外接円，円周角と中心角の

関係などから，正弦定理を

導こうとする。

　・p.150～151

○余弦定理を用いて，三角形

の辺の長さや角の大きさが求

められる。

　・例題6～7，練習24,26

○三角形の辺と角の間に成り

立つ関係式として，余弦定理

を導くことができる。

・p.154，練習23

○余弦定理を測量に応用でき

る。

・練習25

○余弦定理の図形的意味

を考察する。また，三平方の

定理をもとに余弦定理を導

こうとする。

　・p.154，練習23

○余弦定理や正弦定理を用

いて，三角形の残りの辺の長

さや角の大きさを求めることが

できる。

　・応用例題2，練習28

○正弦定理を

a：b：c=sinA：sinB：sinC と

してとらえ，三角形の角の大き

さについて考察することができ

る。

　・応用例題3，練習29

○三角形の解法について興

味を示し，sin75°なども求

めようとする。

　・応用例題2，練習28

○三角比を用いた三角形の面

積を求める公式を理解してい

る。

　・例11，練習30

○3辺が与えられた三角形の

面積を求めることができる。

　・例題8，練習31～32

○三角比と三角形の面積の関

係を考察することができる。

　・p.160

○三角形の面積を，決定条件

である2辺とその間の角または

3辺から求めることができる。

　・例11，例題8，練習30～32

○既知である三角形の面積

の公式から，三角比を使う

面積の公式を導こうとする。

○3辺が与えられた三角形

の面積を，これまで学習した

公式などを利用できないか

考察しようとする。

○三角比を測量に応用でき

る。

　・応用例題4，練習33

○正弦定理，余弦定理を空間

図形の計量に応用できる。

　・応用例題5，練習34

○三角比を利用して，正四面

体などの体積を求めることが

できる。

　・p.166

○空間図形への応用におい

て，適当な三角形に着目して

考察することができる。

　・応用例題4～5，練習33～

34

○日常の事象や社会の事

象などに正弦定理や余弦定

理を活用しようとする。

　・応用例題4，練習33

１１月

1 補充問題

2

第4章　図形と計量
第2節　三角形への応
用
④正弦定理

3

第4章　図形と計量
第1節　三角比
①三角比

三角比の意味やその基
本的な性質について理
解し，三角比の相互関
係などを理解できるよう
にする。 また，日常の事
象や社会の事象などを
数学的にとらえ，三角比
を活用して問題を解決
する力を培う。

・行動観察
・単元テスト
・振り返りシー
ト
・ノート
・レポート

2

②三角比の相互関係

4

2

⑤余弦定理

2 章末問題

１２月

2

⑧空間図形への応用

1 補充問題

③三角比の拡張

１月

2

⑥正弦定理と余弦定理
の応用

2

⑦三角形の面積

18



○度数分布表，ヒストグラムに

ついて理解している。

　・練習1～2

○データを整理して全体の

傾向を考察しようとする。

　・小項目A，B

○平均値や最頻値，中央値の

定義や意味を理解し，それらを

求めることができる。

　・例1～3，練習3～5

○データの分布の仕方によっ

ては，代表値として平均値を用

いることが必ずしも適切でない

ことを理解している。

　・小項目C

○身近な統計における代表

値の意味について考察しよ

うとする。

　・小項目A，B，C

○範囲や四分位範囲の定義

やその意味を理解し，それらを

求めることができる。また，デー

タの散らばりを比較することが

できる。

　・例4～6，練習6～7

○箱ひげ図をかき，データの

分布を比較することができる。

　・例7，練習8

○ヒストグラムと箱ひげ図の関

係について理解している。

　・小項目D

○データの散らばりの度合い

をどのように数値化するかを

考察することができる。

　・小項目A，B

○データの中に他の値から極

端にかけ離れた外れ値が含ま

れる場合について，外れ値の

背景を探ることの利点を考察

することができる。

　・小項目E

○データの散らばりの度合

いをどのように数値化する

かを考察しようとする。

　・小項目A，B

○偏差の定義とその意味を理

解している。

　・p.183

○分散，標準偏差の定義とそ

の意味を理解し，それらに関す

る公式を用いて，分散，標準偏

差を求めることができる。

　・例8～10，練習10～11

○分散と標準偏差について

興味関心をもち，それらを調

べようと取り組む。

○相関係数の定義とその意味

を理解し，定義にしたがって求

めることができる。

　・p.189～190，例11，練習

13～14

○相関係数は散布図の特徴

を数値化したものであること，

数値化して扱うことのよさを理

解している。

　・p.190

○分割表の意味を理解し，問

題解決に活用することができ

る。

　・練習15

○散布図を作成し，2つの変

量の間の相関を考察すること

ができる。

　・p.187～188，練習12

○データの相関について，散

布図や相関係数を利用して

データの相関を的確にとらえ

て説明することができる。

　・小項目A，B，C

○複数のデータを，散らばりや

変量間の関係などに着目し，

適切な手法を選択して分析

し，問題解決したり，解決の過

程や結果を批判的に考察し判

断したりすることができる。

　・小項目A，B，C，D，E

○相関の強弱を数値化する

方法を考察しようとする。

　・小項目C

○相関関係と因果関係の違

いについて考察しようとす

る。

　・小項目D

○仮説検定の考え方を理解

し，具体的な事象に当てはめ

て考えることができる。

　・例12，練習16

○不確実な事象の起こりやす

さに着目し，実験などを通し

て，問題の結論について判断

したり，その妥当性について批

判的に考察したりすることがで

きる。

　・小項目A

○身近な事柄において，仮

説検定の考え方を活用して

判断しようとする態度があ

る。

　・小項目A

2

④分散と標準偏差

2月
1

第5章　データの分析
①データの整理

データの散らばり具合
や傾向を数値化する方
法を考察する力，目的
に応じて複数の種類の
データを収集し，適切な
統計量やグラフ，手法な
どを選択して分析を行
い，データの傾向を把
握して事象の特徴を表
現する力，不確実な事
象の起こりやすさに着
目し，主張の妥当性に
ついて，実験などを通し
て判断したり，批判的に
考察したりする力などを
養う。

・行動観察
・単元テスト
・振り返りシー
ト
・ノート
・レポート1

②データの代表値

2

③データの散らばりと
四分位数

3月

3

⑤2つの変量の間の関
係

1

⑥仮説検定の考え方

1 補充問題

2 章末問題
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科目 数学A 担当者

単位数

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

４月 ○和集合や補集合について理解し，そ

の要素の個数を求めることができる。・

例1，練習1

○和集合，補集合の要素の個数の公

式を利用できる。・例2，練習2

○ベン図を利用することで，和集合や

補集合の要素の個数を求めることがで

きる。・例題1，練習3

○具体的な日常の事象に対して，集合

を考えることで，人数などを求めること

ができる。・応用例題1，練習4～5

○ベン図を利用して集合を図

示することで，集合の要素の個

数を考察することができる。

・p.15～17

○集合を考えることで，日常的な事柄

などを，集合の要素の個数として数学

的に数えようとする。

・応用例題1，練習4～5

○表を作って集合の要素の個数を求め

る方法に興味を示し，それを利用しよう

とする。

・練習4

６月 ○順列の総数，階乗を記号で表し，そ

れを活用できる。

・例4～5，練習13～15

○順列，円順列，重複順列の公式を理

解し，利用することができる。・例4～7，

例題4～5，練習13～17,20,23

○順列，円順列に条件が付く場合に，

条件の処理の仕方を理解している。・応

用例題4～5，練習18～19，21～22

○条件が付く順列，円順列を，

見方を変えたり別なものに対

応させたりして処理することが

できる。・応用例題4～5，

練習18～19，21～22

○既知の順列や積の法則をも

とにして，円順列，重複順列を

考察することができる。

　・例6～7，例題5，応用例題

5，練習20～23

○既知である積の法則から順列の総

数を求める式を導こうとする。・p.23～

24

○色の塗り分けの方法を数えるのに，

順列の考え方が使えることに興味・関

心をもつ。

・練習17

○順列，円順列，重複順列の違いに興

味・関心をもつ。

　・例6～7

７月 ○組合せの総数を記号で表し，それを

活用できる。また，組合せの公式を理解

し，利用することができる。・例8～9，例

題6～7，練習24～28

○組合せの条件が付く場合に，条件の

処理の仕方を理解している。・例題6～

7，練習27～28

○組分けの総数を求めることができ

る。・応用例題6，練習29

○同じものを含む順列の総数を求める

ことができる。・例題8，応用例題7，練

習30～31

○既知である順列の総数をも

とにして，組合せの総数を考察

することができる。

　・p.30～31

○条件が付く組合せを，見方

を変えたり別なものに対応させ

たりして処理することができる。

　・例題6～7，練習27～28

○同じものを含む順列を，組合

せで考察することができる。

　・p.35

をもつ。

　・p.30～31

○組合せの考え方を利用して図形の個

数や同じものを含む順列の総数などが

求められることに興味・関心をもつ。

　・例題6,8，練習27,30

9月

沖縄県立八重山特別支援学校
教科

教科書

数学

新高校の数学A（数研出版）　 1 単位

月
指導
時数

学習内容 学習のねらい

5月 4 ②場合の数

令和 7 年度 数学A 年間指導計画

評価規準
評価方法 備考

3 第1章　場合の数と確
率
第1節　場合の数
①集合の要素の個数

教科の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に
付けるようにする。
（2）数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察する力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明
瞭・的確に表現する力を養う。
（3）数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深
めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

科目の目標

　数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（1）図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
（2）図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやす
さを判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見いだし，数理的に考察する力を養う。
（3）数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。

評価の観点
及び
その趣旨

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・図形の性質，場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解して
いる。
・数学と人間の活動の関係について認識を深
めている。
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり，
数学的に表現・処理したりすることに関する技
能を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活
用しようとしたり，粘り強
く考え数学的論拠に基づき判
断しようとしたりしている。
・問題解決の過程を振り返って
考察を深めたり，評価・改善し
たりしようとしている。

・図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見いだし，論理的に考察
する力，不確実な事象に着目し，確率の性質などに基づいて事象の起こりやすさ
を判断する力，数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造を見い
だし，数理的に考察する力を身に付けている。

4 ③順列

4

④組合せ

・行動観察
・単元テスト
・振り返りシー
ト
・ノート
・レポート

○樹形図を用いて，場合の数をもれな

くかつ重複なく数えることができる。・例

3，応用例題2，練習6～8

○和の法則，積の法則の利用場面を理

解し，事象に応じて使い分けて場合の

数を求めることができる。・例題2～3，

応用例題3，練習9～12

○場合の数を数える適切な方

針を考察することができる。

・p.19～21

○自然数の正の約数の個数を

数える方法を考察することがで

きる。

・p.22

○道順の数え方に興味を示し，樹形

図，和の法則や対称性などによる場合

の数の数え方に関心をもつ。・p.18

○自然数の正の約数の個数を数えるこ

と，式の展開を利用して約数が列挙で

きることに興味を示す。・p.22

2 補充問題

場合の数を求めると
きの基本的な考え方
についての理解を深
め，それらを事象の考
察に活用できるよう
にする。
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１０月 ○確率の意味，試行や事象の定義を理

解している。

・p.39～40

○試行の結果を事象として表すことが

できる。

・p.40，例10，練習32

○確率の定義を理解し，確率の求め方

がわかる。

　・例11～12，例題9～11，

　　応用例題8，練習33～39

○試行の結果を事象として捉

え，事象を集合と結びつけて考

察することができる。

・p.40，例10，練習32

○不確定な事象を，同様に確

からしいという概念をもとに，

数量的に捉えることができる。

　・例11～12，例題9～11，

　　応用例題8，練習33～39

○1個のさいころを繰り返し投げる実験

などを通して，統計的確率と数学的確

率の違いに興味・関心をもつ。

・小項目A

11月 ○積事象，和事象の定義を理解してい

る。・例13，練習40

○確率の基本性質を理解し，和事象，

余事象の確率の求め方がわかる。

・例題12，例15，応用例題9，

練習43～46

○確率の計算に集合を活用し，複雑な

事象の確率を求めることができる。

　・例16，練習47

○集合の性質を用いて，確率

の性質を一般的に考察するこ

とができる。

　・p.45～50

○加法定理などを利用して，複雑な事

象の確率を意欲的に求めようとする。

　・例題12，例15～16，応用例題9，

練習43～47

12月 ○独立な試行の確率を，公式を用いて

求めることができる。

　・例17～18，練習48～49

○複雑な独立試行の確率を，公式や加

法定理などを用いて求めることができ

る。

　・例題13，練習50

○反復試行の確率を，公式を用いて求

めることができる。

　・例19，練習51

○複雑な反復試行の確率を，公式や加

法定理などを用いて求めることができ

る。

　・例題14，練習52

○独立な試行の確率を，具体

的な例から直観的に考えるこ

とができる。

　・p.51～53

○既習の確率の知識を利用し

て，反復試行の確率について

考察することができる。

　・p.54～55

○独立な試行の確率について，興味を

もって調べようとする。

　・p.51～53

○具体的事象について，反復試行の確

率を，興味をもって調べようとする。

　・p.54～55

1月 ○条件付き確率を，記号を用いて表す

ことができる。

　・p.56～58

○条件付き確率の式から確率の乗法

定理の等式を導くことができる。

　・p.58

○条件付き確率や確率の乗法定理を

用いて確率の計算ができる。

　・例22，例題15，練習55～57

○既習の確率と条件付き確率

の違いについて，図や表などを

用いて考察することができる。

　・p.56～57

○条件付き確率や確率の乗法定理の

考えに興味・関心をもち，積極的に活用

しようとする。

　・p.56～59

2月 ○期待値の定義を理解し，期待値を求

めることができる。

　・例23，例題16，練習58～59

○結果が不確実な状況下にお

いて，どの選択が有理かを判

断する基準として，期待値の考

えを用いて考察することができ

る。

　・p.62

○日常の事象における不確実な事柄

について判断する際に，期待値を用い

て比較し，考察しようとする。

　・p.62

3月

総時数 35

3 第1章　場合の数と確
率
第2節　確率
⑤事象と確率

確率の意味や基本的
な法則についての理
解を深め，それらを事
象の考察に活用でき
るようにする。

2 補充問題

3 ⑧条件付き確率

2

⑨期待値

4

⑥確率の基本性質

4 ⑦独立な試行と確率
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令和７年度 高等部 Ⅰ課程 数学実践 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 

１／３５ 1学年  

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質を理解する 

(思判表力)数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり、計算に関して成り立つ性質を見出したりする 

(学･人)数学で学んだことを生活に活かそうとする 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

３ 

(知及技）数量や図形などに

ついての既習事項を振り返

る 

(思判表力)四則演算につい

て振り返る 

(学･人)既習事項の定着に

向けて、自主的に取り組む

姿勢を身につける 

(知・技）数量や図形などに

ついての既習事項を解くこ

とができている 

(思・判・表)四則演算を理解

することができている 

(主学)既習事項の定着に向

けて、自主的に取り組む姿

勢を身につけることができ

ている 

・オリエンテーショ

ン 

・既習事項の復習 

・一年間の授業の流れ 

・数学の知識の確認 

１７ 

(知及技）数量について数学

的に表現・処理する 

(思判表力)数量の関係から

適切な式を立てる 

(学･人)生活の中でどのよ

うな場面で活用できるか考

える姿勢を身につける 

(知・技）数量について数学

的に表現・処理する姿勢が

身についている 

(思・判・表)数量の関係から

適切な式を立てることがで

きている 

(主学)生活の中でどのよう

な場面で活用できるか考え

る姿勢を身についている 

・四則演算 

・文章題 

・お金 

・時間 

・長さ 

・割合 

・計算方法を考えよう 

・計算の仕方を工夫しよう 

・お金の支払い 

・スケジュールを立てよう 

・身近な物の長さを測ろう 

２
学
期 

７ 

(知及技）図形を構成する要

素や図形間の関係に着目

し、構成の仕方を考察する 

(思判表力)図形の名称や性

質、大きさが決まる要素を

理解する 

(学･人)授業で学んだこと

を身近な図形へ関連付ける 

 

(知・技）図形を構成する要

素や図形間の関係に着目

し、構成の仕方を考察して

いる 

(思・判・表)図形の名称や性

質、大きさが決まる要素を

理解することができている 

(主学)授業で学んだことを

身近な図形へ関連付けてい

る 

・三角形と四角形 

・多角形 

・合同 

・相似 

・作図 

・三角形と四角形の性質を知ろう 

・いろいろな形を探してみよう 

・合同と相似 

３
学
期 

８ 

(知及技）量的データの分布

の中心や散らばりの様子か

らデータの特徴を読み取る 

(思判表力)目的に応じてデ

ータを集めてグラフで表す 

(学･人)生活の中でどのよ

うな場面で活用できるか考

える姿勢を身につける 

  

(知・技）量的データの分布

の中心や散らばりの様子か

らデータの特徴を読み取る

ことができている 

(思・判・表)目的に応じてデ

ータを集めてグラフで表し

ている 

(主学)生活の中でどのよう

な場面で活用できるか考え

る姿勢を身についている 

・棒グラフ 

・折れ線グラフ 

・円グラフ 

・帯グラフ 

・グラフから情報を読み取ろう 

・適切なグラフの種類を考えよう 

・グラフを描いてみよう 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習と関連付けて指導する。 

・学んでいることが生活につながっていることを実感できる題材を選ぶ。 
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令和７年度 高等部１学年 Ⅰ課程 科学と人間生活 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７

０ 
1学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）自然と人間生活との関わり及び科学技術と人間生活 との関わりについての基本的な概念や原理・法則

な どを理解しているとともに、科学的に探究するために必要な観察・実験などに関する基本操作や記録な どの

基本的な技能を身につけている。 

(思判表力)自然の事物・現象を人間生活と関連付けて、問題を見出し、見通しをもって観察・実験などを行い、

得られた結果を分析して解釈し、表現するなど科学的に探究している。 

(学･人)自然の事物・現象に進んで関わり、見通しをもったり、振り返ったりするなど、科学的に探究しようと

している。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

５ 

(知及技）１年間の授業の流

れをつかむ。 

(思判表力)理科の知識を表

現できる。 

(学･人)知っている知識を生

活に生かすことができる。 

(知・技）授業の流れを理解

している。 

(思･判･表)理科の知識を表

現している。 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

オリエンテーショ

ンと知識の確認 

・1年間の授業の流れ 

・理科の知識の定着確認 

２０ 

(知及技）科学技術の進歩が

人間生活にどのような影響

をもたらしたかを考え、科学

技術が人間生活を豊かで便

利にしてきたことや人間生

活に不可欠であることを理

解する。 

(思判表力)日常生活や社会、

未来と科学がどのようにつ

ながっているのかを考える。 

(学･人)科学技術の発展が今

日の人間生活に貢献してき

た反面、それによってもたら

され た課題があることを知

り、持続可能な社会をつくる

ための取り組みや自分たち

にできる活動について調べ、

レポートを作 成したり発表

したりする。 

  

(知・技）科学技術の発展が

人間生活を豊かで便利にし

てきたことや、現代の人間

生活に科学技術が不可欠で

あることを理解している。 

(思･判･表)科学技術が人間

生活に果たす役割につい

て、調べたことを基に考察

し、表現している。 

(主学)科学技術と人間生活

との関わりに関心をもち、

資料 を調べたり、友達と対

話したりしながら、科学技

術が果たす役割や課題につ

いて考えようとしている。 

  

・科学技術の歴史と

発展 

・エネルギーや情報

技術の発展 

・持続可能な未来の

ために 

・科学技術の流れ  

・科学技術と生活の結びつき 

２
学
期 

２５ 

(知及技）植物繊維がセルロ

ースから、動物繊維がタンパ

ク質からできていることを

理解 する。 

(思判表力)さまざまな天然

繊維の特徴と用途について

理解し、それぞれがなぜその

用途で利用されているのか

を考える。 

(学･人)植物繊維や動物繊維

の利用とその製品の製造の

例を通して、繊維に対する興

味・関心を高める。 

(知・技）血糖濃度を調節す

る仕組みについて理解して

いる。 

(思･判･表)既習の内容や生

徒の経験から問題を見出し

たり、データをもとに科学

的に考察している。 

(主学)知識・技能の習得に

向けて粘り強く取り組んで

いる。 

  

・衣料の化学 
・食品の化学 

・身の回りのいろいろな繊維 

・有機繊維と無機繊維の特徴と有

用性 

・食品に含まれる各栄養素のはた

らき 

・石鹸で汚れが落ちる仕組み ・炭

水化物、タンパク質の変化 
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３
学
期 

２０ 

(知及技） ヒトの目の構造

や免疫など体内に関す るこ

とを理解する。 

(思判表力)ヒトの体内環境

の働きからインスリンや抗

体濃度の変化等から働きに

ついて考察する。 

(学･人)ヒトの生命現象に関

する事物・現象に進んで関わ

り、科学的に探究しようとす

る 態度を養うとともに科学

に対する興味・関心を高め

る。 

  

(知・技）ヒトの体内には多

くの種類のタンパク質があ

り、それぞれ生命活動に重

要な役割を果たしているこ 

とを理解している。 

(思･判･表)活動するための

エネルギー源として炭水化

物に着目し、体内での炭水

化物の利用に問題を見いだ

し、表現している。 

(主学)学んだことを生かし

て、体内時計を維持するた

めの規則正しい生活の重要

性について考えようとして

いる。 

  

・人の視覚と光によ

る影響 
・血糖濃度を調整す

る仕組み 
・体を守る免疫の仕

組み 
・生命現象の台本と

なる遺伝子の働き 
  

・視覚の特徴 

・血統濃度の調整 

・免疫の仕組み 

・DNAの遺伝情報 

留意点 

引継ぎ等 

自然の事物・事象をできるだけ見せる（体験させる）ことに努めるが、できない場合には ICT機器を効果的に活

用していく。 
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令和７年度 高等部１学年 科学実践（理科） 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

1／３５ 1学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。 

(思判表力)自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出した考え

を的確に表現できる。 

(学･人)自然の事物・現象に関心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的に探究する力を

身に付ける。 

学期 時数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

５ 

(知及技）１年間の授業の流

れをつかむ。 

(思判表力)理科の知識を表

現できる。 

(学･人)知っている知識を生

活に生かすことができる。 

(知・技）授業の流れを理解し

ている。 

(思･判･表)理科の知識を表

現している。 

(主学)知識を生活に生かそう

としている。 

オリエンテーションと知

識の確認 

・1年間の授業の流れ 

・理科の知識の定着確認 

１０ 

(知及技）天気の変化は、雲

の量や動きと関係があること

を理解している。 

(思判表力)天気の変化の仕

方について、差異点や共通点

などを見出し、表現するなどし

て問題解決している。 

(学･人)天気の変化の仕方に

ついて学んだことを学習や生

活に生かそうとしている。 

(知・技）天気は雲の量や動き

と関係があることを理解して

いる。 

(思･判･表)天気の変化の仕

方について、差異点や共通点

を探し、表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそう

としている。 

  

天気と気温と台風 

  

・気温を計ってみよう 

・天気図をみてみよう 

・なぜ台風のとき風が強いのか 

  

２
学
期 

１０ 

(知及技）生き物は色、形、大

きさなど、姿に違いがあること

を理解している。 

(思判表力)自然や生き物に

ついて、差異点や共通点など

を見出し、表現するなどして

問題解決している。 

(学･人)自然や生き物の姿に

ついて学んだことを学習や生

活に生かそうとしている。 

(知・技）生き物は色、形、大き

さなど、違いがあることを理解

している。 

(思･判･表) 自然や生き物に

ついて、差異点や共通点を探

し、表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそう

としている。 

  

八重山の自然と生き

物 

  

・校庭を散策しよう 

・学校にいる生き物を探してみよう 

・八重山（沖縄）の天然記念物 

  

３
学
期 

１０ 

(知及技）水は温度によって

水蒸気や氷に変わることを理

解している。 

(思判表力)水の性質につい

て、差異点や共通点などを見

出し、表現するなどして問題

解決している。 

(学･人)水の体積や状態の変

化について学んだことを学習

や生活に生かそうとしている。 

(知・技）水は温度によって水

蒸気や氷に変わることを理解

している。 

(思･判･表)水の性質につい

て、差異点や共通点を探し、表

現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそう

としている。 

  

温度と水のすがた 

  

・水を冷やしてみよう 

・水を温めてみよう 

・氷を触ってみよう（温度を感じてみ

よう） 

  

留意点 

引継ぎ等 

自然の事物・事象をできるだけ見せる（体験させる）ことに努めるが、できない場合には ICT機器を効果的に活用してい

く。 
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令和７年度 高等部１～３学年（Ⅰ課程） 音楽科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

１／35 １学年  ☆本 

    目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

    評価：(知・技)知識・技能     (思･判･表)思考･判断・表現               (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

  (知及技）曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について知り、音楽表現をするために必要な技能 

   を身につけるようにする。 

  (思判表力)音楽を自分なりの言葉で表現し、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

  (学･人)音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育むとともに、 

   音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２ 

(知及技）範唱を聴き、呼吸や発

声の仕方に気をつけて歌うことが

できる。 

(思判表力)歌詞の内容を考えなが

ら歌い方を工夫することができ

る。 

(学･人)ピアノ伴奏に合わせて、

仲間と一緒に気持ちを込めて歌う

ことができる。 

(知・技）範唱を聴き、呼吸や

発声の仕方に気をつけて歌って

いる。 

 

(思･判･表)歌詞の内容を考えな

がら歌い方を工夫している。 

(主学)ピアノ伴奏に合わせて、

仲間と一緒に気持ちを込めて歌

っている。 

 歌唱 

・発声練習 

・校歌 

・Believe 

・島人ぬ宝 

 

・発声する際の注意点を分

かりやすく説明しながら進

める。 

・新年度を迎え新しい気持

ちで歌えるように声かけし

ていく。 

７ 

(知及技)基礎的な楽典一般を理解

することができる。 

(思判表力)楽器の基本的な奏法を

学習し、音色や響きに気をつけて

演奏することができる。 

 

(学･人)他者の楽器の音や伴奏を

聴いてリズムや速度を合わせて演

奏できるようにする。 

(知・技)基礎的な楽典一般を理

解している。 

(思・判・表)楽器の基本的な奏

法を学習し、音色や響きに気を

つけて演奏している。 

(主学)他者の楽器の音や伴奏を

聴いて、リズムや速度を合わせ

て演奏している。 

楽典 

・ワークシート 

器楽 

・キーボード 

・打楽器 

・リズムカード 

 

 

・楽典基礎 

 

・打楽器等を使用して、楽曲

の雰囲気をリズムで表現す

る。 

・簡単な旋律を演奏する。 

３ 

(知及技）リズムの特徴を感じ取

り、ボディパーカッションに挑戦

する。 

(思判表力)リズムを聴き、様々な

動きを組み合わせて表現すること

ができる。 

(学･人)友だちと動きを合わせて

表現することができる。 

(知・技）リズムの特徴を感じな

がらボディパーカッションを楽

しんでいる。 

(思･判･表)リズムを聴き、様々

な動きを組み合わせて表現して

いる。 

(主学)友だちと動きを合わせて

表現している。 

・ボディパーカッ

ション 

・体の色々な部位をたたき

ながら曲に合わせてリズム

を表現する。 

３ 

(知及技）鑑賞についての知識を得

ながら、楽曲や演奏のよさを自分

なりに味わって聴くことができる

ようにする。 

(思判表力)曲想の雰囲気を感じと

り、リズムや速度、旋律の特徴に

ついて理解できるようにする。 

(学･人)鑑賞に関する知識を得な

がら、生活や社会における音楽の

役割について考えながら聴けるよ

うにする。 

(知・技)鑑賞についての知識を

得ながら、楽曲や演奏の良さを

自分なりに味わって聴いてい

る。 

(思・判・表)曲想の雰囲気を感

じ取り、リズムや速度、旋律の

特徴について理解している。 

(主学) 鑑賞に関する知識を得

ながら、生活や社会における音

楽の役割について考えながら聴

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽,洋楽など 

・様々なジャンルの楽曲を

準備して鑑賞する。 
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いている。 

２
学
期 

６ 

(知及技）正しい姿勢を心がけ、発

声に気をつけながら歌うことがで

きる。 

(思判表力)歌詞の内容と曲想との

関わりを考えながら歌い方を工夫

することができる。 

(学･人)お互いの歌声や伴奏を聴

いて歌声を合わせて歌うことがで

きる。 

(知・技）正しい姿勢を心がけ発

声に気をつけながら歌ってい

る。 

(思･判･表)歌詞の内容と曲想と

の関わりを考えながら歌い方を

工夫している。 

(主学)お互いの歌声や伴奏を聴

いて歌声を合わせて歌ってい

る。 

歌唱 

・発声練習 

・夏の思い出 

・赤とんぼ 

・もみじ 

 

 

・発声する際の注意点を分

かりやすく説明しながら進

める。 

・秋の気配を感じられるよ

うな言葉かけを意識して進

める。 

４ 

(知及技）音楽の構造を意識し、多

様な楽器の音色と全体の響きを感

じながら演奏できるようにする。 

(思判表力)曲の雰囲気に合った表

現を工夫しながら演奏できるよう

にする。 

(学･人)他者の楽器の音や伴奏を

聴いてリズムや速度を合わせて演

奏できるようにする。 

(知・技)音楽の構造を意識し、

多様な楽器の音色と全体の響き

を感じながら演奏している。 

(思・判・表)曲の雰囲気に合っ

た表現を工夫しながら演奏して

いる。 

(主学)他者の楽器の音や伴奏を

聴いて、リズムや速度を合わせ

て演奏しようとしている。 

器楽 

・キーボード 

合奏 

 

 

・ミニキーボードを使用し

て、簡単な練習曲を演奏す

る。 

・自分の好きな曲、挑戦して

みたい曲を挙げてもらい、

演奏の完成を目指す。 

４ 

(知及技）鑑賞についての知識を生

かしながら、楽曲や演奏のよさを

自分なりに味わって聴くことがで

きるようにする。 

(思判表力)曲想の雰囲気を感じ取

り、リズムや速度、旋律の特徴に

ついて理解できるようにする。 

(学･人)鑑賞に関する知識を生か

しながら、生活や社会における音

楽の役割について考えながら聴け

るようにする。 

(知・技)鑑賞についての知識を

生かしながら、楽曲や演奏の良

さを自分なりに味わって聴いて

いる。 

 

(思・判・表)曲想の雰囲気を感

じ取り、リズムや速度、旋律の

特徴について理解している。 

(主学) 鑑賞に関する知識を生

かしながら、生活や社会におけ

る音楽の役割について考えなが

ら聴こうとしている。 

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽、洋楽など 

・様々なジャンルの楽曲を

用意する。 

・音楽そのものだけでなく、

歴史や背景についても学ぶ

機会を作る。 

３
学
期 

６ 

(知及技）範唱を聴き、呼吸や発声

の仕方に気をつけて無理のない歌

い方で歌うことができる。 

(思判表力)曲想や歌詞の内容との

関わりを考えながら歌い方を工夫

することができる。 

(学･人)仲間の歌声や伴奏を聴い

て歌声を合わせて歌うことができ

る。 

(知・技）範唱を聴き、呼吸や発

声の仕方に気をつけて無理のな

い歌い方で歌っている 

 

(思･判･表)曲想や歌詞の内容と

の関わりを考えながら歌い方を

工夫している。 

(主学)仲間の歌声や伴奏を聴い

て歌声を合わせて歌っている。 

歌唱 

・卒業のうた 

・まとめ 

・発声時に気をつけること

を再確認する。 

・歌詞の内容を確認しなが

ら、1年間のまとめを行う。 

留意点 

引継ぎ等 

 

27



令和７年度 高等部１学年 （Ⅰ課程） 体育科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／70 1学年  視聴覚教材 

目標： (知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会
生活に必要な健康・安全に関する事柄などの理解を深めるとともに、目的に応じた技能を身に付けるように
する 

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判
断したことを、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う 

(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力し

たり、場や用具の安全を確保したりし、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持

増進と回復に自主的に取り組む態度を養う。 
 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標  単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２６ 

(知及技）次の運動を通して，

体を動かす楽しさや心地よさ

を味わい，健康の保持増進や

体力の向上を図り，目的に適

した運動の計画や自己の体

力や生活に応じた運動の計

画を立て，実生活に役立てる

ことができる。 

(思判表力)体つくり運動の行

い方，体力の構成要素，実生

活への取り入れ方などを理解

し，自己や仲間の課題に応じ

た運動を継続するための取り

組み方を工夫することができ

る。 

(学･人)体つくり運動に主体

的に取り組むとともに，体力な

どの違いに配慮しようとするこ

と，役割を積極的に引き受け

自己の責任を果たそうとする

こと，合意形成に貢献しようと

することなどや，健康・安全を

確保することができる。 

(知・技)体ほぐしの運動では，
心と体は互いに影響し変化す
ることに気付き，体の状態に
応じて体の調子を整え，仲間
と積極的に交流するための手
軽な運動や律動的な運動を
行っている。  

 

 

 

(思･判･表)仲間と学習する場

面で，体力の違いに配慮した

補助の仕方などを見付けるこ

と。体ほぐしのねらいを踏まえ

て，自己の課題に応じた活動

を選ぶことや、ねらいや体力の

程度に応じて，適切な運動の

種類，強度，量，頻度を設定し

ている。 

(主学)健康・安全を確保し、

体つくり運動の学習に自主的

に取り組もうとしている。   

・体つくり運動 
・体ほぐし運動 
・体の動きを高める             
運動 

   

・体の柔らかさ，巧みな動き，力強い
動き，動きを持続する能力を高めるた
め の運動の中から，一つのねらいを
取り上げ，それを高めるための運動を
効率 よく組み合わせて行う。 
・５分間走、 
・課題トレーニング 
・用具を用いた運動 

  

(知及技)次の運動について，
勝敗を競う楽しさや喜びを味
わい，作戦や状況に応じた技
能や仲間と連携した動きを高
めてゲームを展開することが
できる。  
(思判表力）技術などの名称
や行い方，体力の高め方，課
題解決の方法，競技会の仕方
などを理解し，チームや自己
の課題に応じた運動を継続す
るための取り組み方を工夫す
ることができる。 
(学・人)球技に主体的に取り

（知・技）球技の各種目にお
いて用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それら
を身につけるためのポイントが
あることを理解している。 
 
(思･判･表)自己や仲間の技
能的な課題やチームの作戦・
戦術についての課題や課題
解決に有効な練習方法の選
択について、自己の考えを伝
えることができている。  
(主学)きまりやマナーを守り、
仲間と協力し自主的に運動を

・しっぽとり鬼ごっこ 

・ボール運び鬼 

・フラッグフットボール 

ボール運び鬼 
・空いている場所を見つけて、速く走
ったり、急に曲がったり、身をかわした
リする。 
・少人数で連携し相手をかわしたり
する。 
・逃げる相手を追いかけて、タグを取
ったりする。 
 
フラッグフットボール 
ボール操作 
・マークされていない味方にパスを出
すこと。 
・得点しやすい空間にいる味方にパ
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組むとともに，フェアなプレイを
大切にしようとすること，役割
を積極的に引き受け自己の責
任を果たそうとすること，合意
形成に貢献しようとすることな
どや，健康・安全を確保するこ
とができる。  

しようとしている。  

 

スを出すこと。 
 
ボールを持たないときの動き 
・パスを受ける為にゴール前の空いて
いる場所に動くこと 

 

 

（知及技）次の運動について，
記録の向上や競争の楽しさや
喜びを味わい，自己に適した
泳法の効率を高めて，泳ぐこ
とができる。 
（思判表力）技術の名称や行
い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方など
を理解し，自己や仲間の課題
に応じた運動を継続するため
の取り組み方を工夫すること
ができる。 
（学・人）水泳に主体的に取り
組むとともに，勝敗などを冷静
に受け止め，ルールやマナー
を大切にしようとすること，役
割を積極的に引き受け自己の
責任を果たそうとすること，合
意形成に貢献しようとすること
などや，水泳の事故防止に関
する心得など健康・安全を確
保することができる。 

（知・技）水泳の楽しさや喜び
を深く味わい、その特性に応じ
た技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能が身に
ついている 
 
(思･判･表)課題を発見し仲
間と思考し判断したことを伝
えている。 
 
 
 
 
 
(主学)きまりやマナーを守り、
仲間と協力し自主的に運動を
しようとしている。 

・水泳 ・手と足の動き呼吸のバランスを取る 
・浮く・進む→歩行,プル,キック 
・呼吸（顔つけ） 
クロール（速く泳ぐ） 
・一定のリズムで力強いキックができ
る。 
・腕全体で水をキャッチし S字や I字
を描くようにみずをかくことができる 
平泳ぎ（長く泳ぐ） 
・長く伸びるキックができる。 
・偏り前で、両手で逆ハート型を描く
ように水をかくことができる。 
背泳ぎ・バタフライ 

バランスをとり泳ぐこと。 

１
・
２
学
期 

 

(知及技）武道について技を

高め勝敗を競う楽しさや喜び

を味わい、伝統的な考え方、

技の名称や見取り稽古の仕

方、体力の高め方などを理解

するとともに、基本動作や基本

となる技を用いて攻防を展開

することができる。 

(思判表力) 攻防などの自己

や仲間の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取り

組み方を工夫するとともに、自

己の考えたことを他者に伝え

ることができる。 

(学･人) 武道に自主的に取り

組むとともに、相手を尊重し、

伝統的な行動の仕方を大切

にしようとすること、自己の責

任を果たそうとすること、一人

一人の違いに応じた課題や挑

戦を大切にしようとすること

や、健康安全を確保すること

ができる。 

(知・技）空手道の歴史や、伝

統的な考え方について、教材

や学習を通して理解し、形に

おいては、空手道の基本動作

を基に、忠実に突き、受け、蹴

りを行うことができる。 

(思･判･表)空手道の基本動

作、対人的技能の学習を通し

て、自己の技能、体力の程度

に応じた得意技について考え

ている。 

(主学)空手道の授業に自主

的、能動的に取り組み、進ん

で課題や問題解決に取り組も

うとしている。  

・空手 ・普及型１ 
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２
学
期 

 

５ 

(知及技)次の運動について，

感じを込めて踊ったり，仲間と

自由に踊ったりする楽しさや

喜びを味わい，それぞれ特有

の表現や踊りを高めて交流や

発表することができる。 

(思判表力) ダンスに主体的

に取り組むとともに，互いに共

感し高め合おうとすること，役

割を積極的に引き受け自己の

責任を果たそうとすること，合

意形成に貢献しようとすること

などや，健康・安全を確保する

ことができる。 

(学･人)ダンスの名称や用語，

文化的背景と表現の仕方，体

力の高め方，課題解決の方

法，交流や発表の仕方などを

理解し，グループや自己の課

題に応じた運動を継続するた

めの取り組み方を工夫するこ

とができる。 

(知・技）それそれの踊りには、

その踊りの特徴と表現の仕方

があることを理解している。 

(思･判･表)作品創作や発表

会に向けた仲間と話し合う場

面で、合意形成するための関

わり方を見つけ、仲間に伝え

ている。 (主学)作品創作など

についての話し合いに貢献し

ようとしている。仲間に課題を

伝え合ったり教え合ったりし

て、互いに助け合い教え合お

うとしている。  

・ダンス 

  

・身近な曲に乗って身体を動かす。 

・見たことや経験したことのある動き

やジェスチャーを真似してゲーム化す

る。 

・表現、創作ダンス、リズムダンス、 

 伝統的な踊り（エイサー） 

・発表会 

ICT機器の活用。 

25 

（知及技）次の運動について、
記録の向上や競争の楽しさや
喜びを味わい、技術の名称や
行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などを理解すると
ともに、各種目特有の技能を
身につけることができる。 
（思判表力）技術の名称や行
い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方など
を理解し，自己や仲間の課題
に応じた運動を継続するため
の取り組み方を工夫すること
ができる。 
 
（学・人）陸上競技に主体的
に取り組むとともに，勝敗など
を冷静に受け止め，ルールや
マナーを大切にしようとするこ
と，役割を積極的に引き受け
自己の責任を果たそうとする
こと，合意形成に貢献しようと
することなどや，健康・安全を
確保することができる。 

(知・技）陸上競技の各種目
で用いられる技術の名称があ
り、それぞれの技術には、記録
の向上につながる重要な動き
のポイントがあることを理解し
ている。 
(思･判･表)自己や仲間の技 
術的な課題やその課題解決 
に有効な練習方法の選択に 
ついて、自己の考えを伝え 
ている。  
 
 
(主学)陸上競技の多様な経 
験を通して、きまりやルー 
ル、マナーなどを守 り，自 
己の役割を果たし仲間と協 
力したり、場や用具の安全 
を確保したりし、見通しを 
もって自主的に運動しよう 
としている。 

・陸上競技(短距離) ・短距離走クラウチングスタートの行
い方、自分に合ったピッチとストライド
を探そう。 
・滑らかな動きで速く走ることができ
る。 
・力みのないフォームで走ることがで
きる。 
・リレー 
バトンの受け渡しでタイミングを合わ
せることができる。 
･長距離走 

自分の体力や技能にあったペース   

を維持して走ろう 

 

３
学
期 

 

（知及技）次の運動について、
記録の向上や競争の楽しさや
喜びを味わい、技術の名称や
行い方、体力の高め方、運動
観察の方法などを理解すると
ともに、各種目特有の技能を
身につけることができる。 
（思判表力）技術の名称や行
い方，体力の高め方，課題解
決の方法，競技会の仕方など
を理解し，自己や仲間の課題
に応じた運動を継続するため
の取り組み方を工夫すること
ができる。 
 

（学・人）陸上競技に主体的

に取り組むとともに，勝敗など

(知・技）陸上競技の各種目
で用いられる技術の名称があ
り、それぞれの技術には、記録
の向上につながる重要な動き
のポイントがあることを理解し
ている。 
 
 
(思･判･表)自己や仲間の技 
術的な課題やその課題解決 
に有効な練習方法の選択に 
ついて、自己の考えを伝え 
ている。  
 
 
 
(主学)陸上競技の多様な経 
験を通して、きまりやルー 

・陸上競技(長距離) 長距離走（１～2㎞） 

時間走（１０分） 
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を冷静に受け止め，ルールや

マナーを大切にしようとするこ

と，役割を積極的に引き受け

自己の責任を果たそうとする

こと，合意形成に貢献しようと

することなどや，健康・安全を

確保することができる。 

ル、マナーなどを守 り，自 
己の役割を果たし仲間と協 
力したり、場や用具の安全 
を確保したりし、見通しを 
もって自主的に運動しよう 

としている。 

 

１４ 

(知及技)次の運動について，
勝敗を競う楽しさや喜びを味
わい，作戦や状況に応じた技
能や仲間と連携した動きを高
めてゲームを展開することが
できる。 
(思判表力）技術などの名称
や行い方，体力の高め方，課
題解決の方法，競技会の仕方
などを理解し，チームや自己
の課題に応じた運動を継続す
るための取り組み方を工夫す
ることができる。 

(学・人)球技に主体的に取り

組むとともに，フェアなプレイを

大切にしようとすること，役割

を積極的に引き受け自己の責

任を果たそうとすること，合意

形成に貢献しようとすることな

どや，健康・安全を確保するこ

とができる。  

（知・技）球技の各種目にお
いて用いられる技術や戦術、
作戦には名称があり、それら
を身につけるためのポイントが
あることを理解している。 
 
(思･判･表)自己や仲間の技
能的な課題やチームの作戦・
戦術についての課題や課題
解決に有効な練習方法の選
択について、自己の考えを伝
えることができている。  
(主学)きまりやマナーを守り、
仲間と協力し自主的に運動を
しようとしている。  

  

・球技 

  

・サッカー 
・パスを受けるため。ゴール前の空い
ている場所に動くことができる。 
・得点しやすい空間にいる味方にパ
スを出すことができる 
（ボール操作と攻撃や守備の際に空
間に走り込むなどの動きを身に付け，
ゲームを行うこと。） 
 
・風船バレーボール 
・ソフトバレーボール 
・相手型のコートや開いた場所にボ
ールを打ち返すこと。 
・味方が操作しやすい位置にボール
をつなぐこと 

  

留意点 

引継ぎ等 

 授業内での調べ学習、メディア表現、録画では ICT機器を活用する。 

授業の前後の担任・担当からの体調面等を引継ぎ者で確認を行い健康観察をする。  
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令和７年度 高等部 １年（ Ⅰ課程グループ） 保健体育 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

１／３５   新高等 保健体育・ワークシート 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

（知及技）個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに、技能を身に付けるようにす
る。 

（思判表力）健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとと
もに、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

（学・人）生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し、明るく豊かで活力ある生活

を営む態度を養う。  

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の

評価規準 

単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

13 

①知及技 
健康を保持増進するためには、健康に関
して理解して自らの健康を適切に管理
すること及び環境を改善することが重
要であることを理解できる。 

①思判表力 
現代社会と健康について、課題発見し、
健康や安全に関する原則や概念に着目
して解決の方法を思考できる。 

①学・人 
日常生活の食事について個人や年齢、活
動量による将来の健康課題があること
を理解できるようにする。  

(知及技) 

健康を保つた

めには、興味・

関心をもち自

分の身体の状

態や仕組を理

解できる。 

(思判表力)社

会と健康につ

いて、健康や安

全に関する決

まりや取組み

を知る。 

(学・人)日常生

活の中で健康

に関する事柄

が自分の健康

や家族の健康

とつながって

いることを理

解する。 

 ①現代社会と健康 
・生活習慣病とそ
の予防 
・食事と健康 
・喫煙と健康 
・飲酒と健康 
・薬物乱用と健康  

 ・教科書、副読本、ワークシートを使

い学習を行う。 

・ICT 機器での調べ学習や DVD の

視聴により学習を深める。 

・実践的（体のサイズを測定する等）

な活動や体験的な活動を通してリア

ルに自己の身体の仕組みを理解す

る。  

２
学
期 

15 

②知及技 
自他の健康を保持増進するには、ヘルス 
プロモーションの考え方を生かした健康 
に関する環境づくりが重要であり、それ 
に積極的に参加していくことが必要であ 
ることを理解できるようにする。 
②思判表力 
健康を支える環境づくりに関する情報か 
ら課題を発見し健康に関する原則や概念 
に着目して解決の方法を思考し判断する 
とともに、それらを表現できるようにす 
る。 
②学・人 
自分や他者の健康やそれを支える環境づ 
くりに関心をもてるようにするととも 
に、健康に関する課題 
を解決する学習活動を積極的に行 
うようにする。 

（知・技） 

健康の成り立

ちや考え方の

変化を教科書

や調べ学習で

自分や家族の

健康について

知る。 

（思判表）「自

分の身体」のサ

イズの変化や

成長の変化を

通して自分の

身体の状態や

管理していく

方法、疾病の予

防を理解する。 

（主学）自分の

食事と健康の

つながりや社

会における食

生活の課題を

理解する。 

 ② 健康を支える環

境づくり 

 ・教科書、副読本、ワークシートを使

い学習を行う。 

・ICT 機器での調べ学習や DVD の視聴

により学習を深める。  
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３
学
期 

7 

➂知及技 
事故等の発生には人的要因及び環境要因 
が関わることを踏まえ、個人の取組に加 
えて社会的な取組が求められることを理 
解できるようにする。 
➂思判表力 
安全に関する原則や概念に着目して危険 
の予測やその回避の方法を考え、それら 
を表現できるようにする。 
➂学・人 
交通事故などの事故の防止には周囲の環 
境などの把握や適切な行動が必要である 
こと、個人が心肺蘇生法を含む応急手当 
の技能を身に付けることなどが必要であ 
ることを理解できるようにする。 

 （知・技） 

事故の要因等

を知り、適切

な行動選択や

実習等を通し

て応急手当の

方法を身につ

けることがで

きる。 
（思判表） 

交通事故に関

連した社会で

のきまりや取

組みを知る。 

（主学） 

応急処置や心

肺蘇生の方法

や技能を身に

着けることの

大切さを理解

する。  

➂安全な社会生活 
・事故の現状と発
生要因 
・心肺蘇生法 

 ・教科書、副読本、ワークシートを使

い学習を行う。 

・ICT 機器での調べ学習や DVD の

視聴により学習を深める。  

留意点 

引継ぎ等 

  

33



令和７年度 高等部 （Ⅰ課程） 英語コミュニケーションⅠ 年間指導計画 

単位数 

／配当時

数 

生徒 担当者 教科書／副教材 

4／140 1学年  Amity English 

CommunicationⅠ 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きなどについて理解をすすめ、これらの知識を実際のコミュニケーションにおいて活用

できる基礎的な力を身に付けることができる。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身近で簡単な事柄について聞いたり話したりするととも

に、伝え合うことができる基礎的な力を身に付けることができる。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすすめ、他者に配慮しながら主体的に外国語を用いてコミュニケーションを

図ろうとする態度を身に付けることができる。  

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内

容 

１
学
期 

13 

(知及技）be 動詞・一般動詞の現

在形を理解し，概要や要点を捉え

る技能を身に付けることができ

る。 

(思判表力) be 動詞・一般動詞の

現在形を用いて，お気に入りの場

所について，考えや気持ちを話し

て伝えることができる。 

(学･人) be動詞・一般動詞の現在

形を用いて，お気に入りの場所に

ついて，考えや気持ちを話して伝

えることができる。 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

The 

Beautiful 

Scenery 

be動詞・一般

動詞の現在形 

質問する，理由を述

べる，説明する，相

づちを打つ 

お気に入りの場所に

ついてやり取りした

り，まとめたものを

発表したりする。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 
 

13 

(知及技）be 動詞・一般動詞の過

去形を理解し，概要や要点を捉え

る技能を身に付けることができ

る。 

(思判表力) be 動詞・一般動詞の

過去形を用いて，日常生活につい

て，考えや気持ちを話して伝える

ことができる。 

(学･人) be動詞・一般動詞の過去

形を用いて，日常生活について，

考えや気持ちを話して伝えること

ができる。。 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

My Best 

Friend 

進行形／助動

詞 

質問する，理由を述

べる，説明する，感

謝する 

日常生活についてや

り取りしたり，大切

にしている人につい

てまとめて発表した

りする。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 
 

34



 

13 

(知及技）進行形や助動詞を理解

し，概要や要点を捉える技能を身

に付けてることができる。 

(思判表力) 進行形や助動詞を用

いて，提示された写真について，

考えや気持ちを話して伝えること

ができる。 

(学･人) 進行形や助動詞を用い

て，提示された写真について，考

えや気持ちを話して伝えることが

できる。 

 (知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

Love for 

Dance 

進行形／助動

詞 
 

質問する，理由を述

べる，説明する，共感

する，描写する／学

校での学習や活動 

コンピュータの使い

方や得意なことにつ

いてやり取りした

り，写真についてま

とめて発表したりす

る。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 
 

13 

(知及技）不定詞を理解し，概要や

要点を捉える技能を身に付けるこ

とができる。 

(思判表力)不定詞を用いて，好き

な動物について，考えや気持ちを

話して伝えることができる。 

 (学･人) 不定詞を用いて，好きな

動物について，考えや気持ちを話

して伝えることができる。 

 (知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

Endangered 

Species 

不定詞 

質問する，理由を述

べる，説明する，相づ

ちを打つ，描写する 

動物に関することに

ついてやり取りした

り，好きな生き物に

ついてまとめて発表

したりする。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 

 

２
学
期 

12 

(知及技）動名詞を理解し，概要や

要点を捉える技能を身に付けてい

る。 

(思判表力)動名詞を用いて，健康

に関することや空いた時間につい

て，考えや気持ちを話して伝えて

いる。 

 (学･人) 動名詞を用いて，健康に

関することや空いた時間につい

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

The History 

of 

Chocolate 

動名詞 
 

質問する，理由を述

べる，説明する，共感

する，推論する，仮定

する 

健康や空いた時間に

ついてやり取りした

り，写真を参考にし

て，自分の考えをま

とめて発表したりす
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て，考えや気持ちを話して伝えよ

うとしている。 

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

る。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 
 

 

 

 

 

 

 

12 

(知及技）比較を理解し，概要や要

点を捉える技能を身に付けること

ができる。 

(思判表力)比較を用いて，学校で

の生活について，考えや気持ちを

話して伝えることができる。 

(学･人) 比較を用いて，学校での

生活について，考えや気持ちを話

して伝えることができる。 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

Our School 

比較（原級・比

較級・最上級） 

質問する，理由を述

べる，説明する，提案

する，共感する／学

校での学習や活動 

好きな教科や描かれ

たイラストについて

やり取りしたり，学

科やクラブについて

まとめて発表したり

する。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 
 

12 

(知及技）買物の表現を理解し，や

り取りする技能を身に付けてい

る。 

(思判表力)買物の場面で，考えや

気持ちを話して伝えている。 

(学･人)買物の場面で，考えや気持

ちを話して伝えようとしている。 

 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

COMMUNIC

ATE+ 1 

 

質問する，説明する，

提案する，承諾する，

望む，依頼する，助言

する，話題を発展さ

せる／買物 

買物の場面で，客と

店員とのやり取りを

する。 

販売学習を通した活

動 

12 

(知及技）現在完了を理解し，概要

や要点を捉える技能を身に付ける

ことができる。 

(思判表力) 現在完了を用いて，セ

レンディピティについて，考えや

気持ちを話して伝えることができ

る。 

(学･人) 現在完了を用いて，セレ

ンディピティについて，考えや気

持ちを話して伝えることができ

る。 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

Serendipity 

現在完了 

質問する，理由を述

べる，説明する，報告

する相手の生活面や

経験などについてや

り取りしたり，セレ

ンディピティについ

てまとめて発表した

りする。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 
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る態度を身に付けている。  

 

 

 

 

 

 

7 

(知及技）受動態を理解し，概要や

要点を捉える技能を身に付けるこ

とができる。 

(思判表力)受動態を用いて，だれ

かからもらった大切なものについ

て，考えや気持ちを話して伝える

ことができる。 

 (学･人) 受動態を用いて，だれか

からもらった大切なものについ

て，考えや気持ちを話して伝える

ことができる。 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

Sapeurs 

受動態 

質問する，理由を述

べる，感謝する，褒め

る，説明する 

服装や平和のシンボ

ルについてやり取り

したり，大切なもの

についてまとめて発

表したりする。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 

 

 

３
学
期 

 

 

 

 

 

 

 

7  

(知及技）分詞の形容詞的用法を理

解し，概要や要点を捉える技能を

身に付けることができる。 

(思判表力)分詞の形容詞的用法を

用いて，好きな映画について，考

えや気持ちを話して伝えることが

る。 

(学･人)分詞の形容詞的用法を用

いて，好きな映画について，考え

や気持ちを話して伝えることがで

きる。 

 

 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

Special 

Makeup 

Effects 

分詞の形容詞

的用法 

質問する，理由を述

べる，説明する，共感

する，賛成する／テ

レビや映画，動画，ラ

ジオなどを観たり，

聞いたりすること 

好きな俳優や映画に

ついてやり取りした

り，それらをまとめ

て発表したりする。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 

英文法の歌 
 

 

 

 

 

 

 

7 

(知及技）関係代名詞を理解し，概

要や要点を捉える技能を身に付け

ることができる。 

(思判表力)関係代名詞を用いて，

好きな飲み物や将来の夢などにつ

いて，考えや気持ちを話して伝え

ることできる 

(学･人)関係代名詞を用いて，好き

な飲み物や将来の夢などについ

て，考えや気持ちを話して伝える

ことができる。 

 

 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

Clean Water 

関係代名詞 

質問する，理由を述

べる，説明する，共感

する，話題を発展さ

せる，共感する，驚く 

好きな飲み物や平和

に寄与した有名人，

将来の夢などについ

てやり取りしたり，

水分の摂り方につい

てまとめて発表した

りする。 

コミュニケーション

（やりとり）活動 
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英文法の歌 

 

 

 

 

7 

(知及技）道案内の表現を理解し，

やり取りする技能を身に付けるこ

とができる。 

(思判表力)道案内の場面で，考え

や気持ちを話して伝えることでき

る。 

(学･人)道案内の場面で，考えや気

持ちを話して伝えることできる。 

 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

COMMUNIC

ATE+ 2 

質問する，説明す

る，感謝する 

道案内をする。 

 

7 

(知及技）さまざまな語彙や表現を

理解し，絵本を読み取る技能を身

に付けている。 

(思判表力)絵本の概要や要点を読

み取っている。 

(学･人)絵本の概要や要点を読み

取ろうとしている。 

 

(知及技）音声や語彙、表現、言語の働きになどについて

理解をすすめ、これらの知識を、聞くこと、話すこと、読

むこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおい

て活用できる基礎的な力を身に付けている。 

(思判表力)コミュニケーションを行う目的や場面、状況な

どに応じて、身近で簡単な事柄について、聞いたり話した

りするとともに、適切に表現したり伝え合うことができる

基礎的な力を身に付けている。  

(学･人)外国語の背景にある文化についての理解をすす

め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主

体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす

る態度を身に付けている。 

tupera 

tupera 

本，新聞，雑誌などを

読むこと 

絵本の内容やおもし

ろかった点などにつ

いて，やり取りする。 

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部 （Ⅰ課程） 英語実践 年間指導計画 

単位数 

／配当時

数 

生徒 担当者 教科書／副教材 

1／35 1学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）日常会話の基礎的なフレーズを聞く・話すことを中心として読む・書くことにも慣れ親しむと同時にコミュニケーシ

ョンゲームなどをとおしてそのフレーズを身に付けることができる。 

(思判表力) 日常会話の基礎的なフレーズの活用によるコミュニケーションゲームなどをとおして自分の考えや気持ちを伝え合

う基礎的な力を身に付けることができる。 

(学･人)日常会話の基礎的なフレーズの活用によるコミュニケーションゲームなどをとおして主体的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を身に付けることができる。  

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・

題材名 

単元・題材の活動内容 

１
学
期 

  

３ 

(知及技）自己紹介に関する表現や

好きなこと，できることなどを聞 

いたり言ったりすることができ

る。 

(思判表力)自己紹介で自分の好き

なことやできることなどについて

伝え合う。  

(学･人) 他者に配慮しながら，好

きなことやできることなどについ 

て伝え合おうとする。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

自己紹

介 

I'm from (Shizuoka). I 

like (soccer). I can (play 

soccer well). I am good 

at (running). My 

birthday is (August 

19th). My nickname is 

(Ken). What [colors / 

subjects / fruits / sports 

/ amimals] do you like? 

What is your favorite 

[color / subject / fruit / 

sport / amimal]? When is 

your birthday? 

３ 

(知及技）日本の行事や食べ物など

について，聞いたり言ったりする 

ことができる。 

(思判表力)日本の行事や食べ物

や，自分が好きな日本文化につい

て伝 え合ったり，例を参考に語順

を意識しながら書いたりする。  

(学･人) 他者に配慮しながら，日

本文化について伝え合おうとす 

る。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

日本の

文化 

Welcome to Japan. In 

(summer), we have 

(fireworks festival). 

What [food / games] do 

you have in Japan? We 

have [soba / fukuwarai]. 

It's [delicious / fun]. You 

can enjoy [rakugo / 

hanami / tempra]. 
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３ 

(知及技）「主語＋動詞＋目的語」

の文の語順に気付き，自分や第三 

者について聞いたり言ったりする

ことができる。 

(思判表力) 語順を意識して，自分

やある人について紹介したり，例

を参考に紹介する文を書いたりす

る。 

(学･人) 他者に配慮しながら，第

三者について伝え合おうとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

人物紹

介 
 

I am (Ken). I [like / play] 

[the violin / baseball]. I 

[have / want] a new 

[recorder / ball]. I eat 

(spaghetti). I study 

(math). I can [swim / 

cook / skate / ski / sing 

/ dance]. I can (play 

baseball well). Who is 

this? [He/ She] is 

[famous / great]. 

４ 

(知及技）地域にどのような施設が

あるのか，また欲しいのか，さら 

に地域のよさなどを聞いたり言っ

たりすることができる。 

(思判表力) ・地域のよさや課題な

どについて自分の考えや気持ちを

伝え 合ったり，地域のよさや願い

について例を参考に語順を意識 

しながら書いたりする。 

 (学･人) 他者に配慮しながら，地

域のよさなどについて，伝え合お 

うとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

自分た

ち の

町・地

域 

We have / don't have (a 

park). We can (see many 

flowers). We can enjoy 

[fishing / shopping / 

swimming]. I want a 

[library / park]. (Sakura) 

is nice 

２
学
期 

 

 

 

５ 

 

(知及技）夏休みに行った場所や食

べた物，楽しんだこと，感想など 

を聞いたり言ったりすることがで

きる。 

  (思判表力)夏休みに行った場所

や食べた物，楽しんだこと，感想

など について伝え合う。また，夏

休みの思い出について簡単な語 

句や基本的な表現を推測しながら

読んだり，例を参考に語順を意識

しながら書いたりする。 

(学･人)他者に配慮しながら，夏休

みの思い出について伝え合おう 

とする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

夏休み

の思い

出 

I went to (my 

grandparents’ house). I 

enjoyed (fishing). I saw 

(the blue sea). I ate (ice 

cream). It was [fun / 

exciting / beautiful / 

delicious]. 
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５ 

(知及技）国名や競技名等につい

て，聞いたり読んだりすることが

で きる。 

(思判表力) オリンピック・パラリ

ンピックで見たい競技とその理由

な どについて伝え合う。 

(学･人) 他者に配慮しながら，オ

リンピック・パラリンピックで見 

たい競技とその理由などについて

伝え合おうとする。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

 

オリン

ピ ッ

ク・パ

ラレイ

ンピッ

ク 

 

What do you want to 

watch? I want to watch 

(wheelchair basketball). 

I like (basketball). Are 

you good at 

(basketball)? Yes, I am. 

/ No, I'm not 

 

５ 

(知及技）学校行事について，聞い

たり言ったりすることができる。 

(思判表力) ・学校行事について伝

え合ったり，例を参考に語順を意

識しながら書いたりする。 

(学･人) 他者に配慮しながら，思

い出の学校行事について伝え合お 

うとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

学校生

活・思

い出 

What's your best 

memory? My best 

memory is (sports day). 

We enjoyed (running). 

We [went to (Kyoto) / 

ate (Japanese food) / 

saw (old temples) / 

enjoyed (the trip)]. 

3

学
期 

４ 

(知及技）将来就きたい職業などに

ついて，聞いたり言ったりするこ 

とができる。 

(思判表力) ・将来就きたい職業や

したいこと，その理由などを伝え

合う。また，将来の夢について簡

単な語句や基本的な表現で書かれ

た英語を推測しながら読んだり，

例を参考に語と語の区切りに注意

しながら書いたりする。 

(学･人) 他者に配慮しながら，将

来の夢について伝え合おうとす 

る。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

将来の

夢・職

業 

What do you want to be? 

I like (animals). I want to 

be a (vet). I can (play 

the piano well). I am 

good at (playing the 

piano). That's (good). 

Good luck. 

３ 

(知及技）学校行事などについて，

聞いたり言ったりすることができ

る。 

(思判表力)学校行事などについて

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

学校生

活 

I like (basketball). I want 

to join the (basketball 

team). What club do you 

want to join? I want to 

41



 

伝え合ったり，中学校生活につい

て書かれている英語を推測しなが

ら読んだりする。  

(学･人)他者に配慮しながら，学校

生活について伝え合おうとする 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

enjoy (sports day). What 

event do you want to 

enjoy? I want to [study 

hard / read many books / 

make many friends]. 

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部１学年（Ⅰ課程） 情報科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７０ １学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）効果的なコミュニケーションとコンピュータやデータの活用について知り、技能を身につけ、情報社会の関わ

りについて知る。 

(思判表力)課題を発見し情報と結び付け、解決に向けて情報と情報技術を効果的に用いる方法を知る。 

(学･人)情報社会に参画しようとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

１２ 

(知及技）効果的なコンピュータや

データの活用方法を知る。 

 

(思判表力)課題解決に向けて情

報を収集する方法を知る。 

 

(学･人)身近にある情報や情報技

術に関わろうとすることができる。 

(知・技）情報の基本的な用途、操

作方法を知り、活用しようとしてい

る。 

(思･判･表)情報を収集し問題を

解決する方法について知ろうとし

ている。 

(主学)近にある情報や情報技術

に関わろうとしている。 

情報社会の問題

解決 

  

・情報を活用しよう 

iPad やデスクトップＰＣを活

用することで、仕事や生活が

よりよくなることを学習し、情

報に関する基礎知識について

学ぶ。 

・情報モラルを身につけよう 

iPadやデスクトップＰＣなどを

利用する上で必要なルールや

マナーについて知る。 

２
学
期 

１４ 

(知及技）効果的なコミュニケーシ

ョン方法について知る。 

 

(思判表力)課題解決に向けて情

報と情報技術を活用する方法を

知る。 

(学･人) 情報技術を適切に活用

しようとすることができる。 

 (知・技）コミュニケーション手段

の基本的な特徴について知ろうと

している。 

(思･判･表)身近なメディアとコミ

ュニケーション手段との関係を知

ることができる。 

(主学)情報技術を適切に活用し

ようとしている。  

コミュニケーショ

ンと情報デザイ

ン  

・コミュニケーション手段の変

化について知る。 

 

・iPad を利用した情報をわか

りやすく伝えるための工夫や

方法を身につける。 

３
学
期 

９ 

(知及技）情報技術を身に付け情

報と情報社会の関わりについて知

る。 

(思判表力) 課題解決方法につ

いて自ら考える。 

 

(学･人) 情報社会に参画しようと

することができる。 

(知・技）情報通信ネットワークの

基本的な仕組みや情報セキュリテ

ィについて知ろうとしている。 

(思･判･表)情報セキュリティをに

ついて基本的な考え方を知ろうと

している。 

(主学)情報社会に参画しようとし

ている。 

情報通信ネット

ワークとデータの

活用  

・iPad やデスクトップＰＣでの

通信方法について学ぶ 

 

・パスワードの必要性や作成

方法について知る。 

留意点 

引継ぎ等 

・実生活と教科の学習を関連付けた教材の工夫。 
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令和７年度 高等部 １～３年（ Ⅱ課程 A ） 国語科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２単位 

／７０ 
１～３学年  

『くらしに役立つ国

語』 

(東洋館出版社) 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに、我が国の言語文化に親しんだり理解したり

することができる。(高・２段階) 

(思判表力)筋道立てて考える力や豊かに感じたり想像したりする力を養い、社会生活における人との関わりの中

で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げることができる。(高・２段階) 

(学･人)言葉がもつよさを認識するとともに、幅広く読書をし、国語を大切にして、思いや考えを伝え合おうとす

る態度を養う。(高・１段階) 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２６ 

(知及技）相手の目を見てはなし

たり聞いたりするとともに、間

の取り方などに注意して話すこ

とができる 

(思判表力)話し手が伝えたいこ

との中心に注意して聞き、話の

内容を捉えることができる。 

(学･人)幅広く読書をし、他者と

自分の思いや考えを伝え合おう

とする態度を養う。 

(知・技）相手の目を見て話した

り聞いたりしている。 

 

 

(思･判･表)「話すこと・聞くこ

と」において、話し手の内容を

注意して聞き、適切に理解して

いる。 

(主学)図書館の様々な本に触

れ、興味を持とうとしている。

他者と自分の考えを伝えるなど

積極的に関わろうとしている。 

・オリエンテーション 

・図書館オリエンテー

ション 

 

・自己紹介・他己紹介

(インタビュー)をしよ

う 

 

 

・１年間の授業内容、図書

館の利用方法を確認する。 

 

・自己、他己紹介に必要な

内容をインタビューし、ま

とめ、発表する。 

(知及技）文章を読んで、作者の

考えとそれを支える理由や事

例、全体と中心など、情報と情

報との関係について理解するこ

とができる。 

(思判表力)文章を読んで理解し

たことに基づいて、感想や考え

をもつことができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）本文の言葉(「誰が、何

を、どうした」等)を根拠に作者

の考えやそれを支える理由につ

いて答えている。 

 

(思･判･表)文「読むこと」にお

いて、文章を読んで自分の感想

を言葉で表現している。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・物語・説明文・詩を読

もう 

・平和について考えよ

う 

・物語、説明文を読み、内

容を理解する。 

・平和に関する作品鑑賞。 

・絵本の読み聞かせ(他学

部交流) 

(知及技）日常よく使われる敬語

を理解することができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

た表現になっているかを確かめ

たりして、文章を整えることが

できる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

 

(知・技）相手や場面によって適

切な敬語を理解し、使っている。 

(思･判･表)「書くこと」におい

て、間違いを正したり、お互い

に文章を読み合ったりして、表

現を確かめ、文章を整えている。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・敬語の使い方(就業

体験、販売会に向けて) 

・手紙の書き方 

 

・敬語(丁寧語、尊敬語、謙

譲語)の使い方や電話のか

け方、メモの取り方を学

び、実践する。 

・履歴書を書く。 

・お礼状を書く。 

２
学
期 

３０ 

(知及技）相手の目を見てはなし

たり聞いたりするとともに、間

の取り方などに注意して話すこ

とができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

て、書くことを決め、集めた材

料を比較するなど、伝えたいこ

とを明確にすることができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

(知・技）相手の目を見て話した

り聞いたりしている。 

 

 

(思･判･表)「書くこと」におい

て、発表する内容の目的を意識

し、内容をまとめ、適切に伝え

ている。 

 

・夏休みの思い出 

 

 

 

・わかりやすく書こ

う、伝えよう 

 

 

・年賀状の書き方 

・夏休みの思い出を文章や

写真、絵で表現し発表す

る。 

 

・自分の「すきなもの、お

もしろいもの」を考え、説

明をまとめ、ICT機器を使

って発表する。 

・年賀状を書く。 
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えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

 

 

(知及技）親しみやすい古文の文

章を音読し、言葉の響きやリズ

ムに親しむことができる。 

(思判表力)音読を通して、描か

れた情景や作者の気持ちを具体

的に想像し、表現することがで

きる。  

(学･人)多くの作品に触れ、読書

に親しむ態度を育てる。 

(知・技)古典特有のリズムに親

しみ暗唱や音読をしている。 

 

(思・判・表)「読むこと」におい

て、作品の時代背景や古典特有

のリズムをもとに、作者の気持

ちを想像し、表現している。 

(主学)時代の異なる様々な文体

や作品に触れ、親しもうとして

いる。 

・古典文学や沖縄の文

芸に親しむ 

・本に親しむ 

・古典文学や郷土の古典芸

能(組踊、琉歌)を学ぶ。 

・図書館の本を活用した学

習活動や読書標語創作を

行う。 

・絵本の読み聞かせ(他学

部交流) 

３
学
期 

１４ 

(知及技）毛筆を使用して点画の

書き方への理解を深め、筆圧や

文字の大きさ、配列などに注意

して書くことができる。 

(思判表力)自分の考えが伝わる

ように書き表し方を工夫するこ

とができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）文字の位置や行間に注

意して書いている。 

 

 

(思・判・表)「書くこと」におい

て、今年の目標を決め、それに

合う言葉を毛筆で表現してい

る。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・冬休みの思い出 

 

 

・書初め(新年の抱負) 

 

・冬休みの思い出を文章や

写真、絵で表現し発表す

る。 

・毛筆で今年の目標を書

く。 

 

 

(知及技）短歌や俳句独特のリズ

ムや言葉の響き、技法に親しむ

ことができる。 

(思判表力)登場人物の心情や情

景について、場面と結び付けて

具体的に想像することができ

る。  

(学･人)多くの作品に触れ、短歌

や俳句に親しむ態度を育てる。 

(知・技)古典特有のリズムに親

しみ暗唱や音読をしている。 

(思・判・表)「読むこと」におい

て、作品の時代背景や表現技法

をもとに、作者の気持ちを想像

している。 

(主学)様々な作品に触れ、短歌

や俳句に親しむことができてい

る。 

・百人一首 

 

・短歌、俳句 

・百人一首(坊主めくり、散

らし取り、競技かるた) 

・短歌、俳句の鑑賞、創作 

(知及技）日常よく使われる敬語

を理解することができる。 

(思判表力)相手や目的を意識し

て、敬語を使って話すことがで

きる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）敬体と常体があること

を理解している。 

(思･判･表)「話すこと・聞くこ

と」において、相手や場面によ

って適切な敬語を選択し、話し

ている。  

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・お世話になった先生

や先輩に感謝の手紙を

書こう 

・感謝の手紙を書く。 

 

(知及技）考えとそれを支える理

由や事例など、情報と情報との

関係について理解することがで

きる。 

 

(思判表力)文章を読んで理解し

たことに基づいて、感想や考え

をもつことができる。 

(学･人)他者と自分の思いや考

えを伝え合おうとする態度を養

う。 

(知・技）本文の言葉(「誰が、何

を、どうした」等)を根拠に作者

の考えやそれを支える理由につ

いて答えている。 

(思･判･表)「読むこと」におい

て、文章を読んで自分の感想を

言葉で表現している。 

(主学)他者と自分の考えを伝え

るなど積極的に関わろうとして

いる。 

・いろいろな情報の読

解 

 

 

・１年間のまとめ 

・生活に関わる読み物から

必要な情報を得、知識を活

用する。 

・１年間の学習を振り返

る。 

留意点 

引継ぎ等 

・通年を通して、小学校中学年から中学校程度の漢字の読み書きを学習する。 
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令和 7年度 高等部 1～３年（ Ⅱ課程Ａ ） 社会科 年間指導計画 

 

単位数 

/配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

35   

「ひとりだちするた

めの 

トラブル対策」改訂

版 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

（知識・技能）社会生活に必要な事柄に関して様々な資料を通して理解するとともに、情報を適切に調べまとめ

る技能を身に付ける。（高・２段階） 

（思考・判断・表現）社会的事象の特色や相互の関連、意味を多角的に考える力、社会へのかかわり方を複数の

立場や意見を踏まえて選択・判断する力、考えたことや選択・判断したことを表現する力を身に付ける。（高・２

段階） 

（学・人）社会に主体的に関わろうとする態度や、互いに協力してよりよい社会を考え、学習したことを社会生

活に生かそうとする態度を身に付ける。（高・２段階） 

 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 
単元・題材の活動内

容  

帯

活

動 

 

１
学
期 

  １

４ 

 

（知識・技能）我が国の産業や工業生

産について様々な資料を通して理解

し、これらが国民生活を向上させてい

ることを理解する。 

（思考・判断・表現）世の中の様子、人

物の働きや代表的な文化的遺産などに

着目して、我が国の歴史上の主な事象

を捉え、世の中の様子の変化を捉え、

表現する。 

（学・人）社会に主体的に関わろうと

する態度や、互いに協力してよりよい

社会を考え、学習したことを社会生活

に生かそうとする態度を身に付ける。 

(知・技）社会的事象に関する既知の

情報を適切にまとめている。 

(思･判･表)社会的事象に関する既

知の知識を表現している。 

(主学)社会的事象に関する既知・未

知の知識を関連付けている。 

 

オ リ エ ン テ ー シ ョ

ン  

 

【 我 が 国 の 歴 史 】  

【 我 が 国 の 産 業 と

情 報 と の 関 わ り 】  

・ 究 極 の 〇 〇 を 作

ろ う  

【 公 共 施 設 の 役 割

と 制 度 】  

・校内外の防災施設に

ついて知ろう 

・行政機関の働きにつ

いて 

・ 一 年 間 の 授 業 の

流 れ  

・ 食 品 に 関 す る 歴

史 、 流 通 に つ い て

の プ ロ ジ ェ ク ト 学

習  

 

 

 

・行政機関見学（市役所、

裁判所等） 

給

食

残

渣

処

理 

２
学
期 

１６ 

(知及技）外国の様子や社会生活につい

て様々な資料や具体的な活動を通して

理解するとともに、情報を適切に調べ

まとめる技能を身に付ける。 

(思判表力)法律やマナーについて、自

分の生活と結び付けて考え、表現する

力を身に付ける。 

(学･人)選挙について、よりよいあり方

を考え自身の生活において主体的に活

用しようとする力を身につける。 

 

(知・技）外国の様子や社会生活につ

いて様々な資料や具体的な活動を

通して理解するとともに、情報を適

切に調べまとめる技能を身に付け

ている。 

(思・判・表)法律やマナーについて、

自分の生活と結び付けて考え、表現

する力を身に付けている。 

(主学)選挙について、よりよいあり

方を考え自身の生活において主体

的に活用しようとする力を身につ

けている。 

【外国の様子】 

・グローバル化する世

界と日本の役割 

・SDGｓについての学び 

【 社 会 参 加 と き ま

り 】  

・身近な暮らしのルー

ルやマナー 

・選挙と私たち 

・法律、人との関わり方 

 

・JICA出前学習等 

・給食残食プロジェクト

学習 

・自分の行動で世界を変

えよう 

・身近な暮らしのルール

やマナー 

・行政機関見学（市議会） 

３
学
期 

７ 

 

(知及技）社会的事象に関する情報を適

切にまとめる技能を身に付ける。 

(思判表力)社会的事象に関する知識を

表現する力を身に付ける。 

(学･人)社会的事象に関する情報や知

識を今後の生活と関連付けようとする

力を身につける。 

 

(知及技）社会的事象に関する情報

を適切にまとめている。 

(思判表力)社会的事象に関する知

識を表現している。 

(学･人)社会的事象に関する情報や

知識を今後の生活と関連付けてい

る。 

【我が国の国土】 

一年間の振り返り 

・一年間の振り返り 

・今後に向けての展望 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習、交流学習と校外学習の関連付け、各活動の事前学習に対するスムーズな知識の接続が行えるようにする。 

・1、２学年は、令和 7 年度の計画に「地域や我が国の国土の地理的環境、歴史や伝統と文化および外国の様子」を盛り込

む（２．３学年は、令和５年度で取り扱い済み）。 

 

46



令和７年度 高等部 Ⅱ課程 A 数学科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７０ 1～3学年  

AB グループ 数学★★★★★ 

Ｃ グループ  数学★★★★ 

共通：ひとりだちするための

算数・数学 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質を理解する 

(思判表力)数量の関係に着目し、計算の仕方を考えたり、計算に関して成り立つ性質を見出したりする 

(学･人)数学で学んだことを生活に活かそうとする 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

５ 

(知及技）数量や図形などに

ついての既習事項を振り返

る 

(思判表力)四則演算につい

て振り返る 

(学･人)既習事項の定着に

向けて、自主的に取り組む

姿勢を身につける 

(知・技）数量や図形などに

ついての既習事項を解くこ

とができている 

(思・判・表)四則演算を理解

することができている 

(主学)既習事項の定着に向

けて、自主的に取り組む姿

勢を身につけることができ

ている 

・オリエンテーショ

ン 

・既習事項の復習 

・一年間の授業の流れ 

・数学の知識の確認 

３５ 

(知及技）数量について数学

的に表現・処理する 

(思判表力)数量の関係から

適切な式を立てる 

(学･人)生活の中でどのよ

うな場面で活用できるか考

える姿勢を身につける 

(知・技）数量について数学

的に表現・処理する姿勢が

身についている 

(思・判・表)数量の関係から

適切な式を立てることがで

きている 

(主学)生活の中でどのよう

な場面で活用できるか考え

る姿勢を身についている 

・四則演算 

・文章題 

・お金 

・時間 

・長さ 

・割合 

・計算方法を考えよう 

・計算の仕方を工夫しよう 

・お金の支払い 

・スケジュールを立てよう 

・身近な物の長さを測ろう 

２
学
期 

１５ 

(知及技）図形を構成する要

素や図形間の関係に着目

し、構成の仕方を考察する 

(思判表力)図形の名称や性

質、大きさが決まる要素を

理解する 

(学･人)授業で学んだこと

を身近な図形へ関連付ける 

 

(知・技）図形を構成する要

素や図形間の関係に着目

し、構成の仕方を考察して

いる 

(思・判・表)図形の名称や性

質、大きさが決まる要素を

理解することができている 

(主学)授業で学んだことを

身近な図形へ関連付けてい

る 

・三角形と四角形 

・多角形 

・合同 

・相似 

・作図 

・三角形と四角形の性質を知ろう 

・いろいろな形を探してみよう 

・合同と相似 

３
学
期 

１５ 

(知及技）量的データの分布

の中心や散らばりの様子か

らデータの特徴を読み取る 

(思判表力)目的に応じてデ

ータを集めてグラフで表す 

(学･人)生活の中でどのよ

うな場面で活用できるか考

える姿勢を身につける 

  

(知・技）量的データの分布

の中心や散らばりの様子か

らデータの特徴を読み取る

ことができている 

(思・判・表)目的に応じてデ

ータを集めてグラフで表し

ている 

(主学)生活の中でどのよう

な場面で活用できるか考え

る姿勢を身についている 

・棒グラフ 

・折れ線グラフ 

・円グラフ 

・帯グラフ 

・グラフから情報を読み取ろう 

・適切なグラフの種類を考えよう 

・グラフを描いてみよう 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習と関連付けて指導する。 

・学んでいることが生活につながっていることを実感できる題材を選ぶ。 
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令和７年度 高等部１～３学年 Ⅱ課程 A 理科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

1／３５ 1～3学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。 

(思判表力)自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出

した考えを的確に表現できる。 

(学･人)自然の事物・現象に関心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的に探究

する力を身に付ける。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

５ 

(知及技）１年間の授業の流

れをつかむ。 

(思判表力)理科の知識を表

現できる。 

(学･人)知っている知識を

生活に生かすことができ

る。 

(知・技）授業の流れを理解

している。 

(思･判･表)理科の知識を表

現している。 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

オリエンテーション

と知識の確認 

・1年間の授業の流れ 

・理科の知識の定着確認 

１０ 

(知及技）天気の変化は、雲

の量や動きと関係があるこ

とを理解している。 

(思判表力)天気の変化の仕

方について、差異点や共通

点などを見出し、表現する

などして問題解決してい

る。 

(学･人)天気の変化の仕方

について学んだことを学習

や生活に生かそうとしてい

る。 

  

(知・技）天気は雲の量や動

きと関係があることを理解

している。 

(思･判･表)天気の変化の仕

方について、差異点や共通

点を探し、表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

  

天気と気温と台風 

  

・気温を計ってみよう 

・天気図をみてみよう 

・なぜ台風のとき風が強いのか 

  

２
学
期 

１０ 

(知及技）生き物は色、形、

大きさなど、姿に違いがあ

ることを理解している。 

(思判表力)自然や生き物に

ついて、差異点や共通点な

どを見出し、表現するなど

して問題解決している。 

(学･人)自然や生き物の姿

について学んだことを学習

や生活に生かそうとしてい

る。 

  

(知・技）生き物は色、形、

大きさなど、違いがあるこ

とを理解している。 

(思･判･表) 自然や生き物

について、差異点や共通点

を探し、表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

  

八重山の自然と生き

物 

  

・校庭を散策しよう 

・学校にいる生き物を探してみよ

う 

・八重山（沖縄）の天然記念物 
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３
学
期 

１０ 

(知及技）水は温度によって

水蒸気や氷に変わることを

理解している。 

(思判表力)水の性質につい

て、差異点や共通点などを

見出し、表現するなどして

問題解決している。 

(学･人)水の体積や状態の

変化について学んだことを

学習や生活に生かそうとし

ている。 

  

(知・技）水は温度によって

水蒸気や氷に変わることを

理解している。 

(思･判･表)水の性質につい

て、差異点や共通点を探し、

表現している。 

 

(主学)知識を生活に生かそ

うとしている。 

  

温度と水のすがた 

  

・水を冷やしてみよう 

・水を温めてみよう 

・氷を触ってみよう（温度を感じ

てみよう） 

  

留意点 

引継ぎ等 

自然の事物・事象をできるだけ見せる（体験させる）ことに努めるが、できない場合には ICT 機器を効果的に

活用していく。 
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令和７年度高等部１～３学年（Ⅱ課程 A） 音楽科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

2／70 １～３学年  ☆本 

     mousa1 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能     (思･判･表)思考･判断・表現               (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）曲想と音楽の構造などとの関わり及び音楽の多様性について知り、音楽表現をするために必要な技

能を身につけるようにする。 

(思判表力)音楽を自分なりの言葉で表現し、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができるようにする。 

(学･人)音楽活動の楽しさを体験することを通して音楽に対する感性を育み、音楽経験を生かして生活を明る

く豊かなものにしていく態度を養う。 

学
期 

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２６ 

(知及技）範唱を聴き、呼吸

や発声の仕方に気をつけて

無理のない歌い方で歌うこ

とができる。 

(思判表力)曲想や歌詞の内

容との関わりを考えながら

歌い方を工夫することがで

きる。 

(学･人)仲間の歌声や伴奏

を聴いて声を合わせて歌う

ことができる 

(知･技）範唱を聴き、呼吸や

発声の仕方に気をつけて無

理のない歌い方で歌ってい

る。 

 

(思･判･表)曲想や歌詞の内

容との関わりを考えながら

歌い方を工夫している。 

 

(主学)仲間の歌声や伴奏を

聴いて声を合わせて歌って

いる。 

 歌唱 

・発声練習 

・校歌 

・Believe 

・島人ぬ宝 

・翼をください 

・発声時に気をつけることを、パワ

ーポイントなどで視覚的に分かり

やすく説明しながら進める。 

・新年度を迎え、新しい仲間と、明

るく元気に声を出すようにする。 

(知及技)音符の書き方や読

み方など,基礎的な楽典を

理解することができる。 

(思判表力)楽器の基本的な

奏法を意識して音色や響き

に気をつけて演奏すること

ができる。 

(学･人)他者の楽器の音や

伴奏を聴いて、リズムや速

度を合わせて演奏できるよ

うにする。 

(知･技)音符の書き方や読

み方など、基礎的な楽典を

理解できる。 

(思･判･表)楽器の基本的な

奏法を意識して音色や響き

に気をつけて演奏してい

る。 

 

(主学)他者の楽器の音や伴

奏を聴いて、リズムや速度

を合わせて演奏している。 

器楽 

・ボディパーカッシ

ョン 

・キーボード 

 

・打楽器等を使用して、楽曲の雰囲

気をリズムで表現する。 

・三和音を取り入れた和音の響き

を表現する。 

(知及技）リズムの特徴や曲

想を感じ取り、体の動かし

方について理解できるよう

にする。 

(思判表力)音楽やリズムを

聴き、様々な動きを組み合

わせて表現することができ

る。 

(学･人)友だちと動きを合

わせて表現することができ

る。  

(知･技）リズムの特徴や曲

想を感じ取り体を動かして

いる。 

 

 

(思･判･表)音楽やリズムを

聴き、様々な動きを組み合

わせて表現している。 

(主学)友だちと動きを合わ

せて表現している。 

身体表現 

・ボディパーカッシ

ョン 

・手話ソング 

・いのちのリレー 

･歌詞の内容を手話で表現する。 

･体の色々な部位をたたきながら

曲に合わせてリズムを表現する｡ 

・打楽器等を使用して、楽曲の雰囲

気をリズムで表現する。 
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(知及技)鑑賞についての知

識を得たり生かしたりし、

楽曲や演奏のよさを自分な

りに味わって聴くことがで

きるようにする。 

(思判表力)曲想の雰囲気を

感じとり、リズムや速度、

旋律の特徴について理解で

きるようにする。 

(学･人)鑑賞に関する知識

を得たり生かしたりし、生

活や社会における音楽の役

割について考えながら聴け

るようにする。 

(知･技)鑑賞についての知

識を得たり生かしたりし、

楽曲や演奏の良さを自分な

りに味わって聴いている。 

 

(思･判･表)曲想の雰囲気を

感じ取り、リズムや速度、旋

律の特徴について理解して

いる。 

(主学) 鑑賞に関する知識を

得たり生かしたりし、生活

や社会における音楽の役割

について考えながら聴こう

としている。 

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽、洋楽など 

・様々なジャンルの楽曲を用意し、

動画などで視覚的に分かりやすく

説明しながら鑑賞する。 

２
学
期 

３０ 

(知及技）範唱を聴き、呼吸

や発声の仕方に気をつけて

無理のない歌い方で歌うこ

とができる。 

(思判表力)歌詞の内容と曲

想との関わりを考えながら

歌い方を工夫することがで

きる。 

(学･人)お互いの歌声や伴

奏を聴いて歌声を合わせて

歌うことができる。 

(知･技）範唱を聴き、呼吸や

発声の仕方に気をつけて無

理のない歌い方で歌ってい

る。 

 

(思･判･表)歌詞の内容と曲

想との関わりを考えながら

歌い方を工夫している。 

 

(主学)お互いの歌声や伴奏

を聴いて歌声を合わせて歌

っている。 

歌唱 

・発声練習 

・赤とんぼ 

・もみじ 

・ 

 

・発声時に気をつけることを、実演

しながら分かりやすく説明して発

声する。 

・歌詞の内容を確認し、曲想を感じ

ながら歌えるようにする。 

(知及技）音楽の構造や、多

様な楽器の音色と全体の響

きを感じながら演奏できる

ようにする。 

(思判表力)曲の雰囲気に合

った表現を工夫し、演奏で

きるようにする。 

(学･人)他者の楽器の音や

伴奏を聴いてリズムや速度

を合わせて演奏できるよう

にする。 

(知･技)音楽の構造や、多様

な楽器の音色と全体の響き

を感じながら演奏してい

る。 

 

(思･判･表)曲の雰囲気に合

った表現を工夫し、演奏し

ている。 

(主学)他者の楽器の音や伴

奏を聴いて、リズムや速度

を合わせて演奏しようとし

ている。 

器楽 

・キーボード 

・ウクレレ 

・アンサンブル 

 

 

・ミニキーボードを使用して、簡単

な練習曲を演奏する。 

・指番号や運指の説明をし、指をス

ムーズに動かして演奏できるよう

にする。 

 

(知及技）鑑賞についての知

識を生かしながら、楽曲や

演奏のよさを自分なりに味

わって聴くことができるよ

うにする。 

(思判表力)曲想の雰囲気を

感じ取り、リズムや速度、

旋律の特徴について理解で

きるようにする。 

(学･人)鑑賞に関する知識

を生かしながら、生活や社

会における音楽の役割につ

いて考えながら聴けるよう

にする。 

(知･技)鑑賞についての知

識を生かしながら、楽曲や

演奏の良さを自分なりに味

わって聴いている。 

 

(思･判･表)曲想の雰囲気を

感じ取り、リズムや速度、旋

律の特徴について理解して

いる。 

(主学) 鑑賞に関する知識を

生かしながら、生活や社会

における音楽の役割につい

て考えながら聴こうとして

いる。 

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽、洋楽など 

・様々なジャンルの楽曲を用意し、

パワーポイントや動画などで視覚

的に分かりやすく説明しながら鑑

賞する。 
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３
学
期 

１４ 

(知及技)範唱を聴き、呼吸

や発声の仕方に気をつけて

無理のない歌い方で歌うこ

とができる。 

(思判表力)曲想や歌詞の内

容との関わりを考えながら

歌い方を工夫することがで

きる。 

(学･人)仲間の歌声や伴奏

を聴いて歌声を合わせて歌

うことができる。 

(知･技)範唱を聴き、呼吸や

発声の仕方に気をつけて無

理のない歌い方で歌ってい

る。 

 

(思･判･表)曲想や歌詞の内

容との関わりを考えながら

歌い方を工夫している。 

 

(主学)仲間の歌声や伴奏を

聴いて歌声を合わせて歌っ

ている。 

歌唱 

・発声練習 

・卒業のうた 

・発声時に気をつけることを、パワ

ーポイントなどで視覚的に分かり

やすく説明しながら発声する。 

・歌詞の内容を確認しながら、曲想

を感じながら歌えるようにする。 

(知及技)鑑賞についての知

識を得ながら、楽曲や演奏

のよさを自分なりに味わっ

て聴くことができるように

する。 

(思判表力)曲の雰囲気を感

じとり、リズムや速度、旋

律の特徴につい理解できる

ようにする。 

(学･人)鑑賞に関する知識

を生かし、生活や社会にお

ける音楽の役割について考

えながら聴けるようにす

る。 

(知･技)鑑賞についての知

識を得ながら、楽曲や演奏

の良さを自分なりに味わっ

て聴いている。 

(思･判･表)曲の雰囲気を感

じ取り、リズムや速度,旋律

の特徴について理解してい

る。 

 

(主学) 鑑賞に関する知識を

生かし、生活や社会におけ

る音楽の役割について考え

ながら聴こうとしている。 

鑑賞 

・クラシック音楽 

・邦楽、洋楽など 

・お気に入りソング

の紹介 

･様々なジャンルの楽曲を用意す

る。 

 

 

・自分の好きな曲を仲間の前で発

表する。 

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部１～３学年（Ⅱ課程 A） 美術科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７

０ 
１～３学年  なし 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）表現するための技術や知識を身につけることができる。 

(思判表力)主題を自ら生成し、色や形、素材を選択することができる。 

(学･人)作品を完成させるために、試行錯誤を繰り返しながら取り組むことができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

 ２ 

(知及技）はさみとのりなど

の道具を使って、手の輪郭

を意識しながら折り紙を切

って貼ることが出来る。 

（思判表力) 担当する職

員、級友を知り、美術室のル

ールを確認することができ

る。 

（学・人）美術に興味を持

ち、意欲的に制作すること

ができる。 

(知・技）道具の特性を理解

し、手の輪郭を意識しながら

切って貼ることができる。 

(思･判･表) 美術室のルール

について、なぜ存在するのか

を考える事ができる。 

(主学) 試行錯誤しながら、

作品を完成に向けて制作す

ることが出来る。 

【デザイン】 

・美術への意気込み

を手型で表現する。 

 

 

 

・オリエンテーション&手型制作 

10 

(知及技）人体を構成する

様々な要素を理解すること

ができる。 

(思判表力) 人体の骨格、関

節、筋肉を意識しながら、人

体を制作することができ

る。 

（学・人）粘土をとったり、

つけたいと試行錯誤する事

ができる。 

(知・技）人体を構成する様々

な要素を理解することがで

きる。 

（思･判･表) 人体の骨格、関

節、筋肉を意識しながら、人

体を制作することができる。  

(主学) 粘土をとったり、つ

けたいと試行錯誤する事が

できる。 

【彫刻/鑑賞】 

・粘土と針金を使っ

ての人体彫刻表現 

 

・人体の三要素について知る 

・制作するポーズをとり、級友に撮

影してもらい、アプリを使って、関

節の位置を確認し、アイディアス

ケッチをし、彫刻について構想を

練る。 

・関節、骨格の位置を意識しながら

粘土をつけて制作する。 

・自分の作品について発表し、級友

の制作した作品を鑑賞することが

できる。 

 ２ 

(知及技) 

作家や作品を知ることがで

きる。 

(思判表力) 

 作品等から自分なりに何

かを感じることができる。 

（学・人）自他の感じたこと

を共有することができる。 

(知・技） 

作家や作品を知ることがで

きている。 

（思･判･表)  

作品等から自分なりに何か

を感じることができている。 

(主学)  

自他の感じたことを共有す

ることができている。 

【鑑賞】 

・びじゅチューン 

・NHKの動画「びじゅチューン」を

活用して、作家や作品を知る 

・ワークシート 

・発表 

 ４ 

(知及技） 

クラフトカッターナイフの

使い方を理解し、意図に合

った彫り方をすることがで

きる。 

(思判表力)  

自分の好きなものなどから

発想し、デザインすること

ができる。 

（学・人） 

積極的に試すことができ

る。 

(知・技） 

クラフトカッターナイフの

使い方を理解し、意図に合っ

た彫り方をすることができ

ている。 

(思･判･表)  

自分の好きなものなどから

発想し、デザインできてい

る。 

(主学) 

 試行錯誤することができ

る。 

【デザイン/彫刻】 

・自分のマークを作

ろう 

 

 

 

 

・年間通して使用する自分マーク

（サイン）のデザイン 

・消しゴムで印鑑づくり 

 

 

２
学

期 14 

(知及技）世界中の仮面に触

れ、多種多様な形があるこ

とを知ることができる。 

(知・技）世界中の仮面に触

れ、多種多様な形があること

を知ることができている。 

【彫刻/鑑賞】 

 ・妖怪になってみ

よう 

・世界中にある仮面を鑑賞し、多種

多様な形があることを知り、身近

にある不思議からヒントを得て、
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(思判表力) 身近にある不

思議を掘り起こし、その不

思議から仮面を考え、仮面

にあった色・パーツを選び、

制作することができる。 

（学・人）自分の仮面や他者

の仮面に興味を持つ事がで

きる。 

（思･判･表) 身近にある不

思議を掘り起こし、その不思

議から仮面を考え、仮面にあ

った色・パーツを選び、制作

することができている。  

(主学) 自分の仮面や他者の

仮面に興味を持つ事ができ

ている。 

自分なりの妖怪を仮面という形で

制作することができる。 

4 

(知及技）文字の種類や形か

ら受けるイメージの違いを

理解することができる。 

(思判表力) 校内にある文

字を探し出し、文字の形の

面白さに気づき、ワークシ

ートにまとめることが出来

る。 

（学・人）日頃、何気なく使

っている文字に興味を持つ

ことができる。 

(知・技）文字の種類や形から

受けるイメージの違いを理

解することができている。

（思･判･表) 校内にある文

字を探し出し、文字の形の面

白さに気づき、ワークシート

にまとめることが出来てい

る。 

(主学)日頃、何気なく使って

いる文字に興味を持つこと

ができる。 

【デザイン/鑑賞】 

・タイポグラフィー 

・文字の形の面白さに気づく 

・作成した文字で作品を制作する。 

１２ 

(知及技）陶土の特性を理解

し、それに沿った扱いがで

きる。 

(思判表力)  

表現方法によって、土の表

情が変化することを理解

し、様々な道具、方法を使う

事が出来る。 

（学・人）積極的に試すこと

ができる。 

(知・技）陶土の特性を理解

し、それに沿った扱いをし、

制作することができる。 

（思･判･表)  

表現方法によって、土の表情

が変化することを理解し、

様々な道具、方法を使う事が

出来ている。  

(主学) 積極的に試すことが

できている。 

【陶芸/鑑賞】 

・陶板づくり 

・陶板の鑑賞 

・アイディアスケッチ 

・粘土で成形及び施釉 

・焼成 

・鑑賞 

３
学
期 

 １

０ 

(知及技） 

2025 年のやりたいことや

夢の写真、画像を探しだし、

ソフトを使って編集するこ

とができる。  

(思判表力)自分が何をなし

とげたいのか、どんな夢を

持っているのかをマインド

マップを利用し、キーワー

ドを挙げることができる。  

（学・人） 

ソフトの扱い方について、

質問することができる。 

(知・技） 

2025 年のやりたいことや夢

の写真、画像を探しだし、ソ

フトを使って編集すること

ができている。 

(思･判･表)  

自分が何をなしとげたいの

か、どんな夢を持っているの

かをマインドマップを利用

し、キーワードを挙げること

ができている。 

(主学)  

ソフトの扱い方について、質

問することができている。 

 

【デザイン/鑑賞】 

・ヴィジョンボード 

・2025 年の目標をソフトを使い、

可視化する。 

  

４ 

(知及技） 

素材や道具の特生を理解売

ることができる。 

(思判表力)  

絵具の薄いところ、濃いと

ころを認識し、手の力のい

れ具合を調節しながら、色

の塗り残しなく、塗ること

ができる。  

（学・人）積 

(知・技） 

素材や道具の特生を理解売

ることができている。 

（思･判･表) 

 絵具の薄いところ、濃いと

ころを認識し、手の力のいれ

具合を調節しながら、色の塗

り残しなく、塗ることができ

ている。  

(主学)  

【絵画/デザイン/

鑑賞】 

・ダンボール DE あ

そぼう 

・身近な素材である「ダンボール」

を使って、平面と立体のあわいの

ような作品作りをする。 

54



 

極的に試すことができる。 試行錯誤することができて

いる。 

留意点 

引継ぎ等 

・B鑑賞については、表現と鑑賞を一体化として行う。活動内容には記載しないが、授業ごとの例示や生徒同士

の鑑賞活動などを行う。 

・授業内での調べ学習、メディア表現ではタブレットなどのデジタル端末を活用する。 
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令和７年度 高等部１～３学年 （Ⅱ課程 A） 体育科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

3／105 １～3学年  視聴覚教材 

目標： (知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）各種の運動の楽しさや喜びを深く味わい、その特性に応じた技能等や心身の発育・発達、個人生活及び社会
生活に必要な健康・安全に関する事柄などの理解を深めるとともに、目的に応じた技能を身に付けるように
する    

(思判表力)各種の運動や健康・安全な生活を営むための自他の課題を発見し、よりよい解決のために仲間と思考し判
断したことを、目的や状況に応じて他者に伝える力を養う 

(学･人)各種の運動における多様な経験を通して、きまりやルール、マナーなどを守り、自己の役割を果たし仲間と協力し

たり、場や用具の安全を確保したりし、生涯にわたって運動に親しむ態度を養う。また、健康・安全に留意し、健康の保持

増進と回復に自主的に取り組む態度を養う。 
 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標  単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２９ 

(知及技）体を動かす楽しさや

心地よさを深く味わい、その行

い方や方法の理解することが

できる。 

(思判表力)自他の課題を発

見し、よりよい解決のために仲

間と思考し判断することがで

きる。 

 (学･人)見通しをもって自主

的に運動をすることができる。   

(知・技)仲間と協力して課題
を達成するなど、集団で挑戦
するような運動を身につけて
いる。 

 

(思･判･表)課題を発見し仲

間と思考し判断したことを伝

えている。  

 

(主学)きまりやマナーを守り、

仲間と協力し自主的に運動を

しようとしている。   

・体つくり運動 
・体ほぐし運動 
・体の動きを高める             
運動 

   

・体の柔らかさ，巧みな動き，力強い
動き，動きを持続する能力を高めるた
め の運動の中から，一つのねらいを
取り上げ，それを高めるための運動を
効率 よく組み合わせて行う。 
・５分間走、 
・課題トレーニング 
・用具を用いた運動 

  

(知及技)球技の楽しさや喜び
を深く味わいその特性に応じ
た技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能を身に
付けることができる。 
(思判表力）課題を発見し仲
間と思考し判断したことを伝
えることができる。 
(学・人)球技の多様な経験を
通して、きまりやルール、マナー
などを守り，自己の役割を果
たし仲間と協力したり、場や用
具の安全を確保したりし、見
通しをもって自主的に運動を
することができる。 

（知・技）球技の楽しさや喜び
を深く味わい、その特性に応じ
た技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能が身に
ついている 
 
(思･判･表)課題を発見し仲
間と思考し判断したことを伝
えている。 
(主学)きまりやマナーを守り、
仲間と協力し自主的に運動を
しようとしている。  

。 

しっぽとり鬼ごっこ 

ボール運び鬼 

フラッグフットボール 

ボール運び鬼 
・空いている場所を見つけて、速く走
ったり、急に曲がったり、身をかわした
リする。 
・少人数で連携し相手をかわしたり
する。 
・逃げる相手を追いかけて、タグを取
ったりする。 
 
フラッグフットボール 
ボール操作 
・マークされていない味方にパスを出
すこと。 
・得点しやすい空間にいる味方にパ
スを出すこと。 
 
ボールを持たないときの動き 
・パスを受ける為にゴール前の空いて
いる場所に動くこと 
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（知及技）水泳の楽しさや喜
びを深く味わいその特性に応
じた技能の理解を深めるとと
もに，目的に応じた技能を身
に付けることができる。 
（思判表力）課題を発見し仲
間と思考し判断したことを伝
えること。 
（学・人） 

水泳の多様な経験を通して，

きまりやルール、マナーなどを

守り，自己の役割を果たし仲

間と協力したり、場や用具の

安全を確保したりし、見通しを

もって自主的に運動をするこ

とができる。 

 

 

（知・技）水泳の楽しさや喜び
を深く味わい、その特性に応じ
た技能の理解を深めるととも
に、目的に応じた技能が身に
ついている 
 
(思･判･表)課題を発見し仲
間と思考し判断したことを伝
えている。 
(主学)きまりやマナーを守り、
仲間と協力し自主的に運動を
しようとしている。 

・水泳 ・手と足の動き呼吸のバランスを取る 
・浮く・進む→歩行,プル,キック 
・呼吸（顔つけ） 
クロール（速く泳ぐ） 
・一定のリズムで力強いキックができ
る。 
・腕全体で水をキャッチし S字や I字
を描くようにみずをかくことができる 
平泳ぎ（長く泳ぐ） 
・長く伸びるキックができる。 
・偏り前で、両手で逆ハート型を描く
ように水をかくことができる。 
背泳ぎ・バタフライ 

バランスをとり泳ぐこと。 

１
・
２
学
期 

 

(知及技）武道の楽しさを感

じ、その行い方や伝統的な考

え方がわかり、基本動作や基

本となる技を用いて、簡易な

攻防を展開すること。 

(思判表力) 武道についての

自分の課題を見つけ、その解

決のための活動を考えたり、

工夫したりしたことを他者に

伝えること。 

(学･人) 武道に進んで取り組

み、きまりや伝統的な行動の

仕方を守り、友達と協力したり

し、最後まで楽しく運動をする

こと。 

((知・技）技の名称を覚え、立

ち方、受け、突き、蹴りを等の

技のポイントをおさえて技を出

すことができる。 

(思･判･表)掲示された動きの

ポイントやつまづきの事例を

参考に仲間の課題や出来映

えを伝えることができる。 

(主学) きまりを守り、健康・安

全に留意して学習に取り組む

ことができる。 

・空手 ・・基本的な立ち方、受け方、・突き方 

蹴りを学習し普及型１を覚え披露す

る。 

２
学
期 

 ５ 

(知及技）リズムに乗って，自

分なりの表現や動きをするこ

とができる。 

(思判表力) 仲間と交流しな

がら踊ることの楽しさを感じら

れる。 

(学･人)授業の決まりや種目

のルールを守り活動ができる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(知・技）自由に身体を動かし

ながらテンポや曲調の違いを

知り、曲に合わせて踊りをして

いる。 

(思･判･表)積極的に踊った

り、友だちと創意工夫してい

る。 

(主学)友達の活動の補助を

行い、場の安全に留意してい

る。 

・ダンス 

  

・身近な曲に乗って身体を動かす。 

・見たことや経験したことのある動き

やジェスチャーを真似してゲーム化す

る。 

・表現、創作ダンス、リズムダンス、 

 伝統的な踊り（エイサー） 

・発表会 

ICT機器の活用。 
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20 

（知及技）陸上競技の楽しさ
や喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深め
ると共に、目的に応じた技能
を身につけることができる。  
（思判表力）陸上競技につい
ての自他の課題を発見し、よ
りよい解決のために仲 間と
思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えるこ
とができる。 
（学・人）陸上競技の多様な
経験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守 り，自己
の役割を果たし仲間と協力し
たり、場や用具の安全を確保
したりし，見通しをもって自主
的に運動をすること。 

(知・技）陸上競技の楽しさや
喜びを深く味わい、その特性
に応じた技能の理解を深める
と共に、目的に応じた技能を
身につけている。 
(思･判･表) 
陸上競技についての自他の
課題を発見し、よりよい解
決のために仲 間と思考し
判断したことを、目的や状
況に応じて他者に伝えてい
る。 

(主学)陸上競技の多様な経
験を通して、きまりやルー
ル、マナーなどを守 り，自
己の役割を果たし仲間と協
力したり、場や用具の安全
を確保したりし、見通しをも
って自主的に運動しようとし
ている。 

・陸上競技(短距離) ・短距離走クラウチングスタートの行
い方、自分に合ったピッチとストライド
を探そう。 
・滑らかな動きで速く走ることができ
る。 
・力みのないフォームで走ることがで
きる。 
・リレー 
バトンの受け渡しでタイミングを合わ
せることができる。 
･長距離走 

自分の体力や技能にあったペース   

を維持して走ろう 

 

３
学
期 

 

（知及技）陸上競技の楽しさ
や喜びを深く味わい、その特
性に応じた技能の理解を深め
ると共に、目的に応じた技能
を身につけることができる。  
（思判表力）陸上競技につい
ての自他の課題を発見し、よ
りよい解決のために仲 間と
思考し判断したことを、目的や
状況に応じて他者に伝えるこ
とができる。 

（学・人）陸上競技の多様な

経験を通して、きまりやルー

ル、マナーなどを守 り，自己

の役割を果たし仲間と協力し

たり、場や用具の安全を確保

したりし，見通しをもって自主

的に運動をすること。 

(知・技）陸上競技の楽しさや
喜びを深く味わい、その特性
に応じた技能の理解を深める
と共に、目的に応じた技能を
身につけている。 
 
(思･判･表)陸上競技につい
ての自他の課題を発見し、
よりよい解決のために仲 
間と思考し判断したことを、
目的や状況に応じて他者に
伝えている。 

(主学)陸上競技の多様な経

験を通して、きまりやルール、

マナーなどを守 り，自己の役

割を果たし仲間と協力したり、

場や用具の安全を確保したり

し、見通しをもって自主的に運

動しようとしている。 

 

・陸上競技(長距離) 長距離走（１～2㎞） 

時間走（１０分） 

 

１６ 

（知及技）球技の楽しさや喜
びを深く味わい、その特性に
応じた技能の理解を 深める
とともに、目的に応じた技能を
身に付け、ゲームを行うことが
できる。 
（思判表力）球技についての
自他の課題を発見し、よりよい
解決のために仲間と 思考し
判断したことを、目的や状況
に応じて他者に伝えることが
できる。 
（学・人）球技の多様な経験を
通して、きまりやルール、マナー
などを守り，自己の役割を果
たし仲間と協力したり、場や用
具の安全を確保したりし、見
通しをもって自主的に運動を
することができる。 

  

(知・技）球技の楽しさや喜び
を深く味わい，その特性に応じ
た技能の理解を 深めるととも
に，目的に応じた技能を身に
付けている。 
 
(思･判･表) 
球技についての自他の課題を
発見し、よりよい解決のために
仲間と  思考し判断したこと
を、目的や状況に応じて他者
に伝えている。 
 
(主学) 
球技の多様な経験を通して、
きまりやルール、マナーなどを
守り，自己の役割を果たし仲
間と協力したり、場や用具の
安全を確保したり し，見通し
をもって自主的に運動しようと
している。 

  

・球技 

  

・サッカー 
・パスを受けるため。ゴール前の空い
ている場所に動くことができる。 
・得点しやすい空間にいる味方にパ
スを出すことができる 
（ボール操作と攻撃や守備の際に空
間に走り込むなどの動きを身に付け，
ゲームを行うこと。） 
 
・風船バレーボール 
・ソフトバレーボール 
・相手型のコートや開いた場所にボ
ールを打ち返すこと。 
・味方が操作しやすい位置にボール
をつなぐこと 

  

留意点 

引継ぎ等 

 授業内での調べ学習、メディア表現、録画では ICT機器を活用する。 

授業の前後の担任・担当からの体調面等を引継ぎ者で確認を行い健康観察をする。  
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令和７年度 高等部１・２学年 Ⅱ課程 A 家庭科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／70 1・２学年  くらしに役立つ家庭 

ワークシート 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度  

年間目標 

(知及技） 人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な
理解を図るとともに、それらに係る技能を体験的・総合的に身につけるようにする。 

(思判表力) 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したこと根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題解決する力を養う。 

(学･人) 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域

の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

学期 時数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

1６ 

(知及技）人の一生について様々な生

き方があることを理解し、自立した生

活を営むために必要な情報を収集し

たり、意思決定していく重要性につい

て理解する。 

(思判表力) ライフスタイルと将来の家

庭生活及び職業生活について主体的

に考え、問題点をあげ課題を解決しよ

うとする力を身につけている。 

(学･人) 生涯の生活設計や消費者行

動の意思決定について関心を持ち、課

題の解決や自分、家族、地域生活の充

実向上を図るために実践しようとする

力を身につける。  

(知・技)・人の様々な生き方や家庭

の役割について自分の生き方を考

えることの大切さを理解している。 

 

(思･判･表)・さまざまな家族の状

況を知り、家庭生活の問題につい

て理解し、表現している。 

(主学)・消費者に必要な責任ある

態度を学び、高齢者の体の特徴を

知り、配慮する点を考え、身につけ

ようとしている。  

・オリエンテーショ

ン「家 庭 と く ら

し」  

・家庭の役割 

・高齢者を支える

介護について 

 

「ライフスタイルと

環境」 

・家庭の経済生活 

・計画的な消費生

活 

・家族の一員としての仕

事(家事)の種類につい

て 

・高齢者の疑似体験 

・高齢者介助のポイント 

・生涯の生活設計につい

て考える 

１０ 

(知及技) 生活の自立の必要な基礎

的、基本的な知識や道具、器具などの

正しい使い方を身に付けている。 

(思判表力) 生活に役立つに作品に

集中して取り組むことができる。 

(学･人) 家庭生活で必要な知識や技

術を生かし、安全や衛生に気をつけて

実践や実習に取り組むことができる。 

(知･技)・いろいろな道具の正しい

使い方を知り、安全に使用しようと

している。 

(思･判･表)・作品作りを丁寧に取

り組み手作りする楽しさを表現して

いる。 

(主学)・作業に見通しをもち、安全

に気をつけて取り組もうとしている。 

・生活に役立つ作

品製作(エプロン、

三角巾、カバン、布

巾作り)  

・自分専用の三角巾、巾

着袋を作ろう。 

２
学
期 

１０ 

(知及び技) 沖縄の住宅の特徴につ

いて理解することができる。 

(思判表力)・住宅の機能や快適性に

ついて考え、安全や環境に配慮した住

生活について問題を見いだし、課題解

決に向けて話し、考えたことを表現する

ことができる。 

(学・人)・住生活と住環境への課題解

決に主体的に取り組ことができる。 

(知･技)・自分の住んでいる地域の

住環境について興味を持って調べ、

考えようとしている。 

(思・判・表)・家族との生活に場とし

ての住居がどのように工夫されてし

いるか表現している。 

(主学)・住生活に興味関心を持ち、

自分する間取りや家具家電の配置

について考察しながら取り組もうと

している。 

住生活について 

・住まいと環境 

・住まいと安全 

・沖縄の住宅の特徴につ

いて（換気、採光、掃除） 

・家庭内事故の種類 

・自分の理想のお部屋 
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２０ 

(知及技)・ライフステージに応じた栄

養の特徴や食品の主な栄養素とその

役割を理解し、自己や家族の食生活

の計画・管理に必要な技能を身につ

けている。 

(思判表力) 健康や環境に配慮した

食生活の科学と文化について考慮し

自己や家族の食事を工夫することに

ついて問題を見いだし、課題に解決に

向けて取り組むことができる。 

(学･人)・食事の役割、栄養、食生活に

ついて、課題の解決に主体的に取り組

み、振り返って改善し、家族のよりよい

食生活を目指し、生活を工夫しようと

考えることができる。 

(知・技)・健康によい食事を考え、

食品の栄養や組み合わせの優劣を

考えようとしている。 

 

 

(思・判・表)・調理の楽しみや完成

の喜びにより食への関心を深め、

表現している。 

 

 

(主学)・住居の役割を知り、自分の

過ごしやすい家の間取りを想像しよ

うとしている。 

・食事と健康 

 健康な体をつく

る食事 

 調理実習 

 食事マナー  

・６つの食品群別摂取量

の食品について 

・食事作りの手順につい

て 

・食品の選び方 

・調理実習 

（ほうれん草のおひたし、

味噌汁、鮭のホイル焼き、

カレー） 

３
学
期 

１４ 

(知及技）ライフステージや目的に応じ

た被服の機能や着装について理解し、

健康で快適な衣生活に必要な情報の

収集をし、被服計画・管理に必要な技

能を身につけている。 

(思判表力)被服の機能や快適性につ

いて考え、健康や環境に配慮しながら

問題点を見いだし、課題解決に向け、

実践・評価し改善方法について考え表

現することができる。 

(学･人)・衣生活と健康、衣生活の科

学と文化について課題解決に取り組

み、振り返って改善しようとする態度が

身についている。 

 (知・技)ＴＰＯに応じた被服の機能

を理解しようとしている。 

 

(思・判・表)衣服の種類に応じた洗

濯や保管について学び適切な扱い

方と表示の見方について知り表現

しようとしている。 

 

(主学)自分の体に合った既製服の

サイズを知り、衣服の保管や補修ま

での一連の流れを学習し生活に生

かそうとしている。 

・衣生活について 

 衣服の手入れ 

 被服製作 

・一年間の振り返

り 

・衣服の洗濯について 

・衣服の再利用について 

・JIS（日本工業規格）に

ついて  

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部 （Ⅱ課程 A） 英語 年間指導計画 

単位数 

／配当時

数 

生徒 担当者 教科書／副教材 

1／35 1～３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）日常会話の基礎的なフレーズを聞く・話すことを中心として読む・書くことにも慣れ親しむと同時にコミュニケーシ

ョンゲームなどをとおしてそのフレーズを身に付けることができる。 

(思判表力) 日常会話の基礎的なフレーズの活用によるコミュニケーションゲームなどをとおして自分の考えや気持ちを伝え合

う基礎的な力を身に付けることができる。 

(学･人)日常会話の基礎的なフレーズの活用によるコミュニケーションゲームなどをとおして主体的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を身に付けることができる。  

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・

題材名 

単元・題材の活動内容 

１
学
期 

  

３ 

(知及技）自己紹介に関する表現や

好きなこと，できることなどを聞 

いたり言ったりすることができ

る。 

(思判表力)自己紹介で自分の好き

なことやできることなどについて

伝え合う。  

(学･人) 他者に配慮しながら，好

きなことやできることなどについ 

て伝え合おうとする。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

自己紹

介 

I'm from (Shizuoka). I 

like (soccer). I can (play 

soccer well). I am good 

at (running). My 

birthday is (August 

19th). My nickname is 

(Ken). What [colors / 

subjects / fruits / sports 

/ amimals] do you like? 

What is your favorite 

[color / subject / fruit / 

sport / amimal]? When is 

your birthday? 

３ 

(知及技）日本の行事や食べ物など

について，聞いたり言ったりする 

ことができる。 

(思判表力)日本の行事や食べ物

や，自分が好きな日本文化につい

て伝 え合ったり，例を参考に語順

を意識しながら書いたりする。  

(学･人) 他者に配慮しながら，日

本文化について伝え合おうとす 

る。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

日本の

文化 

Welcome to Japan. In 

(summer), we have 

(fireworks festival). 

What [food / games] do 

you have in Japan? We 

have [soba / fukuwarai]. 

It's [delicious / fun]. You 

can enjoy [rakugo / 

hanami / tempra]. 
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３ 

(知及技）「主語＋動詞＋目的語」

の文の語順に気付き，自分や第三 

者について聞いたり言ったりする

ことができる。 

(思判表力) 語順を意識して，自分

やある人について紹介したり，例

を参考に紹介する文を書いたりす

る。 

(学･人) 他者に配慮しながら，第

三者について伝え合おうとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

人物紹

介 
 

I am (Ken). I [like / play] 

[the violin / baseball]. I 

[have / want] a new 

[recorder / ball]. I eat 

(spaghetti). I study 

(math). I can [swim / 

cook / skate / ski / sing 

/ dance]. I can (play 

baseball well). Who is 

this? [He/ She] is 

[famous / great]. 

４ 

(知及技）地域にどのような施設が

あるのか，また欲しいのか，さら 

に地域のよさなどを聞いたり言っ

たりすることができる。 

(思判表力) ・地域のよさや課題な

どについて自分の考えや気持ちを

伝え 合ったり，地域のよさや願い

について例を参考に語順を意識 

しながら書いたりする。 

 (学･人) 他者に配慮しながら，地

域のよさなどについて，伝え合お 

うとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

自分た

ち の

町・地

域 

We have / don't have (a 

park). We can (see many 

flowers). We can enjoy 

[fishing / shopping / 

swimming]. I want a 

[library / park]. (Sakura) 

is nice 

２
学
期 

 

 

 

５ 

 

(知及技）夏休みに行った場所や食

べた物，楽しんだこと，感想など 

を聞いたり言ったりすることがで

きる。 

  (思判表力)夏休みに行った場所

や食べた物，楽しんだこと，感想

など について伝え合う。また，夏

休みの思い出について簡単な語 

句や基本的な表現を推測しながら

読んだり，例を参考に語順 を意識

しながら書いたりする。 

(学･人)他者に配慮しながら，夏休

みの思い出について伝え合おう 

とする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

夏休み

の思い

出 

I went to (my 

grandparents’ house). I 

enjoyed (fishing). I saw 

(the blue sea). I ate (ice 

cream). It was [fun / 

exciting / beautiful / 

delicious]. 
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５ 

(知及技）国名や競技名等につい

て，聞いたり読んだりすることが

で きる。 

(思判表力) オリンピック・パラリ

ンピックで見たい競技とその理由

などについて伝え合う。 

(学･人) 他者に配慮しながら，オ

リンピック・パラリンピックで見 

たい競技とその理由などについて

伝え合おうとする。 

 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

 

オリン

ピ ッ

ク・パ

ラレイ

ンピッ

ク 

 

What do you want to 

watch? I want to watch 

(wheelchair basketball). 

I like (basketball). Are 

you good at 

(basketball)? Yes, I am. 

/ No, I'm not 

 

５ 

(知及技）学校行事について，聞い

たり言ったりすることができる。 

(思判表力) ・学校行事について伝

え合ったり，例を参考に語順を意

識しながら書いたりする。 

(学･人) 他者に配慮しながら，思

い出の学校行事について伝え合お 

うとする。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

学校生

活・思

い出 

What's your best 

memory? My best 

memory is (sports day). 

We enjoyed (running). 

We [went to (Kyoto) / 

ate (Japanese food) / 

saw (old temples) / 

enjoyed (the trip)]. 

３
学
期 

４ 

(知及技）将来就きたい職業などに

ついて，聞いたり言ったりするこ 

とができる。 

(思判表力) ・将来就きたい職業や

したいこと，その理由などを伝え

合 う。また，将来の夢について簡

単な語句や基本的な表現で書 か

れた英語を推測しながら読んだ

り，例を参考に語と語の区 切りに

注意しながら書いたりする。 

(学･人) 他者に配慮しながら，将

来の夢について伝え合おうとす 

る。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

将来の

夢・職

業 

What do you want to be? 

I like (animals). I want to 

be a (vet). I can (play 

the piano well). I am 

good at (playing the 

piano). That's (good). 

Good luck. 

３ 

(知及技）学校行事などについて，

聞いたり言ったりすることができ

る。 

(思判表力)学校行事などについて

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズを聞くこと、

話すことを中心として、読むこと、書くことにも慣れ親し

むと同時に、コミュニケーションゲームなどをとおしてそ

のフレーズを身に付けている。 

学校生

活 

I like (basketball). I want 

to join the (basketball 

team). What club do you 

want to join? I want to 
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伝え合ったり，中 学校生活につい

て書かれている英語を推測しなが

ら読んだりする。  

(学･人)他者に配慮しながら，学校

生活について伝え合おうとする 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの活用に

よるコミュニケーションゲームなどをとおして、自分の考

えや気持ちを伝え合うことができる基礎的な力を身に付

けている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの活用による

コミュニケーションゲームなどをとおして、主体的にコミ

ュニケーションを図ろうとする態度を身に付けている。 

enjoy (sports day). What 

event do you want to 

enjoy? I want to [study 

hard / read many books / 

make many friends]. 

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部１～３学年（Ⅱ課程 A） 情報科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

1／３５ １～３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）身近にある情報と情報技術及びこれらを活用して問題を知り，問題を解決する方法について理解し，基礎

的な技能を身に付けるとともに，情報社会と人との関わりについて理解できるようにする。 

(思判表力)身近な事象を情報とその結び付きとして捉え，問題を知り，問題を解決するために必要な情報と情報技

術を適切かつ効果的に活用する力を養う。 

(学･人)身近にある情報や情報技術を適切に活用するとともに，情報社会に参画しようとする態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

１２ 

(知及技）身近にある情報の基本

的な特性及び基本的な用途，操

作方法を知り，情報と情報技術を

活用することができる。 

 

(思判表力)目的や状況に応じて，

身近にある情報や情報技術を活

用し問題を解決する方法について

考えることができる。 

 

(学･人)身近にある情報や情報技

術に関わろうとすることができる。 

(知・技）情報の基本的な特性及

び基本的な用途，操作方法を知

り，情報と情報技術を活用しようと

している。 

 

(思･判･表)身情報や情報技術を

活用し問題を解決する方法を考え

ようとしている。 

 

 

(主学)近にある情報や情報技術

に関わろうとしている。 

情報社会の問題

解決 

  

・iPad やデスクトップＰＣを活

用することで、仕事や生活が

よりよくなることを学習し、情

報に関する基礎知識を身に

つける。 

 

・情報モラルを身につけ iPad

やスマートフォンを利用する上

で必要なルールやマナーにつ

いて考える。 

２
学
期 

１４ 

(知及技）身近なメディアの基本

的な特性とコミュニケーション手

段の基本的な特徴について考え

ることができる。 

 

(思判表力)身近なメディアとコミ

ュニケーション手段の関係につい

て考えることができる。 

 

(学･人) 情報技術を適切に活用

しようとすることができる。 

 (知・技）効メディアの基本的な

特性とコミュニケーション手段の

基本的な特徴について考えようと

している。 

 

(思･判･表)身近なメディアとコミ

ュニケーション手段の関係をかん

がえようとしている。 

 

(主学)情報技術を適切に活用し

ようとしている。  

コミュニケーショ

ンと情報デザイ

ン  

・コミュニケーションの形態 

や手段の変化について考え

る。 

 

・情報デザインの工夫 

iPad やデスクトップＰＣを利

用してわかりやすく伝えるた

めの考え方や方法を身につけ

る。 

３
学
期 

９ 

(知及技）情報通信ネットワークの

基本的な仕組みや情報セキュリテ

ィを確保するための基本的な方法

について考えることができる。 

 

(思判表力) 情報通信ネットワー

クにおける情報セキュリティを確保

する基本的な方法について考える

ことができる。 

 

(学･人) 情報社会に参画しようと

することができる。 

(知・技）情報通信ネットワークの

基本的な仕組みや情報セキュリテ

ィについて考えようとしている。 

 

 

(思･判･表)情報セキュリティを確

保する基本的な方法について考

えようとしている。 

 

 

(主学)情報社会に参画しようとし

ている。 

情報通信ネット

ワークとデータの

活用  

表計算ソフトウェアの使い方 

・iPad とデスクトップＰＣの両

方で表計算ソフトの基本操作

を知る 

 

さまざまなグラフ表現 

・数の大小や割合、変化など

を目的に応じて、グラフで表

現する。 

留意点 

引継ぎ等 

・実生活と教科の学習を関連付けた教材の工夫。 
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令和７年度 高等部１～３学年 Ⅱ課程 A 特別の教科 道徳 年間指導計画 

 
教 科／科 目 道徳  単位数／配当時数 １／３５  

学 年  １～３学年  担 当 者  

教 科 書  

副 教 材  

 

年間目標 

・学校の教育活動全体を通し、それぞれの具体的な場において適切な指導を行い、明るく豊かな道徳的心情、実践

意 欲と態度を育てる。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

ねらい・目標
 

評価規準
 

通

年  

1 3  ・オリエンテーション  

・あいさつ  

・礼 儀 、作法  

・学 校生活  

・自 身にとっての道徳のあり方について

触れ、理解 しようとすることができる。  

・他 者への親 しみの気持ちを伝えること

ができる。  

・学 校生活で期待 していることを思い起

こす、発表する。  

・日 常生活の中で感謝の気持ちを表現

できる。  

・他 者への親 しみの気持ち

を伝えようとしている。  

・学 校生活で期待 している

ことを思い起 こす、発表 して

いる。  

・日 常生活の中で感謝の

気持ちを表現 しようとしてい

る。  

1 5  ・決 まり  

・健 康安全  

・他 者 との関係  

・業 務や課題の遂

行  

・決 まりの必要性を理解 し、共有する場

所や物を大切にする。  

・自 分の健康に気をつけ、健全な態度

で活動することができる。  

・他 者 と協調することについて考える。  

・必 要な役割や与えられた課題 を最後

まできちんとやり遂げる。  

・決 まりの必要性 を理解 し、

共有する場所や物を大切

にしようとしている。  

・自 分の健康に気をつけ、

健全な態度で活動 しようと

している。  

・他 者 と協調することについ

て考えようとしている。  

・必 要な役割や与えられた

課題を最後まできちんとや

り遂げようとしている。  

７  ・優 しさ  

・勤 労 、役割  

・整 理整頓  

・他 者 を思いやり、優 しく接 しようとする。  

・自 身の進路を考え、働 くことの大切 さ

を知 る。  

・周 辺の環境を自分で整える意識を持

つ。  

・他 者 を思いやり、優 しく接

しようとしている。  

・自 身の進路を考え、働 く

ことの大切 さを知ろうとして

いる。  

・周 辺の環境を自分で整え

る意識を持っている。  
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令和 7 年度 高等部 １～３学年 職業実習（園芸） 年間指導計画 

教 科／科 目 職業実習 （園芸 ）  単位数／配当時数 ６単位／２１０時間  

学 年 １～３学年  担 当 者  

教 科 書 なし 

副 教 材 なし 

 

到達目標 

・卒 業後の社会参加 、職業自立に向けて必要な基礎 ・基本的態度や知識 ・技能を身につける。  

・栽 培学習の中で、勤労を重んじる態度を養 う。  

・販 売学習を通 して、簡単な流通について学び、接客の方法や金銭の取 り扱いを身につける。  

・個 々の能力に応 じた作業内容に取 り組み、作業に取 り組む力 、創意工夫する能力 、協力 して  

作業を進める態度を身につける。  

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職業生活に必要な基礎的

・基本的知識 、技能を身につ

ける。（単元テスト等 ）  

 自分の役割遂行や課題

、将来の生活について考え

、表現する。（ふりかえり等 ）  

 他者 と一緒に働 くことを通 して責任

感を培い、勤労を重んじる態度を養

う。  

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

通

年

を

通

し

て

指

導

を

行

う  

 作業学習の心構え  

 

草花片付け  

 

用土作 り  

 

農場整備  

 

 

野菜の栽培  

 

 

観葉植物の管理  

 

反省 と評価  

・実 習に必要な態度や道具の名称 ・

使い方などを知 る。  

・校 内環境美化で利用 した草花や

観葉植物を片付ける。  

・土 ふるい、用土作 り（赤土 、堆肥 、  

 土壌改良材等を混ぜる）を行 う。  

・農 場の除草 と耕起をする。  

・畝 立てを行 う。  

・元 肥 を施す（堆肥 、化成肥料 ）。  

・季 節野菜の播種及び定植を行 う。  

・管 理作業を行 う。  

・収 穫 し、販売活動を行 う。    

・観 葉植物の挿 し木や株分け、鉢替

えや施肥を行 う。  

・学 習内容を振 り返 り、課題確認 と

観点別評価を行 う。  

 

 

〇  

 

〇  

 

〇  

〇  

〇  

 

○  

 

 

 

〇  

 

〇  

 

 

〇  

 

 

 

〇  

 

〇  

 

〇  

 

〇  

〇  

〇  

 

授業態度  

 

作業意欲態度  

 

作業協力  

 

作業協力  

作業意欲態度  

作業意欲態度  

ワークシート  

作業意欲態度  

作業協力  

ワークシート  

 

評価シート  
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令和 7 年度 高等部 １～３学年 職業実習（家庭） 年間指導計画 

教 科／科 目 職業実習 （家庭 ）  単位数／配当時数 ６単位／２１０時間  

学 年 １～３学年 担 当 者  

教 科 書  

副 教 材 ワークシート等  

 

到達目標 

○自立し社会参加に向けて職場生活に必要な基礎的・基本的知識、技能を身に付けるとともに、勤労を重んじる態度を養う。 

○実習を通して、完成の喜びを味わい、職業実習の心得や接客マナーを身につける。 

○正しい用道具の扱いを身につけ、協力して作業を進める態度及び集中力・創意工夫する能力を身につける。 

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職業実習に必要な基礎的・基本的

知識や道具 、機械の扱い方を身

に付ける。  

職業実習を通 して、目標の設定

や振 り返 り、感想等を文章や言

葉で発表することができる。  

働 くこと意義を理解 し、勤労を重ん

じる態度や働 く喜びを味わう。  

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

１

学

期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 8  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・オリエンテーション 

・職業実習（家庭）を学ぶにあたって 

 

・働く態度 

・手縫いの基礎 

①並縫い 

②返し縫い 

③ボタン付け  

④まつり縫い 

⑤スウェーデン刺しゅう 

 

・ミシンの基礎 

①直線縫い 

②曲線縫い 

③ﾊﾞｯｸﾐｼﾝ 

 

・ミニサコッシュ、コースター製作 

①ミシン縫い  

 

・紹介カードを使って自己紹介ができる。 

・家庭班で学習することを理解する。 

・１年間の目標を設定する。 

・働く態度 

・被服製作に使う道具の種類を理解する。 

・針に糸を通し、玉結び、玉止めができる。 

・手縫いの基礎縫い（直線、曲線、ボタン付

け）ができる。 

 

・ミシンの各部の名称と使い方が分かり、直

線縫い、曲線縫いができ、布巾が縫える。 

 

・印に沿いまつり縫い、ミシン縫いができる。 

・通し棒を使ってマスクのゴム通しができる。 

・作品製作を通して、必要に応じて手縫い、

ミシン縫いが適切にできる。 

・作品制作の工程を理解し、必要な作業が

できる。 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

○  

 

 

○  

 

○  

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

 

 

 

○  

 

 

○  

 

○  

 

 

○  

 

 

・授 業態度  

・製 作品  
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２

学

期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３

学

期  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 0  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 2  

・販売用作品製作 

①ティッシュケースカバー 

②手さげカバン 

③クッションカバー 

・１学期の反省と評価 

（掃除、校外学習を含む） 

 

・伝統工芸 

①みんさー工芸館見学 

②みんさー織り実習 

・即 売会商品製作  

 ①カバン  

 ②コースター  

 ③パラコードキーホルダー等  

・販 売の準備 と販売学習  

 ①お金の計算練習  

 ②ラベル・値札作 り  

 ③ラッピング  

 ④接客用語  

・２学期の反省 と評価  

 （掃 除 、校外学習を含む）  

 

・校 内販売の準備 と販売学習  

 ①お金の計算練習  

 ②ラベル・値札作 り  

 ③ラッピング  

 ④接客用語  

・自 主製作 (袋等 )  

・１年間の反省 と評価 （清掃 、

校外学習を含む）  

・販売のための作品として、売れる事への期

待感を持ち、商品であることを意識して、丁

寧に製作することができる。 

・１学期を振り返り、発表することができる。 

 

・郷土の伝統工芸に慣れ親しみ関心を持

つ｡ 

・織機を自分で使うことができる。 

・販売のための作品として、売れる事への期

待感を持ち、商品であることを意識して、丁

寧に製作することができる。 

 

・接客ができる。 

・働くことについて考える。 

・販売を通して接客を体験的に学ぶことがで

きる。 

 

・２学期を振り返り、発表することができる。 

・販売のための作品として、売れる事への期

待感を持ち、商品であることを意識して、丁

寧に製作することができる。 

 

・働くことについて考える。 

・販売を通して接客を体験的に学ぶことがで

きる。 

・接客ができる。 

・自分で作品製作を計画し作製することがで

きる。 

・1年間を振り返り、発表することができる。 

 

○  

 

 

○  

 

 

○  

 

 

 

 

 

○  

 

○  

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

 

○  

 

○  

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

○  

 

 

 

○  

 

 

 

 

 

 

○  

○  

 

○  

 

 

 

 

 

 

 

 

・授 業態度  

・見 学のマ

ナー  

・製 作品  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授 業態度  

・製 作品  

 

総時間数 210時間 
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令和 7 年度  高等部  １～３学年 職業実習（陶芸） 年間指導計画 

教 科／科 目 職業実習 （陶芸 ）  単位数／配当時数 ６単位／２１０時間  

学 年 １～３学年 担 当 者  

教 科 書  

副 教 材 ワークシート等  

 

到達目標 

〇自立し社会参加に向けて職業生活に必要な基礎的 ・基本的知識 、技能を身に付けるとともに

勤労を重んじる態度を養 う。  

〇実習を通 して、完成の喜びを味わい、職業実習の心得や接客マナーを身に付ける。  

〇正しい道具の扱いを身に付け、協力 して作業を進める態度及び集中力 ・創意工夫する能力を

身に付ける。  

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

職業実習に必要な基礎的 ・

基本的知識や、道具 、機械

の扱い方を身に付ける。  

職業実習を通 して、目標の

設定や振 り返 り、感想等を

文章や言葉で発表すること

ができる。  

働 くことの意義を理解 し、勤労を重

んじる態度や働 く喜びを味わう。  

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

1

学

期  

3  

 

オリエンテーション  

 

 

・1年間の活動の確認  

・職 業の心得について  

・粘 土に触れてみよう  

 

〇  

 

 

 

〇

〇  

授業態度  

ワークシート  

7 2  商品作 り及び販売  

 

・作業工程を理解する。 

・行事に向けた商品作り（各種皿など）を行

う。 

〇

〇  

 

〇  

〇  

 

授業態度  

ワークシート  

作品 

3  窯元見学  ・職人の仕事や作品を見学しよう   〇  ワークシート  

2

学

期  

8 4  

 

商品作 り及び販売  

 

 

・作業工程を理解する。 

・各行事に向けた商品作り（各種皿など）を

行う。 

・校外での販売学習、反省会 

〇

〇  

 

 

〇  

〇

〇  

〇  

授業態度  

ワークシート  

作品 

自己評価  

3

学

期  

 

1 8  商品作 り  ・校内行事での販売用商品作りを行う 

・販売学習、反省会 

〇   

〇  

〇

〇  

授業態度  

自己評価  

2 4  オリジナル作品制作  ・これまでの学習を踏まえ、オリジナル作品

作りをおこなう。 

〇   〇  授業態度  

作品  

3  1年間のまとめ  ・1年間の振り返りを行う  〇  〇  授業態度  

発表  
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令和７年度 高等部 １～３学年 職業実習（木工） 年間指導計画 

 

教 科／科 目 職業実習 （木工 ）  単位数／配当時数 ６単位／２１０時間  

学 年  １～３学年  担 当 者  

教 科 書  

副 教 材 ワークシート  

 

到達目標 

○作業学習を通して、作業に必要な基礎的・基本的な知識、技能を身につける。 
○物作りを通して満足感や成就感を体験し、働くことへの意識をもたせる。 
○販売学習を通して、接客の方法や金銭の取り扱いを身につける。 

○年間を通して継続する中で責任感を培い、勤労意欲をもたせる。 

 

評価の観点 

ａ 知識・技能 ｂ 思考・判断・表現 ｃ 主体的に学習に取り組む態度 

・工具や機械の名称を知 
 る。 
・工具や機械の正しい使用 
法を知る。 

 

・作業の一連の流れを理 

解し、準備から片づけ 

まで責任を持って取り 

組む。 

・働く喜びを自覚し、仕事に対する意 
欲を持つ。 
・販売活動を通して、日頃の成果の 
 確認と達成感を体験する。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

指導内容・活動（ねらい・目標）
 

評価の観点 評価方法
 

ａ ｂ ｃ 

1

学

期  

3  

 

オリエンテーション  

 

 

・1年間の活動の確認  

・職 業の心得について  

・機 械に触れてみよう。  

 

 

〇  

 

 

 

〇  

〇  

授業態度  

ワークシート  

7 5  商品作 り及び販売  

 

 

・工具の手入れ 

 

・作業工程に従い木製品の製作 

・木取り、部品加工、組み立て、 

 塗装等の作業。 

・工具や機械を教師と一緒に使用 

 する。工具や機械の安全な使い 

 方について。 

・協力して片付け、清掃を行う。 

・工具を手入れする。 

・自己評価をする。 

〇  

〇  

 

 

 

〇  

 

 

〇  

〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇  

授業態度  

ワークシート  

自己評価  

2

学

期  

 

84 販売に向けて 

 

・テーブル、イス等の

生活必要品の製作 

 

・販売学習 

 

・工具の手入れ 

・計画に従い木製品を製作する。 

・木取り、部品加工、組み立て、 

 塗装等の作業。 

 

・工具や機械を教師と一緒に使用 

 する。 

・販売活動 

・工具の手入れをする。 

〇  

〇  

 

 

〇  

 

 

 

 

 

 

〇  

〇  

〇  

〇  

 

 

 

 

〇  

〇 

授業態度  

ワークシート  

自己評価  
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・二学期の反省 ・自己評価をする。 

3

学

期  

 

48 ・個人製作 

・自由製作 

・工具の点検と 

 手入れ 

・一年間の反省 

・計画に従い木製品を製作する。 

・これまでの学習を踏まえ、オリジ

ナル作品作りをおこなう。 

・1年間の振り返りを行う 

〇

〇  

 〇

〇  

〇  

授業態度  

授業態度  

作品  

授業態度  

発表  
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令和７年度 高等部 ３学年 教科(職業実習：クリーン班) 年間指導計画  

教 科／科 目  職業実習  単位数／配当時数  ７０  

学 年  ３学年  担 当 者  
 

教 科 書  無し  

副 教 材  無し  

  

 到達目標  

・働く上での基本的な態度を身につける。（作業の心得） 

・洗車・清掃作業をとおして道具の扱いや掃除をするスキルを高める。 

・責任感や協調性の大切さや人との接し方の基本を学ぶ。 

・清掃・洗車・販売学習をとおして働く喜びを得る。   

 

 評価の観点  

ａ 知識・技能  ｂ 思考・判断・表現  ｃ 主体的に学習に取り組む態度  

職業生活に必要な基礎的・基本

的知識、技能を身につける  

 自分の役割遂行や課題、将来

の生活について考え、表現す

る。  

 他者と一緒に働くことを通して責任感を培

い、勤労を重んじる態度を養う。  

      

期  

月  

時  

数  

指導項目・単元  指導内容・活動（ねらい・目標）  評価の観点  評価方法  

ａ  ｂ  ｃ  

通

年

を

通

し 

て

指

導

を

行

う  

  ・働く態度 

 

・清掃 

 

 

 

・洗車作業 

 

・お客様との接し方     

・仕事と報酬  

 

 

・環境美化作業 

 

・学習の振り返り 

・働く上での基本的な態度を身につける。 

(作業学習８つの心得) 

・清掃・洗車で使う道具を 

 正しく扱える。 

・技能検定のメンテナンス部門の清掃を 

手順通り清掃できる。 

・洗車手順を覚える。 

 

・お客様への心配りをする。 

・お客様に喜んでいただく 

 と同時に仕事と報酬の関 

  係を理解する。 

・美化活動を行い、勤労の喜びを味わう。 

 

・学習内容を振り返り、課題確認と観点別

評価を行う。  

  

  

〇  

 〇  

  

〇  

〇  

  

 

〇  

 

  

〇  

〇 

  

  

 〇  

  

〇  

  

  

 

〇  

  

  

〇  

  

  

〇  

  

〇  

 〇  

  

〇  

〇  

  

 

〇  

  

 

〇  

  

 

授業態度  

  

作業意欲態度  

 作業協力  

  

作業協力  

作業意欲態度  

 

 

作業意欲態度  

 

 

評価シート  
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令和７年度 高等部 １・３年（ Ⅱ課程Ｂ ） 国語科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２単位 

／７０ 
１・３学年  絵本、紙芝居、実物を

用いた教材等 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）日常生活に必要な身近な言葉が分かり使うようになるとともに、いろいろな言葉や我が国の言語文化

に触れることができる。(小・１段階) 

(思判表力)言葉をイメージしたり、言葉による関わりを受け止めたりする力を養い、日常生活における人との

関わりの中で伝え合い、自分の思いをもつことができる。(小・１段階) 

(学･人)言葉で表すことやそのよさを感じるとともに、言葉を使おうとする態度を養う。(小・１段階) 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

26 

(知及技）身近な人の話し掛けに慣

れ、言葉が物事の内容を表してい

ることを感じることができる。 

(思判表力)身近な人からの話し掛

けに注目したり、応じて答えたり

することができる。 

(学･人)言葉で表すことやそのよ

さを感じるとともに、言葉を使お

うとする態度を養う。 

(知・技）教師や友達の声を聞いて、

反応している。 

 

(思･判･表)「話すこと・聞くこと」

において、身近な人の話し掛けに

声や表情で表現している。 

(主学)他者との交流に参加する中

で、言葉でのやりとりを楽しもう

としている。 

・自己紹介・他己

紹介(インタビュ

ー)をしよう 

 

 ・友達の自己紹介を聞

いたり、教師へのインタ

ビューに参加したりし

て、たくさんの言葉に触

れる。 

(知及技）言葉のもつ音やリズムに

触れたり、言葉が表す物事やイメ

ージに触れたりすることができ

る。 

(思判表力)教師の話や読み聞かせ

に応じ、表情や身ぶりで表現する

ことができる。 

(学･人)言葉で表すことやそのよ

さを感じるとともに、言葉を使お

うとする態度を養う。 

(知・技)教師や友達の声を聞いた

り、言葉が表す具体物に触れたり

する学習に参加している。 

(思･判･表)「話すこと・聞くこと」

において、読み聞かせや製作活動

に参加し、声や表情で表現してい

る。 

(主学)他者との交流に参加する中

で、言葉でのやりとりを楽しもう

としている。 

・物語・詩を読も

う 

・絵本や物語などに親

しみながら、言葉による

伝え合いを感じる。 

・平和に関する作品鑑

賞。 

・絵本の読み聞かせ(他

学部交流) 

・敬語の使い方

(就業体験、販売

会に向けて) 

 

・手紙の書き方 

・敬語を使ったロール

プレイに参加する。 

・ICT機器を活用してお

礼状を書く。 

２
学
期 

30 

(知及技）身近な人の話し掛けに慣

れ、言葉が物事の内容を表してい

ることを感じることができる。 

(思判表力)身近な人との関わりや

出来事について、伝えたいことを

思い浮かべたり、選んだりするこ

とができる。 

(学･人)言葉で表すことやそのよ

さを感じるとともに、言葉を使お

うとする態度を養う。 

(知・技）教師や友達の声を聞いて、

反応している。 

 

(思･判･表)「話すこと・聞くこと」

において、教師と一緒に自分のこ

とについて選んだり、発表内容を

決めたりして表現している。 

(主学)他者との交流に参加する中

で、言葉でのやりとりを楽しもう

としている。 

・夏休みの思い出 

 

 

・わかりやすく書

こう、伝えよう 

 

・年賀状の書き方 

・夏休みの思い出を文

章や写真、絵で表現し、

伝え合う。 

・自分の「すきなもの、

おもしろいもの」を考

え、ICT機器を使って発

表する。 

・ICT機器を活用して年

賀状を書く。 

(知及技）昔話や易しい古典作品な

どについて、読み聞かせを聞くな

どして親しむことができる。 

(思判表力)教師と絵本などを見

て、次の場面を楽しみにしたり登

場人物などを模倣したりすること

ができる。 

(学･人)言葉で表すことやそのよ

さを感じるとともに、言葉を使お

うとする態度を養う。 

(知・技）教師や友達の声を聞いて、

反応している。 

 

(思･判･表)「話すこと・聞くこと」

において、物語を味わい、教師と一

緒に内容を動きや表情で表現して

いる。 

(主学)他者との交流に参加する中

で、言葉でのやりとりを楽しもう

としている。 

・古典文学や沖縄

の文芸に親しむ 

 

・本に親しむ 

・古典文学や郷土の古

典芸能(組踊、琉歌)を学

び、独特のリズムを感じ

る。 

・図書館の本を活用し

た学習活動や読書標語

創作に参加する。 

・絵本の読み聞かせ(他

学部交流) 
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３
学
期 

14 

(知及技）いろいろな筆記具に触

れ、書くことを知る。 

(思判表力)文字に興味を持ち、書

こうとする。 

 

(学･人)言葉で表すことやそのよ

さを感じるとともに、言葉を使お

うとする態度を養う。 

(知・技）教師と一緒に毛筆や硬筆

で書いている。 

(思･判･表)「書くこと」において、

書き初めを通して、文字への興味

を声や表情で表現している。 

(主学)他者との交流に参加する中

で、言葉でのやりとりを楽しもう

としている。 

・冬休みの思い出 

 

 

・書初め(新年の

抱負) 

・冬休みの思い出を文

章や写真、絵で表現し発

表する。 

・毛筆で今年の目標を

書く。 

(知及技）遊びを通して、言葉のも

つ楽しさに触れることができる。 

(思判表力)短歌や俳句独特のリズ

ムを味わうことができる。 

 

 

(学･人)多くの作品に触れ、短歌や

俳句に親しむ態度を育てる。 

(知・技）遊びを通して、言葉のも

つ楽しさに触れている。 

(思･判･表)「話すこと・聞くこと」

において、教師や生徒の音読する

声を聞いて、独特のリズムの味わ

いを声や表情で表現している。 

(主学)他者との交流に参加する中

で、言葉でのやりとりを楽しもう

としている。 

・百人一首 

 

・短歌、俳句 

・百人一首 (坊主めく

り、散らし取り) 

・カルタ 

・短歌、俳句の鑑賞 

(知及技）言葉のもつ音やリズムに

触れたり、言葉が表す物事やイメ

ージに触れたりすることができ

る。 

(思判表力)絵や矢印などの記号で

表された意味に応じ、行動するこ

とができる。 

(学･人)言葉で表すことやそのよ

さを感じるとともに、言葉を使お

うとする態度を養う。 

(知・技)教師や友達の声を聞いた

り、言葉が表す具体物に触れたり

している。 

(思･判･表)「読むこと」において、

教師と一緒にポスターの指示に従

って行動いている。 

(主学)他者との交流に参加する中

で、言葉でのやりとりを楽しもう

としている。 

・いろいろな情報

の読解 

 

・１年間のまとめ 

・生活に関わる読み物

から必要な情報を得、知

識を活用する。 

・１年間の学習を振り

返る。 

留意点 

引継ぎ等 

・通年を通して、季節の詩や歌、本の音読と共に手話表現を学ぶことで伝える手段を増やしていく。 

 ・発作がある生徒なので、常に目を離さないように配慮する。 

・言葉の表出が弱い生徒たちなので、教師側が小さな表出も見逃さないよう、授業を工夫して実践する。 
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令和 7年度 高等部 1,3年（ Ⅱ課程Ｂ ） 社会科 年間指導計画 

 

単位数 

/配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

７０ 1年、3年  「ひとりだちするためのトラブル対策」改訂

版 
目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

（知識・技能） 活動や体験の過程において，自分自身，身近な人々，社会の特徴や変化に気付くとともに，身近

な生活において必要な習慣や技能を身に付けるようにする。（小・生活科 2段階） 

（思考力・判断力・表現力） 自分自身や身の回りの生活のことや，身近な人々，社会と自分との関わりについて

関心をもち，感じたことを伝えようとする。（小・生活科 1段階） 

（主体的に学習に取り組む態度） 自分のことに取り組もうとしたり，身近な人々，社会に自ら働きかけようとし

たり，意欲をもって学んだり，生活に生かそうとしたりする態度を養う。（小・生活科 2段階） 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

２８ 

(知及技）身近な日課や授業の予定が分か

り、教師の援助を求めながら、日課に沿っ

て行動する。 

(思判表力)身近な人との接し方やきまり・

マナーに気づき、それらを守って行動す

る。 

(学･人)自分のことに取り組もうとし、身

近な人々に自ら働きかけようとすること

ができる。 

(知・技）身近な日課や授業の予定が

分かり、教師の援助を求めながら、

日課に沿って行動しようとする。 

(思・判・表)身近な人との接し方や

きまり・マナーに気づき、それらを

守って行動しようとする。 

(主学)自分のことに取り組もうと

し、身近な人々に自ら働きかけよう

とすることができる。 

 

オ リ エ ン テ

ー シ ョ ン  

【 基 本 的 生

活 習 慣 】  

【 安 全 】  

【 人 と の 関

わ り 】  

・ 一 年 間 の 授 業 の 流 れ  

 

・ 日 課 と 予 定 の 確 認  

（ コ ー ヒ ー か す  を 捨 て る

）  

・ 校 内 の 防 災 マ ー ク を 探 そ

う  

・ あ い さ つ を し よ う  

 

２
学
期 

１６ 

(知及技）教師の援助を求めながら身近で

簡単な手伝いや仕事について知り、それら

を行うことができる。 

(思判表力)他者との接し方に気づき、自分

の物と他者の物の区別を行うことができ

る。 

(学･人)自分のことに取り組もうとし、身

近な人々に自ら働きかけようとすること

ができる。 

 

(知・技）教師の援助を求めながら身

近で簡単な手伝いや仕事について

知り、それらを行うことができる。 

(思・判・表)他者との接し方に気づ

き、自分の物と他者の物の区別を行

うことができる。 

(主学)自分のことに取り組もうと

し、身近な人々に自ら働きかけよう

とすることができる。 

【手伝い・仕事】 

【自分の物と他

人の物の区別】 

【遊具の後片付

け】 

 

・就業体験 

・絵カードを使った区別 

・八重山の遊びと遊具の後片付け 

 

 

１６ 

（知及技）伝統的な遊びについて興味をも

って知ることができる。 

（思判表力）伝統的な遊びの中で、教師や

友達と簡単なきまりのある遊びをしたり、

遊びを工夫しようとしたりする。 

（学・人）自分のことに取り組もうとし、

身近な人々に自ら働きかけようとするこ

とができる。 

（知・技）伝統的な遊びについて興

味をもって知ることができる。 

（思・判・表）伝統的な遊びの中で、

教師や友達と簡単なきまりのある

遊びをしたり、遊びを工夫しようと

したりする。 

（主学）自分のことに取り組もうと

し、身近な人々に自ら働きかけよう

とすることができる。 

【いろいろな遊

び】 

【地域の行事へ

の参加】 

・八重山の遊びと遊具の後片付け 

 

３
学
期 

１４ 

 

(知及技）社会の変化に気付くとともに，

身近な生活において必要な習慣や技能を

身に付ける。 

(思判表力)自分自身や身の回りの生活の

ことや，身近な人々，社会と自分との関わ

りについて関心をもち，感じたことを伝え

ようとする。 

(学･人)自分のことに取り組もうとした

り，身近な人々，社会に自ら働きかけよう

としたり，意欲をもって学んだり，生活に

生かそうとしたりする態度を養う。 

(知・技）社会の変化に気付くととも

に，身近な生活において必要な習慣

や技能を身に付ける。 

(思・判・表)自分自身や身の回りの

生活のことや，身近な人々，社会と

自分との関わりについて関心をも

ち，感じたことを伝えようとする。 

(主学)自分のことに取り組もうと

したり，身近な人々，社会に自ら働

きかけようとしたり，意欲をもって

学んだり，生活に生かそうする。 

一年間の振り返

り 

・一年間の振り返り 

・今後に向けての展望 

留意点 

引継ぎ等 

・就業体験実習、修学旅行、交流学習との関連付け、各活動の事前学習に対するスムーズな知識の接続が行えるようにする。 

・地域の年中行事などにも関連した学習を行う。 
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令和７年度 高等部 Ⅱ課程Ｂ 数学科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 

2／70 １・３学年  

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）数量や図形などについての基礎的・基本的な概念や性質などに気付き理解する。 

    (思判表力)日常の事象の中から数量や図形を直感的に捉える力，基礎的・基本的な数量や図形の性質などに気付き感

じ取る力を身につける。 

(学･人)数学的活動の楽しさに気付き，関心や興味を持つことができる。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

26 

(知及技）身の回りのものに気

付き，対応させたり，組み合わ

せたりすることなどについて

の技能を身につける。 

(思判表力)身の回りにある

もの同士を対応させたり，組み

合わせたりすることで数量の

性質を気付く力を身につける。 

(学･人)数量や図形に気付き，

関心をもって学習に取り組も

うとする態度を養う。 

(知・技）身の回りのものに気

付き，対応させたり，組み合わ

せたりすることなどについての

技能を身についている。 

(思･判･表) 身の回りにある

もの同士を対応させたり，組み

合わせたりすることで数量の性

質を気付く力が身についてい

る。 

(主学)数量や図形に気付き，関

心をもって学習に取り組もうと

している。 

 数量 

  

  

・２つのものを比べて見分ける

（形、色、大きさ）。 

  

  

２
学
期 

24  

(知及技）身の回りのものの上

下や前後，形の違いに気付き，

違いに応じて関わることにつ

いての技能を身に付けるよう

にする。 

(思判表力)身の回りのもの

の形に注目し，同じ形を捉えた

り，形の違いを捉えたりする力

を養う。 

(学･人)図形に気付き，関心を

もって学習に取り組もうとす

る態度を養う。 

(知・技）身の回りのものの上

下や前後，形の違いに気付き，

違いに応じて関わることについ

ての技能を身に付いている。 

(思･判･表) 身の回りのもの

の形に注目し，同じ形を捉えた

り，形の違いを捉えたりする力

が身についている。 

(主学)図形に気付き，関心をも

って学習に取り組もうとしてい

る。 

 図形 ・２つのものを比べて見分ける（上

下左右）。 

・同じ形のものを見つける。 

20 

(知及技）身の回りにあるもの

の量の大きさに気付き，量の違

いについての感覚を養う。  

(思判表力)身の回りにある

ものの大きさや長さなどの量

の違いに注目し，量の大きさに

より区別する力を養う。 

(学･人)数量や図形に気付き，

関心をもって学習に取り組も

うとする態度を養う。 

(知・技）身の回りにあるもの

の量の大きさに気付き，量の違

いについての感覚が身について

いる。 

(思･判･表) 身の回りにある

ものの大きさや長さなどの量の

違いに注目し，量の大きさによ

り区別する力が身についてい

る。 

(主学)数量や図形に気付き，関

心をもって学習に取り組もうと

している。 

 量 ・量の大きさ（大きい、小さい、多

い、少ない等） 

３
学
期 

留意点  

引継ぎ等 

 

生徒の心身の体調を優先し、授業を行う。 
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令和７年度 高等部１・３学年 Ⅱ課程 B 理科 年間指導計画 

 

 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

１/３５ １・３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）自然の事物・現象について、基本的な概念や原理・法則を理解し、知識を身に付ける。 

(思判表力)自然の事物・現象の中に問題を見いだし、探究する過程を通して、事象を科学的に考察し、導き出し

た考えを的確に表現できる。 

(学･人)自然の事物・現象に関心や探究心をもち、意欲的にそれらを探究しようとするとともに、科学的に探究

する力を身に付ける。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

５ 

(知及技）１年間の授業の流

れを確認できる。 

(思判表力) 

(学･人)活動できる。 

(知・技）職員とともに授業

の流れを理解している。 

(思･判･表) 

(主学)職員とともに活動し

ようとしている。 

オリエンテーショ

ン 

・1年間の授業の流れ 

 

１０ 

(知及技）熱を感じることが

できる。 

(思判表力) 

(学･人)活動できる。 

  

(知・技）職員とともに熱を

感じることができる。 

(思･判･表) 

(主学)職員とともに活動し

ようとしている。 

熱を感じる 

  

・熱を感じてみよう 

 

２
学
期 

１０ 

(知及技）生き物にふれるこ

とができる。 

(思判表力) 

(学･人)活動できる 

  

(知・技）職員とともに生き

物にふれることができる。 

(思･判･表) 

(主学)職員とともに活動し

ようとしている。 

八重山の自然と生

き物 

  

・校庭を散策しよう 

・生き物にふれてみよう 

 

３
学
期 

１０ 

(知及技）風を感じることが

できる。 

(思判表力) 

(学･人)活動できる。 

  

(知・技）職員とともに風を

感じることができる。 

(思･判･表) 

(主学)職員とともに活動し

ようとしている。 

  

風を感じる 

 

・風を感じてみよう 

 

留意点 

引継ぎ等 

自然の事物・事象をできるだけ見せる（体験させる）ことに努めるが、できない場合には ICT 機器を効果的に

活用していく。 
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令和７年度 高等部 Ⅱ課程 B 音楽科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

２/７０ 

 
１・３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能     (思･判･表)思考･判断・表現               (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）音や音楽に注意や関心をむけ、音楽表現を楽しむために必要な技能を身につける。 

(思判表力)音や音楽に気づきながら興味を示して聴くことができる。 

(学･人)教師や仲間と一緒に音楽活動をする楽しさを感じるとともに、音楽経験を生かして生活を楽しいものにしようと

する態度を養う。 

学期 時数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

年
間
を
通
し
て
行
う 

70 
 

 

 

【歌唱】 

(知及技)音楽の流れや曲想を感じ取り、関

心を向けるようにする。 

(思判表力)発声や表情、身振りをなどで歌

いたい気持ちを表現することができるよ

うにする。 

（学･人）教師や仲間と一緒に音を楽しむ

ことができるようにする。 

【歌唱】 

(知･技）音楽の流れや曲想を感

じ取り、関心を向けている。 

(思･判･表)発声や表情、身振り

をなど歌いたい気持ちを表現し

ている。 

(主学)教師や仲間と一緒に音を

楽しもうとしている。 

【歌唱】 

・校歌 

・季節の歌 

・その他 

【歌唱】 

名前の歌に合わせて返事

や、楽器を鳴らす。 

季節の歌を聴いたり、楽器

を鳴らしたりする。 

【器楽】 

(知及技）教師と一緒に楽器に触れ、音が鳴

ることに気付くことができるようにする。 

(思判表力)自分で音を鳴らしたり、補助教

材を使用して音を鳴らしたりすることが

できるようにする。 

(学･人)楽器の音に興味関心を示したり、

音を鳴らそうとすることができるように

する。 

【器楽】 

(知･技）教師と一緒に楽器に触

れ、音が鳴ることに気付く。 

(思･判･表)自分で音を鳴らした

り、補助教材を使用して音を鳴

らしたりする。 

(主学)楽器の音に興味関心を示

したり、音を鳴らそうとしてい

る。 

【器楽】 

・打楽器 

・キーボード 

音の出やすい楽器や持ち

やすい楽器を教師が選ん

だり、自分の好きな楽器を

選んで演奏する。 

スイッチ教材等を使用し

自分で音を鳴らせるよう

支援する。 

【身体表現】 

(知及技）曲の緩急や音量を感じ取りなが

ら、教師と一緒に身体を動かすことができ

る。 

(思判表力)教師と一緒に身体を動かしな

がら表現することができる。 

(学･人)仲間の動きや曲の緩急、音量を感

じ取りながら教師と一緒に身体を動かせ

るようにする。 

【身体表現】 

(知･技）曲の緩急や音量を感じ

取りながら、教師と一緒に身体

を動かしている。 

(思･判･表) 教師と一緒に身体

を動かしながら表現する。 

(主学)仲間の動きや曲の緩急、

音量を感じ取りながら教師と一

緒に身体を動かそうとしてい

る。 

【身体表現】 

・リトミック 

・手遊び 

教師と一緒に音楽を使っ

たマッサージやタッピン

グ、手遊びをする。 

様々な拍子の音楽を聴き

ながら、身体タッピングし

拍子が感じられるように

する。 

【鑑賞】 

(知及技）様々なジャンルの音楽に触れ、好

きな音色や楽器の音を見つけられるよう

にする。 

(思判表力)音や音楽を聴いて自分なりに

楽しめるようにする。 

(学･人)仲間の演奏している音や、身近な

人の演奏を聴き、音色や楽器の音を見つけ

られるようにする。 

【鑑賞】 

(知･技）様々なジャンルの音楽

に触れ、好きな音色や楽器の音

を見つける。 

(思･判･表)音や音楽を聴いて自

分なりに楽しむ。 

(主学)仲間の演奏している音

や、身近な人の演奏を聴き、識名

音色や楽器の音を見つけようと

している。 

【鑑賞】 

・様々なジャンル

の曲 

 

 

季節の音楽や様々なジャ

ンルの音楽を見たり聴い

たりする。 

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部１・３学年 Ⅱ課程 B 美術科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７

０ 
１・３学年  なし 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）造形的な視点について理解するとともに、表現方法を創意工夫し、創造的に表すことができるように

する。 

(思判表力) 造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫などについて考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を

練ったり、美術や美術文化などに対する見方や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

(学･人) 美術の創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を育み、感性を豊かにし、心豊かな生活を創造

していく態度を養い、豊かな情操を培う。 

学
期 

時
数 単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

７ 

(知及技）スライム作りの工

程を一緒にやることができ

る。 

(思判表力)色が混ざる様子

や感触が変わることに気付

き興味を持つ 

(学･人) 触ったり、握った時

の音を聞いたりする 

(知・技）触れることができ

たか 

(主学) 触れて反応するこ

とができたか 

彫刻/鑑賞 

「感触」 

・スライム作りの工程を教師と一

緒に行う 

・スライムのみの感触と風船に入

れた後の感触を触れて確かめる 

９ 

(学･人) 音や映像に反応す

ることができる 

 

(主学) 音の違いや映像の

変化を感じて反応すること

ができた 

 

デザイン/映像メデ

ィア表現/鑑賞 

「音と映像」 

・chrome musiclab で音や映像を感

じる 

１０ 

（学・人）学校内にある植物

の色や形の違い、匂い等に触

れることができる 

（主学）植物の色や形の違

い、匂い等に触れることが

できた 

デザイン/鑑賞 

｢自然｣ 

・校内を散歩しながら、様々な植物

に触れる 

２
学
期 

１０ 

(知及技）水の音や感触など

を感じる 

(思判表力) 水の音や色の透

け感などに気づくことがで

きる 

(学･人) 色水に触れること

ができる 

(知・技）水に反応すること

ができたか 

(思・判・表) 水の音や色の

透け感に気づき反応するこ

とができたか 

(主学) 色水に触れること

ができたか 

絵画/鑑賞 

「色水を感じよう」 

・五感で色水に触れる 

 

２０ 

 (知及技）土と水を合せなが

ら変化することを知る 

(思判表力) ぬるぬるする粘

土で身体のいろいろな部分

にあてられる 

(学･人) 土に触れることが

できる 

(知・技）さらさらからぬる

ぬるになる土の変化を感じ

ることができたか 

(思・判・表) 身体の各部で

土に触れ反応することがで

きたか 

(主学) 土に触れることが

できたか 

彫刻/鑑賞 

「ぬるぬるの感触

から」 

・乾燥土から粘土になる変化を感

じる 

３
学
期 

７ 

(知及技）土を身体に当てて

造形を行うことができる 

(思判表力) 土の温度や火の

温度を感じることができる 

(学･人) 土に触れることが

できる 

(知・技）土を身体に当てて

造形を行うことができたか 

(思・判・表) 土の温度や火

の温度を感じ反応すること

ができたか 

(主学) 土に触れることが

できたか 

彫刻/デザイン/鑑

賞 

「陶板→野焼き」 

・陶板の制作 

・陶板の野焼き 
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７ 

(知及技）描画材を全身で扱

うことができる 

(知・技）絵の具やペンなど

の描画材を教師と共に扱う

ことができたか 

絵画/鑑賞 

「色にまみれて」 

・様々な描画材で、教師と一緒に全

身で描く 

留意点 

引継ぎ等 

・B鑑賞については、視覚だけではなく、嗅覚・触覚・聴覚、場合によっては味覚も含めて五感を使って感じる

ことができるようにしている。 

・授業内での調べ学習、メディア表現ではタブレット端末を活用している。 
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令和７年度 高等部 （Ⅱ課程Ｂ） 体育科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

２／７０ １・３学年    

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）  教師と一緒に、楽しく体を動かすことができるようにするとともに、健康な生活に必要な事柄ができるようにす

る。  

(思判表力)体を動かすことの楽しさや心地よさを表現できるようにするとともに、健康な生活を営むために必要な事柄に

ついて教師に伝えることができるようにする。 

(学･人)   簡単な合図や指示に従って、楽しく運動をしようとしたり、健康に必要な事柄をしようとしたりする態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

年
間
を
通
し
て
指
導
す
る 

 

(知及技） 

教師と一緒に、手足を動か

したり、歩いたりして楽しく

体を動かすことができる。 

(思判表力) 

手足を動かしたり、歩いた

りして体を動かすことの楽

しさや心地よさを表現する

ことができる。 

(学･人) 

簡単な合図や指示に従っ

て、体つくり運動遊びをしよ

うとすることができる。 

(知・技） 

教師と一緒に簡単な手や

脚の運動を行うことができ

る。 

(思･判･表) 

手足を動かしたりすること

の心地よさを表現してい

る。 

(主学) 

教師と一緒に簡単な合図

や指示に従って、運動をし

ようとしている。 

・体つくり運動遊び 

・ふれあい体操 

簡単な手や脚の運動。 

・手足を伸ばす 

・手足を曲げる 

・腕を振ったり､回したりする 

・肩の上げ下げ 

・膝の曲げ伸ばし。 

 

 

 

  

１
学
期 

26 

(知及技） 

教師と一緒に、ボールを使って

楽しく体を動かすことができ

る。 

(思判表力) 

ボールを使って体を動かすこ

との楽しさや心地よさを表現

することができる。 

 (学･人) 

教師と一緒に簡単な合図や

指示に従ってボール遊びをし

ようとすることができる。 

  

(知・技）・教師と一緒にボー

ルを転がす、投げる、蹴る、当

てるなどをして楽しくあそぶこ

とができる。 

(思･判･表)教師と一緒にボー

ルに触れ、手足を動かしたり、

歩いたり走ったりして体を動

かすことの楽しさや心地よさを

表現している。 

(主学)教師と一緒に簡単な

合図や指示に従ってボール遊

び遊びをしようとしている。 

しっぽとり鬼ごっこ 

ボール運び鬼 

・教師と一緒に走ったり歩いたりして

鬼から逃げる。 

・教師と一緒に相手のフラッグを捕る 

・教師と一緒にフラッグを捕られない

ように走り、ボールを持ってはこぶ。 

・教師と一緒に相手のフラッグを捕

る。 

 

 (知及技） 

教師と一緒に，水の特性を

生かした簡単な水遊びを

楽しくすることができる。 

(思判表力) 

水の中で浮いたり、手足を

動かしたり、体を動かすこと

の楽しさや心地よさを表現

することができる。 

(学･人) 

(知・技） 

教師と一緒に水にふれた

り、浮いたり、温かい、冷た

いと感じたりしながら、あそ

ぶことができる。 

(思･判･表) 

水の中で浮いたり、手足を

動かしたりすることの心地

よさを表現している。 

(主学) 

 水遊び 教師と一緒に 

・水にふれたり、すくったりしてあそぶ

こと。 

・水をはじいたり、かけたりすること。 

・水に浮きゆらゆら楽しむこと。 

 

教師と一緒に、浮いたり手足を動か

したりして楽しく体を動かすことがで

きるようにする。 

・教師と一緒に水をはじいたり、かけ
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教師と一緒に簡単な合図

や指示に従って水遊びをし

ようとすることができる。 

教師と一緒に簡単な合図や

指示に従って、水遊びをしよう

としている。 

たりすることができる。 

・教師と一緒に水に浮きゆらゆら楽し

むことができる。  

２
学
期 

30 

（知及技） 

教師と一緒に、音楽の流れて

いる場所で楽しく体を動かす

ことができる。 

（思判表力） 

音楽の流れている場所で体を

動かすことの楽しさや心地よ

さを表現することができる。 

（学・人） 

教師と一緒に簡単な合図や

指示に従って表現遊びをする

ことができる。 

(知・技） 

・音楽を感じながらと自由に

体を動かしたり、先生と一緒

に動かしたりすことができる。 

・音楽を感じながら先生と一

緒に歩いたり、走ったりするこ

とができる。 

(思･判･表) 

音楽や太鼓の響きやリズムを

に触れ、体を動かす楽しさや

心地よさを表現している。 

(主学) 

先生と一緒に簡単な合図や

指示に従って、表現遊びをし

ようとしている。 

 ・表現遊び 

エイサー 

 

 

 ・表現遊び 

ダンス  

（特体連ダンス） 

 

 

 

 

 

  

・音楽を感じながらと自由に体を動

かしたり、先生と一緒に動かしたりす

る。 

・曲に合わせて、教師と一緒に手足を

動かしたり、自由に体を動かしたりす

る。 

  

３
学
期 

14 

(知及技） 

教師と一緒に、走ったり、歩い

たりして楽しく体を動かすこと

ができる。 

(思判表力) 

手足を動かしたり、歩いたり走

ったりして体を動かすことの楽

しさや心地よさを表現すること

ができる。 

(学･人) 

教師と一緒に簡単な合図や

指示に従って走る運動遊びを

しようとすることができる。 

  

(知・技） 

・教師の言葉かけやリズムに

合わせて一定の時間や距離

を一緒にゆっくり走ったり歩い

たりすることができる。 

(思･判･表) 

手足を動かしたり、歩いたり走

ったりして体を動かすことの楽

しさや心地よさを表現してい

る。 

(主学) 

教師と一緒に簡単な合図や

指示に従って走る運動遊びを

しようとしている。 

・走る運動遊び 

持久走 

・教師の言葉かけやリズムに合わせ  

一定の時間や距離を一緒にゆっくり

走ったり歩いたりすること。  

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部１・３学年 Ⅱ課程 B 職業科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
生徒 担当者 教科書／副教材 

2／70 １・３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）一連の作業・活動や周りからの働きかけにより健康に過ごすための習慣を身につける。  

(思判表力)一連の作業・活動や周りからの働きかけにより快・不快を表現する。  

(学･人)一連の作業・活動や周りからの働きかけにより笑顔を増やす。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

通
年 

70 

(知及技）身の回りの簡単な手

伝いや仕事を教師と一緒に行

うことができる。 

(思判表力)自分自身や身の回

りのことに関心を持つことが

できる。 

 (学･人)教師と一緒に安全に

活動することができる。 

(知・技) 手、目、耳の感覚を活

用した活動を行っている。 

(思･判･表)手を自ら伸ばし、作

業を見て行っている。快・不快

を表現している。  

(主学)作業を見て行っている。 

笑顔を見せている。 

Ａ職業生活 

作業 

室内外の作業・活動 

(知及技）表情で体調を伝える

ことができる。体操を教師と一

緒に行うことができる。 

(思判表力)身の回りの人との

関わりに関心を持つこと。 

快・不快を表現する。 

(学･人)笑顔を見せる。 

(知・技)体操を教師と一緒に行

っている。 

(思･判･表)呼びかけに顔をあげ

反応する。 

快・不快を表現している。 

(主学)笑顔を見せている。 

Ａ職業生活 

健康管理 

人との関わり 

余暇活動 

基本的生活習慣 

体操 

適切な休憩時間の過ごし方及び 

体調管理 

ふれあい体操やストレッチ体操 

(知及技）iPadに触れ操作する。 

(思判表力) 実習での様子を映

像で発表することができる。 

(学･人)画面を注視することが

できる。笑顔を見せる。 

(知・技)iPadで動画を見て iPad

になれる。 

(思･判･表)教師と一緒に発表を

行っている。 

(主学)画面を見て触れている。

笑顔を見せている。 

Ｂ情報機器の活用 

  就業体験振り返り 

余暇活動 

iPadの利用 

音楽や動画を楽しむ活動 

 (知及技）実習に関する学習を

意欲的に行う。 

(思判表力)実習での様子を映

像で発表することができる。 

(学･人)写真や動画で実習を振

り返ることができる。 

  

(知・技)実習に関する活動を意

欲的に行っている。 

(思･判･表)快 ・ 不 快 を 表 現

している。  

(主学)笑顔を見せている。 

Ｃ産業現場等におけ

る実習 

就業体験実習及び事前事後学習 

販売学習にむけての事前事後学習及び

販売学習 

  

  

  

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部１・３学年 Ⅱ課程 B 家庭科 年間指導計画 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

１／３５ １・３学年  くらしに役立つ家庭 

ワークシート 

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

  (知及技）人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な
理解を図るとともに、それらに係る技能を体験的・総合的に身につけるようにする。 

  (思判表力) 家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想し、実践を評

価・改善し、考察したこと根拠に基づいて論理的に表現するなど、生涯を見通して課題解決する力を養う。 

 (学･人) 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向けて、地域社会に参画しようとするとともに、自分や家庭、地域

の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

７ 

(知及技） 人の一生について様々な

生き方があることを理解し、自立した

生活を営むために必要な情報を知

る。 

(思判表力) ライフスタイルと将来の

家庭生活及び職業生活について課題

を解決しようとする力を身につけてい

る。 

(学･人) 消費者行動の意思決定に

ついて身につける。  

(知・技)・人の様々な生き方や

家庭の役割についての学習に

参加している。 

 

(思･判･表)・さまざまな家族の

状況を知り、家庭生活の問題を

教師と一緒に表現しようとして

いる。 

(主学)・家族の存在を大切に感

じ生活に生かそうとしている。 

・オリエンテーション

「家庭 とくらし」  

・家庭の役割 

・高齢者を支える介

護について 

 

「ライフスタイルと環

境」 

・計画的な 

・家族の一員としての仕事

(家事)の種類について 

 

・生涯の生活設計について

考える 

６ 

(知及技) 生活に必要な基礎的、基

本的な知識や道具、器具などの正し

い使い方を身に付けている。 

(思判表力) 生活を豊かにする作品

製作に集中して取り組むことができ

る。 

(学･人) 家庭生活で必要な知識や

技術を生かし、安全や衛生に気をつけ

て実習に取り組むことができる。 

(知･技)・いろいろな道具を教師

と一緒に安全に使用しようとし

ている。 

(思･判･表)・手作りする楽しさを

味わいながら、教師と一緒に表

現している。 

(主学)・できる作業を教師と一

緒に安全に気をつけ取り組もう

としている。 

・生活に役立つ作品

製作(ティッシュケー

ス、巾着袋作り)  

・自分専用の三角巾、巾着

袋を作ろう。 

２
学
期 

１５ 

(知及技) 沖縄の住宅の特徴につい

て理解することができる。 

 

(思判表力)・住宅の機能や快適性に

ついて、課題解決に向けて話し、考え

たことをまとめ表現することができる。 

 

(学・人)・住生活と住環境への課題解

決に主体的に取り組むことができる。 

(知･技)・自分の住んでいる地

域の住環境について仲間の発

表を聞きながら参加している。 

(思・判・表)・家族との生活の場

としての住居の工夫を授業に参

加しながら教師と学習し表現し

ている。 

(主学)・住生活に家具家電の配

置について教師と一緒に取り組

もうとしている。 

住生活について 

・住まいと環境 

・住まいと安全 

・沖縄の住宅の特徴につい

て（換気、採光、掃除） 

・家庭内事故の種類 
 

(知及技)・ライフステージに応じた栄

養の特徴や食品の主な栄養素とその

役割を教師と一緒に考えることができ

る。 

(思判表力) 健康や環境に配慮した

(知・技)・健康によい食事を考

え、食品の栄養や組み合わせの

優劣を考えようとしている。 

 

(思・判・表)・調理中の匂いや音

・食事と健康 

 健康な体をつくる

食事 

 調理実習 

   

・６つの食品群別摂取量と

食品について 

・食事作りの手順について 

・食品の選び方 

・調理実習 
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食生活について教師と一緒に取り組

み感じることができる。 

(学･人)・食事の役割、栄養、食生活

について学び、よりよい食生活を目指

し、教師と一緒に工夫し、考えることが

できる。 

を感じ、調理の楽しさを表現しよ

うとしている。 

(主学)・食事の役割について教

師の話を聞いて考え生かそうと

している。 

（ゼリー、カレー、クッキー） 

３
学
期 

７ 

(知及技）・ライフステージや目的に応

じた被服の機能や着装について考え

ることができる。 

(思判表力)・被服の機能や快適性に

ついて考え、健康や環境に配慮しなが

ら問題点を見いだすことができる。 

(学･人)・衣生活と健康についての課

題を知り、教師と一緒に参加しながら

解決策を学ぶことができる。 

 (知・技)・ＴＰＯに応じた被服の

役割があることを知り、教師と一

緒に学ぼうとしている。 

(思・判・表)・衣服の種類に応じ

た洗濯について教師と一緒に取

り組みながら表現しようとしてい

る。 

(主学)・自分の体に合った既製

服のサイズや衣服の保管の仕

方を教師と一緒に学ぼうとして

いる。 

・衣生活について 

  被服製作 

・一年間の振り返り 

・衣服の洗濯について 

・衣服の再利用について 

・JIS（日本工業規格）につ

いて  

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部 （Ⅱ課程 B） 英語 年間指導計画 

単位数 

／配当時

数 

生徒 担当者 教科書／副教材 

1／35 １・３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）日常会話の基礎的なフレーズの歌やダンスをとおして教師と共に活動的で楽しい時間を過ごすことができる。 

(思判表力)日常会話の基礎的なフレーズの歌やダンスをとおして教師からの働きかけに身体の動きや表情で応えることができ

る。 

(学･人)日常会話の基礎的なフレーズの歌やダンスをとおして教師と共にコミュニケーションを楽しむことができる。 
 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・

題材名 

単元・題材の活動内容 

１
学
期 

  

３ 

(知及技）支援を受けながら英語の

挨拶や名前の言い方を楽しむ。 

(思判表力) 支援を受けながら名

前を言って挨拶をし合う。 

(学･人) 支援を受けながら相手に

伝わるように名前を言って挨拶を

楽しむ。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

あいさ

つして

友だち

になろ

う 

Hello. Hi. I’m (Hinata). 

Goodbye. See you. 

３ 

(知及技）支援を受けながら感情や

状態を尋ねたり答えたりする表 

現を楽しむ。 

(思判表力) 支援を受けながら表

情やジェスチャーをしながら挨拶

をし合う。 

(学･人) 支援を受けながら表情や

ジェスチャーで挨拶を楽しむ。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

ごきげ

んいか

が 

How are you? I ’ m 

(happy). 

３ 

(知及技）支援を受けながら 1 か

ら 20までの数の言い方や数の尋

ねることを楽しむ。 

(思判表力) 支援を受けながら数

について尋ねたり答えたりして伝

え合う。 

(学･人)支援を受けながら数を尋

ねたり答えたりすることを楽し

む。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

数えて

あそぼ

う 

How many (apples)? 

(Ten) (apples). Yes. 

That’s right. No. Sorry. 
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４ 

(知及技）支援を受けながら色の言

い方や，好みを表したり好きかど

うかを尋ねたり答えたりする表現

を楽しむ。 

(思判表力) 支援を受けながら自

分の好みを伝え合う。 

(学･人)支援を受けながら自分の

好みを紹介することを楽しむ。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

好きな

ものを

つたえ

よう 

I like (blue). Do you like 

(blue)? Yes, I do. / No, I 

don’t. I don’t like (blue). 

２
学
期 

 

 

 

５ 

 

(知及技）支援を受けながら身の回

りの物の言い方や，何が好きか を

尋ねたり答えたりする表現を楽し

む。 

(思判表力) 支援を受けながら何

が好きかを尋ねたり答えたりして

伝え合う。 

(学･人)支援を受けながら何が好

きかを尋ねたり答えたりすること

を楽しむ。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

何がす

き？ 

What do you like? I like 

(tennis). What (sport) 

do you like? I like 

(soccer). 

５ 

(知及技）支援を受けながら英語の

音声や読みを楽しむ。 

(思判表力) 支援を受けながら自

分の姓名の頭文字を伝え合う。 

(学･人)支援を受けながら自分の

姓名の頭文字を伝えることを楽し

む。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

アルフ

ァベッ

トとな

かよし 

(The "A" card), please. 

Here you are. Thank you. 

You’re welcome. 

５ 

(知及技）支援を受けながら形の言

い方や，欲しいものを尋ねたり答 

えたりする表現を楽しむ。 

(思判表力) 支援を受けながら欲

しいものを尋ねたり答えたりして

伝え合う。 

(学･人)支援を受けながら自分の

作品を紹介することを楽しむ。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

カード

をおく

ろう 

What do you want? (A 

star), please. Here you 

are. This is for you. 

Thank you. You ’ re 

welcome. 
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３
学
期 

４ 

(知及技）支援を受けながら身の回

りの物の言い方や，ある物が何か

を尋ねたり答えたりする表現を楽

しむ。 

(思判表力) 支援を受けながらク

イズを出したり答えたりし合う。 

(学･人)支援を受けながらクイズ

を出したり答えたりすることを楽

しむ。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

これな

あに？ 

What ’ s this? Hint, 

please. It’s (a fruit). It’

s (green). It’s (a melon). 

That’s right. 

３ 

(知及技）支援を受けながら誰かと

尋ねたり答えたりする表現を楽し

む。 

(思判表力) 支援を受けながら絵

本などの短い話を見て、聞く。 

(学･人)支援を受けながら絵本な

どの短い話を反応しながら見る、

聞くことを楽しむ。 

(知及技）日常会話における基礎的なフレーズの歌やダン

スを教師と共に楽しんでいる。 

(思判表力)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダ

ンスをとおして、教師からの働きかけに応えている。 

(学･人)日常会話における基礎的なフレーズの歌やダンス

により、教師と共にコミュニケーションを楽しんでいる。 

 

きみは

だれ？ 

Are you (a dog)? Yes, I 

am. / No, I’m not. Who 

are you? I’m (a dog). 

Who am I? Hint, please. 

留意点 

引継ぎ等 
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令和７年度 高等部１・３学年 Ⅱ課程 B 情報科 年間指導計画 

 

単位数 

／配当時数 
児童生徒 担当者 教科書／副教材 

1／３５ １・３学年   

目標：(知及技)知識及び技能  (思判表力)思考力、判断力、表現力等  (学･人)学びに向かう力･人間性等 

評価：(知・技)知識・技能    (思･判･表)思考･判断・表現           (主学)主体的に学習に取り組む態度 

年間目標 

(知及技）さまざまな情報機器について知る。 

(思判表力)さまざまな情報機器を使って気持ちを表現する力を養う。 

(学･人)さまざまな情報機器に慣れ親しもうとする態度を養う。 

学
期 

時
数 

単元・題材の目標 単元・題材の評価規準 単元・題材名 単元・題材の活動内容 

１
学
期 

１２ 

(知及技）コンピュータに触れ

ることができる。 

(思判表力)コンピュータを活

用して、自分の気持ちを表現

することができる。 

(学･人)入力装置に触れ、機

器の動きや反応を見て楽しむ

ことができる。 

(知・技）コンピュータに触れよ

うとしている。 

(思･判･表)コンピュータを活

用して、伝えたいことを表現し

ようとしている。 

(主学)入力装置に触れ、機器

の動きや反応を見て楽しもう

としている。 

・コンピュータに触れて

みよう。  

・コンピュータの起動・終了 

・情報機器の基本操作の確認 

・情報機器に基本操作を知る 

・iPad画面タッチで入力してみよう  

２
学
期 

１４ 

(知及技）iPad に触れること

ができる。 

(思判表力)iPad を活用して、

伝えたいことを表現することが

できる。 

(学･人)iPad に慣れ親しむこ

とができる。 

(知・技）iPad に触れようとし

ている。 

(思･判･表)iPad を活用して、

伝えたいことを表現しようとし

ている。 

(主学) iPadに触れ楽しもうと

している。 

・iPadに触れてみよう。 ・iPadの起動・終了 

・iPadの基本操作を確認 

・情報機器に基本操作を知る 

・音と光に対する反応 

３
学
期 

９ 

(知及技）アプリケーションを

体験することができる。 

 

(思判表力)アプリケーションを

操作し楽しむことができる。 

(学･人)情報機器に自ら触れ

ることができる。 

(知・技）教師の手添えにより

アプリケーションを体験しよう

としている。 

(思･判･表)アプリケーション

を操作し楽しもうとしている。 

(主学)情報機器に自ら親しも

うとしている。 

・さまざまなアプリケー

ションを体験してみよ

う。 

・iPadでアプリケーションの活用 

留意点 

引継ぎ等 

 ・実生活と教科の学習を関連付けた教材の工夫。 
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令和７年度 高等部１・３学年 Ⅱ課程 B 特別の教科 道徳 年間指導計画 

 
教 科／科 目 道徳  単位数／配当時数 １／３５  

学 年  １・３学年  担 当 者  

教 科 書  

副 教 材  

 

年間目標 

・学校の教育活動全体を通し、それぞれの具体的な場において適切な指導を行い、明るく豊かな道徳的心情、実践

意 欲と態度を育てる。 

 

期 

月 

時 

数 

指導項目・単元
 

ねらい・目標
 

評価規準
 

通

年  

1 7  ・あいさつ  

・礼 儀 、作法  

・学 校生活  

・優 しさ  

・他 者への親 しみの気持ちを伝えること

ができる。  

・学 校生活で楽 しみにしていることを表

現する。  

・日 常生活の中で喜びを表現できる。  

・他 者に優 しく接 しようとする。  

・他 者への親 しみの気持ち

を伝えようとしている。  

・学 校生活で楽 しみにして

いることを表現 している。  

・日 常生活の中で喜びを

表現 しようとしている。  

・他 者に優 しく接 しようとし

ている。  

1 8  

 

・決 まり  

・健 康安全  

・他 者 との関係  

 

・決 まりについて考え、共有する場所や

物を大切にする。  

・自 分の健康に気をつけて活動すること

ができる。  

・他 者 と協調 し、与えられた役割 を最後

までやり遂げる。  

 

・決 まりについて考え、共有

する場所や物を大切にしよ

うとしている。  

・自 分の健康に気をつけて

活動 しようとしている。  

・他 者 と協調 し、与えられた

役割を最後までやり遂げよ

うとしている。  
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